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通知

商標および登録商標はすべてそれぞれの商標権の所有者の財産です。

合衆国連邦法では、Trophy 3D Imaging ソフトウェアおよび口腔外イメージング システムの販売は歯科医師

本人または医師本人あるいは、歯科医師または医師の指示による場合に制限されています。

Trophy 3D Imaging はヘルスケア従事者によりケ Carestream Dental の 3D 口腔外 X 線機器と共に使用される

デジタル イメージング ソフトウェアで診断サポートとしてヒト解剖の歯顎顔面および ENT ( 耳鼻咽喉 ) 部
位のデジタル画像の 2D および 3D ビューを表示、測定、印刷、エクスポートおよび保存します。

インプラント ライブラリの管理およびデンタル インプラントの仮想留置に使用するソフトウェアでもあ

ります。

標準コンピュータでスタンドアロンのソフトウェアとして使用できますが X 線画像取得は行いません。

このガイドにある人名およびデータは架空のものであり、実際の個人、イベントを表す意図はありません。
このガイドにある人名またはデータの実存する人の名前またはイベントまたは状態への類似は、偶然のも
のであり、意図されたものではありません。

本ガイドのいかなる部分も Carestream Dental, LLC の明示的な承諾なしに複製できません。

マニュアル名：Trophy 3D Imaging ユーザーガイド

パート番号：SMA22TP_ja
編集番号：07
印刷日：2022-06

Trophy Imaging は 2022 年 9 月 14 日まで医療機器指令 93/42/EEC に準拠します。この日以降、ソフトウェア

は医療機器規制（EU） 2017/745 および英国医療機器規制 2002（SI 618）、その後 2019 年の EU 離脱規制

（SI 791）および 2020 年の EU 離脱規制（SI 1478）で改正に基づいて認証されます。

重要：Trophy Dental ソフトウェアはサードパーティが提供するデンタルインプラント製品を表現す
るデータまたはコンテンツを含むことがあります。そのようなデータまたはコンテンツを表現する製
品はすべての国における規制の承認がない場合があります
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1 このガイドについて

Trophy 3D Imaging ユーザーガイドは Trophy 3D Imaging のソフトウェアアプリケーションで使

用可能なすべての機能を説明します。Trophy 3D Imaging ユーザーガイドはアプリケーションの

インストール言語と同じ言語で表示されます。

F1 を押すか、またはシステムのアイコンバーの  をクリックして、Trophy 3D Imaging のユー

ザーガイドをいつでも起動できます。

このガイドで使用されている表記規則

次の特別なメッセージは、情報を強調するか、人または機器への潜在的なリスクを示します：

警告：安全に関する指示に従うことにより、ご自身や他の方が怪我をしないよう
警告します。

注意： 重大な損傷を引き起こす可能性のある状態に対し注意を喚起します。

重要： 問題を引き起こす可能性のある状態に対し注意を喚起します。

注記： 重大な情報を強調します。

ヒント： その他の情報およびヒントを提供します。
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マークおよびラベルのシンボル

 製造年月日

 
製造元の住所

医療装置 

欧州の正式な代表者の名前と登録された事業所の住所

英国の責任者の名前と登録事業所の住所
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安全情報

臨床的利点とパフォーマンス特性

Trophy Imaging は、Carestream Dental のデジタルイメージング機器を使用してデジタル X 線画像を

取得する際の画像診断をサポートすることで、医療従事者にメリットをもたらします。Trophy

Imaging の基本性能は、デジタル画像の表示、調整、測定、印刷、エクスポートなどの画像処理機

能にあります。

警告：

• このソフトウェアは、3D X 線画像の読影に適応する訓練および技術を有す

る、歯科医、耳鼻咽喉科医、放射線科医およびその他の医療専門家のみが

使用します。3D Imaging のトレーニングを受けている場合、彼らのアシ

スタントもソフトウェアを使用することができます。訓練を受けた歯科専

門家でない場合、このソフトウェアを使用しないでください。

• ソフトウェアが作成した描画および測定は、ご自分の責任のもとで行って

ください。X 線画像は 3D オブジェクトの 2D 画像であるため、測定値が間

違っている場合があります。測定は情報を提供するのみであり患者の正確

な位置決めを必要とする操作はお客様ご自身の責任です

• 放射線画像がシステム仕様に適合していないディスプレイまたはモニター

に表示される場合、診断用途に意図されたものではありません。詳細は、 
Trophy 3D Imaging システム要件をチェックします。

• このソフトウェアはデバイスの画像取得設定を管理できません。キャリブ

レーションが行われたデータを提供するのは、画像取得ドライバーの役割

です。

• 3D レンダリングは診断用に使用してはなりません。MPR に使用する 1 つ
以上の二次元スライスを使用して確認を行う必要があります。

• 2D 画像のエッジの画像処理は診断目的に使用してはなりません。フィルタ

を適用せずに二次元スライス（MPR）を使って確認を行う必要があります。

• エクスポートされた 3D ボリュームはサブサンプリングされ、これは診断

エラーにつながる可能性があります。サブサンプリングされたデータを使

用することを決定するのはお客様自身の責任です。

• ビュー画面の画像に  ラベルが表示される場合は、画像が

3D Imaging よって読み込まれ中であることを示します。この画像のプレ

ビューを診断のサポートに使用することはできません。

重要：このガイドには、すべての既知の残留リスク、禁忌、または望
ましくない副作用が記載されています。機器に関連して重大なインシ
デントが発生した場合、お客様はそれを Carestream Dental および貴
国の所轄官庁に報告しなければなりません。
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2 概要

Trophy 3D Imaging は 3D 機能を持った Carestream Dental システム機器とともに使用するソ

フトウェアシステムです。

対象のユーザーは、そのプロファイルにより 3D ビューアの機能にアクセスできる歯顎顔面ヘル

スケア専門家、耳鼻咽喉科医または放射線科医です。

Trophy 3D Imaging の機能

Trophy 3D Imaging は有資格の専門家が下記を行えます：

• 2D または 3D ビューでボリュームを視覚化する。

• 表示およびプリントのためのスライスのシリーズを作成する。

• カーブトレースを描画して、再構成されたパノラマビューおよび側頭骨ビューを作成する。

• カスタム直交スライス平面を描画し、顎関節 およびイヤー部位にフォーカスする。

• 神経管をトレースする。

• インプラントプランニングのために仮想インプラントを配置する。 

お使いにあたって

Trophy 3D Imaging ソフトウェアの使用を開始するには、以下のステップに従います：

1 3D ボリュームを 3D 画像取得装置から画像取得するか、あるいはボリュームを
Trophy Imaging ソフトウェアから開きます。

2 基本設定を構成します。｢ Trophy 3D Imaging の基本設定を設定する｣を参照してください。

3 ソフトウェアの基本機能に精通します。

注記：いくつかの機能は特定のソフトウェアバージョン（DENTAL または ENT）で
のみ使用可能です。

注記：Trophy 3D Imaging はタッチスクリーンまたはタッチパッドの使用をサポー
トするよう設計されていません。
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ソフトウェアを理解する

画面の各部

Trophy 3D Imaging インターフェイスは以下のパーツで構成されます： 
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A 患者名

B

メインツールバーアイコン

更新アイコンをクリックしてインプラントライブラリに更新をインストールし

ます。更新が使用可能な場合、青色のドットがこのアイコンに表示されます。詳

細は、｢インプラントライブラリを更新する｣を参照してください。

アイコンの隣の矢印をクリックしてインプラントライブラリアイコンをトグルし

ます。

インプラントライブラリアイコンをクリックしてインプラントライブラリを表

示し、そこに使用できるインプラントを表示してご自身のインプラントを作成

できます。｢インプラントライブラリを使用する｣を参照してください。

アイコンの隣の矢印をクリックして更新アイコンをトグルします。

患者情報アイコンをクリックして検査情報を含む 患者情報ウィンドウを表示し

ます。｢患者情報ウィンドウを使用する｣を参照してください。

バージョン情報ボックス アイコンをクリックしてアプリケーションおよび登録

情報を表示します。このウィンドウからライセンシングソフトウェアにもアク

セスできます。

基本設定 アイコンをクリックしてアプリケーション設定を行います。｢ Trophy
3D Imaging の基本設定を設定する｣を参照してください。

ヘルプアイコンをクリックしてアプリケーションのユーザーガイドを開きます。 

C
ビュー画面

ワークスペースタブのそれぞれに複数のビュー画面があります。上の例は 3 つの 2D 任
意断面表示（MPR）ビュー画面および 3D ビュー画面が表示されています。 



8

キーボードのショートカット

2D MPR ビュー画面ショートカット

インプラントのショートカット 

D

ワークスペースタブ 

以下のワークスペースタブはビュー画面へのアクセスを提供します：

• 直交スライス 
• カーブスライス 
• カスタムスライス 
• 斜めスライス 
• レビュー 

E

ツールボックス 

ツールボックスは以下のペインを提供します： 

• 調整

• ツール

• エクスポート

｢ツールボックスを使用する｣を参照してください。

F
ギャラリー

スクリーンショット、スナップショット画像および横断面スライスシリーズのサムネイ

ル画像を表示します。 

ショートカット アクション

Ctrl + A 2D MPR ビュー ( ズームまたはスライス ) でホイールアクションを変更します 

Ctrl + W 2D MPR ビュー( 明るさ / コントラストまたはなし ) でマウスの左ボタンアクショ
ンを変更します

キーパッド番号 アクション 
8 インプラントの長さを延長します。

2 インプラントの長さを減少させますす。

6 インプラントの直径を増加します。

4 インプラントオブジェクトの直径を減少させます。

注記：ショートカットはキーボードのキーパッドの数字にのみ機能します。
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患者情報ウィンドウを使用する

Trophy 3D Imaging 患者情報ウィンドウを表示するには、メインツールバーアイコンで  をク

リックします。

患者情報ウィンドウには患者、医師および画像取得情報が表示されます。表示される情報は診療

管理システムに依存します。
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3 インターフェイスを使用する

ワークスペースタブを使用する

Trophy 3D Imaging には以下のワークスペースタブがあり、画像を表示し、処理し、 インプラン

トプランニングおよびレポートを作成する広い範囲の機能を提供します。

ビュー画面の詳細については、｢ワークスペースタブでビュー画面で操作する｣を参照してくださ

い。

直交スライスタブを使用する

直交スライス ワークスペースタブには 3D ビュー画面および 3 つの 2D MPRスライスビューが含

まれます。このワークスペースタブは 3D ボリュームを検査する際の古典的な放射線科医のメ

ソッドです。

タブ 説明

直交スライス
このワークスペースタブは 3D ビュー画面および 3 つの 2D 任意断面表
示 (MPR) ビュー画面を提供します。これは放射線科医が 3D ボリューム
を調査する際の古典的なメソッドです。

カーブスライス

インストール ( 歯科医、 ENT または Imaging Center) したソフトウェア
モードに応じて、このワークスペースタブによって顎歯列弓および側頭
骨をトレースしてトレースおよび横断面の表示を可能にします。｢カー
ブスライスタブを使用する｣ を参照してください。

カーブスライス ワークスペースタブは補綴主導型インプラント プラン
ニングワークフローの一部分として使用でき、3D デジタル印象と
CBCT スキャンビューをマッチさせ、クラウンおよびインプラントを
インポートすることができます。 ｢補綴主導型インプラント プランニン
グワークフロー｣。を参照してください

カスタムスライス
カスタム顎関節またはイヤー平面をトレースできます。｢カスタムスラ
イスタブを使用する｣ を参照してください。

斜めスライス
スライス平面を任意の角度で表示することができます。｢斜めスライス
タブを使用する｣ を参照してください。

レビュー

レビューワークスペースタブで、  Film Composer を使用してプリント
する前に ギャラリー横断面ツールで生成した画像とスライスをレ
ビューできます。｢レビュータブを使用する｣ を参照してください。

警告：3D ビューは診断用に使用してはなりません。MPR に使用する 1 つ以上の二
次元スライスを使用して確認を行う必要があります。
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直交スライスワークスペースタブには以下のビュー画面が含まれます：

• 2D MPR ビュー画面：

•  軸状スライスビュー画面これは、水平スライスを表示します (A)。

•  冠状スライスビュー画面これは、正面から後部の垂直スライスを表示します (B)。

•  矢状スライスビュー画面これは、側面から側面の垂直スライスを表示します (D)。

• 3D ビュー画面これは、回転可能な、三次元の 3D ボリュームのビューです (C) 

カーブスライスタブを使用する

カーブスライス ワークスペースタブで、以下のことができます：

• トレースを描きながら、再構成されたパノラマビュー、および可動横断面を動的に作成する。

• 3D モデル（デジタル印象）を患者画像ボリュームにアラインする

• 測定、クラウン、およびインプラントなどの垂直オブジェクトを追加する。

• ギャラリーに対して、2D および 3D ビューを作成する。

• Film Composer によってインプラントレポートを生成する。 

• 自動または手動で軸状スライス平面に沿って顎歯列弓または側頭骨をトレースする。

注記：｢テンプレート設定｣の 3D ビュー画面 のデフォルト位置を設定
できます。
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カーブスライスタブにおける補綴主導型インプラントプランニング

Trophy 3D Imagingは補綴主導型インプラントプランニング をサポートします(PDIP)。 ｢補綴主導

型インプラント プランニングワークフローを使用する｣を参照してください。

カーブスライス ワークスペースタブで、以下のタスクを PDIPプロセスの部分として実行できま

す：

• ｢歯列弓に沿ってトレースを描く｣

• ｢モデルをボリュームにアラインする｣

• ｢クラウンを配置する｣

• ｢インプラントを配置する｣

• ｢インプラントプランニングレポートを生成する｣

カーブスライスタブのビュー画面

カーブスライスツールには以下のビュー画面が含まれます：

• 2D MPR ビュー画面： 

• 軸状スライスビュー画面これは、垂直に画像を移動しながら水平平面を表示します。

• トレースビュー画面、または 再構成したパノラマビュー画面、軸状スライスビュー

画面で描画されながら、動的に歯列弓を表示します。

• 斜め前頭ビュー画面これは、軸状スライスビュー画面でトレースを描画開始する

ときに現れ、軸状スライスビュー画面で描画されたトレースによって 90 度ビューを

表示します。

• 3D ビュー画面これは、回転可能な、三次元の 3D ボリュームのビューです。
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ビュー画面 説明

A

軸状スライスビュー画面 
このビュー画面は水平スライスを表示します。こ
のビュー画面は、デフォルトではトレースが存在
しない場合でも表示されます。

トレースを描く前に、 軸状スライスビュー画面の
下部にあるスライダーを使用して軸状スライス平
面を移動します。

イメージングソフトウェアはリアルタイムで対応
するトレースビュー画面および 斜め前頭ビュー画
面を表示します。

このビュー画面を顎歯列弓または側頭骨のトレー
スに使用できますが、これはインストールしたソ
フトウェアモードに依存します。

B

トレースビュー画面 
また、 再構成したパノラマビュー画面として知ら
れ、このビュー画面を顎歯列弓または側頭骨のト
レースに使用できますが、これはインストールし
たソフトウェアモードに依存します。

この画面は 軸状スライスビュー画面にトレースを
描き始めると表示されます。

トレースが表示されると、スライス平面のハンドル

 を使用して軸状スライス平面を調整します。

注記：｢テンプレート設定｣の 3D ビュー画面 のデフォルト位置を設定
できます。



Trophy 3D Imaging ユーザーガイド (SMA22TP_ja) - Ed07 15

C

斜め前頭ビュー画面 

このビュー画画面は、軸状スライスビュー画面で
トレースを描画開始するときに動的に表示され、
軸状スライスビュー画面で描かれたトレースに
よって 90 度ビューを表示します。

斜め前頭ビュー画面の青色のハンドル  を使用
して、軸状スライスビュー画面で表示される軸ス
ライス平面の位置を微調整することができます

（横断面ビュー画面とも呼ばれます）。

D

3D ビュー画面

この画面はボリュームの 3D 表現が示されます。

注記：｢カラー設定｣のワークスペースタブに表示されるビューインジケータタグの
カラーを設定することができます。ユーザーガイドに表示されるカラーは、コン
ピュータモニターに表示されるカラーとは異なる場合があります。
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斜めスライスタブを使用する

斜めスライス ワークスペースタブは、直交スライス ワークスペースタブと同じ 2D MPR ビュー

を提供しますが、スライス平面を任意の角度に傾けて解剖学的平面（歯根、骨稜線またはインプ

ラント）に合わせ、純粋な直交角度にリセットすることもできます。

このタブで、トリミングツールを使用して 3D ビューをトリミングすることもできます。｢斜めス

ライスタブのトリミングツールを使用する｣を参照してください。

斜めスライスワークスペースタブには以下のビュー画面が含まれます：

• 2D MPR ビュー画面：

•  軸状スライスビュー画面これは、水平スライスを表示します。

•  冠状スライスビュー画面これは、正面から後部の垂直スライスを表示します。

•  矢状スライスビュー画面これは、側面から側面の垂直スライスを表示します。

• 3D ビュー画面これは、回転可能な、三次元の 3D ボリュームのビュー (C) です 

斜めスライスタブのスライス平面を傾斜する

注記：スライス平面は正確に直交するようにリセットできます。

注記：｢カラー設定｣のワークスペースタブに表示されるビューインジケータタグの
カラーを設定することができます。ユーザーガイドに表示されるカラーは、コン
ピュータモニターに表示されるカラーとは異なる場合があります。

注記：｢テンプレート設定｣の 3D ビュー画面 のデフォルト位置を設定
できます。

注記：また、カーブスライスワークスペースタブの斜め冠状スライス平面でスライ
ス平面を移動して傾けることもできます。｢斜めスライスタブの斜め冠状スライス平
面を移動および傾斜する｣を参照してください。
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円形のハンドル (A) を使用して、斜めスライスワークスペースタブでスライス平面の角度を傾斜

させることができます。

スライス平面、以下のステップに従います：を傾斜するには

1 2D MPR ビュー画面で、スライス平面にある円形の傾斜ハンドル (A) をクリックします。

マウスポインターが  に変化します。

2 円形のハンドルをドラッグします。 

選択した平面は、マウスポインターの動きに応じて次のように傾斜します：

この例では、矢状スライスビュー画面 (B) で、冠状平面が傾斜するとき、 3D ビュー画面 (C) でも

傾斜します。

このワークスペースタブで 2D  MPR ビュー画面で以下のアクションを行えます：

• スライス平面をリセットします。｢スライス平面をリセットする｣を参照してください。

• 3D ビュー画面で、3D ビューをカスタマイズするには、2D ビューで画像をトリミングし

ます。｢斜めスライスタブのトリミングツールを使用する｣を参照してください。
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カスタムスライスタブを使用する

カスタムスライスワークスペースタブでは、特定の診断領域、具体的には 顎関節 ( 顎関節 ) また

はイヤーを調べることができます。このワークスペースタブに表示されるビュー画面は、使用す

る画像取得の種類によって異なります。ボリュームの片側のみの画像取得をする場合、その側に

関連するビュー画面のみが表示されます。

デフォルトで、 TMJ/ イヤービュー画面 , TMJ/イヤー横断面ビュー画面および 3D ビュー画面が表

示されます。FOV が十分に大きければ、これらのビュー画面の 2 番目のセットはヘッドの反対側

に表示されます。

カスタムスライスワークスペースタブは、このために 4 つまたは 7 つのビュー画面を表示するこ

とができます。以下の例は、7 つすべてのビュー画面を示します。
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カスタムスライスワークスペースタブには以下のビュー画面が表示されます。

A 軸状スライスビュー画

面

このビュー画面には、ボリュームの水平スライスが表示されます。 
このビュー画面で、ボリュームの一方の側で診断領域に重ねて 顎関節 / イ
ヤーのトレースを描くことができます。取得したボリュームの大きさが十
分な場合、ソフトウェアはボリュームの反対側にミラー画像トレースを自
動的に描画します。 
このビュー画面 (B、 C) のハンドル内のカラーは、対応する横断面ビュー
画面のトレースと一致します。

これらのトレース描画が終わると、 TMJ/イヤービュー画面 および TMJ/イ
ヤー横断面ビュー画面が現れ、トレースの位置にボリューム域内のスライ
スビューを表示します。3D ビュー画面はトリミングされた顎関節かまた
はイヤー画像を表示します。

D
左 TMJ/ イヤービュー

画面

このビュー画面は 軸状スライスビュー画面にトレースを描くと表示され
ます。軸状スライスビュー画面に、トレースがカラーのラインとして表示
されます。

このスライス平面を移動するには、  を左 TMJ/イヤー横断面ビュー画面
でクリックアンドドラッグします。

E 左 TMJ/ イヤー横断面

ビュー画面

このビュー画面は 軸状スライスビュー画面にトレースを描くと表示され
ます。軸状スライスに描かれた右顎関節 / イヤーのトレースに対して 90
度にビューが表示されます。 
軸状スライスビュー画面に、トレースがカラーのラインとして表示されます。

このスライス平面を移動するには、  を左 TMJ/ イヤービュー画面でク
リックアンドドラッグします。

F 左 3D ビュー画面 (E)。

なんらかのトレースが描画される前に、このビュー画面および 右 3D
ビュー画面 (E) は全ボリュームと同一のビューを表示します。 
軸状スライスビュー画面 (A) にトレースを描く場合、 3D ビュー画面は 顎
関節 / イヤー横断面および 顎関節 / イヤー横断面トレースによって定義さ
れた領域に 3D ビューを表示します。

G 右 3D ビュー画面 (F)。

なんらかのトレースが描画される前に、このビュー画面および 左 3D
ビュー画面 (D) は全ボリュームと同一のビューを表示します。 
軸状スライスビュー画面 (A) にトレースを描く場合、 3D ビュー画面は 顎
関節 / イヤーおよび 顎関節 / イヤー横断面トレースによって定義された領
域に 3D ビューを表示します。

H 右 TMJ/ イヤー横断面

ビュー画面

このビュー画面は 軸状スライスビュー画面にトレースを描くと表示され
ます。軸状スライスに描かれた左顎関節 / イヤーのトレースに対して 90
度にビューが表示されます。

軸状スライスビュー画面に、トレースがカラーのラインとして表示されます。

このスライス平面を移動するには、  を右 TMJ/ イヤービュー画面でク
リックアンドドラッグします。

I 右 TMJ/ イヤービュー

画面

このビュー画面は 軸状スライスビュー画面にトレースを描くと表示され
ます。軸状スライスビュー画面に、トレースがカラーのラインとして表示
されます。

このスライス平面を移動するには、  を右 TMJ/ イヤー横断面ビュー画面
でクリックアンドドラッグします。

注記：

• ｢カラー設定｣のワークスペースタブに表示されるビューインジケータタグのカラー
を設定することができます。ユーザーガイドに表示されるカラーは、コンピュータモ
ニターに表示されるカラーとは異なる場合があります。

• 左 / 右表示の方法は｢ビュー方向設定｣に依存します。
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レビュータブを使用する

レビュー ワークスペースタブでは、TIFF、JPG、PNG、および DICOM のスナップショットとス

ライスを、Film Composer を使用して、それれをプリントする前に 横断面ツールに作成したも

のを確認できます。 

オブジェクトを画像に追加することもできます。画像にオブジェクトを描画する場合、オブジェ
クトの動作はビューにより異なります：

• 直交スライス ワークスペースタブの 2D MPR ビュー画面では、オブジェクトは画像の上に浮動

するため、スライスシリーズをスライドさせる際にもオブジェクトは常に表示されています。

• スライス画像の レビューワークスペースタブで、オブジェクトは特定のスライスに取り

付けられ、スライスシリーズをスライドさせる場合に、さまざまなスライスが表示される
ため、オブジェクトは表示されません。

レビューワークスペースタブのビューは、表示される画像の種類によって異なります。次の例では、カー

ブスライスワークスペースタブで、横断面ツールを使用して、 スライスシリーズを生成しています。

注記：横断面ツールを使用して作成されたスライスシリーズのみがロケーター画像
とともに表示されます。分割ビューの DICOM スナップショットを作成してスライス
シリーズを作成する場合、レビュー ワークスペースタブで表示される結果のスライ
スシリーズにはロケーター画像がありません。

警告：X 線画像は 3D オブジェクトの 2D 画像であるため、測定値が間違っている
場合があります。すべての描画と測定はあなたの責任です。 
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レビューワークスペースタブが選択されると、注釈ツールが ツールペインに表示されます。 ｢画像

に注釈（ポインター）を追加する｣を参照してください。

レビューワークスペースタブを使用するには、以下の内の １ つを行います：

• 横断面ツールを使用してスライス画像のシリーズを生成します。｢横断面を作成する｣を

参照してください。

• ワークスペースタブ上で各ビューを作成します。 

スライス画像のシリーズを作成する場合は分割ビューを作成します。ビューのスナップ

ショットを ギャラリーに保存して、 ギャラリーサムネイルをダブルクリックして レ
ビューワークスペースタブのスライスシリーズを開くこともできます。

レビューワークスペースタブで画像をレビューし終わったらツールボックスのエクスポートペイ

ンの  をクリックし、 Film Composer を使用して画像をプリントします。

あらかじめ定義されたキャプションを使用すると、 レビューワークスペースタブでキャプション

付きアノテーションをすばやく作成できます。｢注釈設定｣を参照してください。

A ス ラ イ ス シ リ ー ズ
ビュー画面

シリーズ内のすべてのスライスを 1 つまたは複数のカラムで表示します。
表示されるカラム数を設定できます。｢レビュータブでスライスシリーズ
ビュー画面を使用する｣を参照してください。 
スライスシリーズは ギャラリーから、スライスシリーズのサムネイルをダ
ブルクリックしてアクセスできます。ギャラリーのスライスシリーズのサ
ムネイルは アイコン (E) によって識別されます。

B
C

スライスシリーズロ
ケータ画像 ( 横断面
ツールスライスシリー
ズのみ )

これら 2 つの画像は、ボリューム内でのスライスシリーズの場所と番号を
表示するロケーターを持っています。 
これらの画像はギャラリー内のサムネイルとしても表示されます。 
ギャラリー内で 1 つのスライスシリーズを選択すると、それに付属する 2
つのスライスロケーターサムネイルは  アイコンによって識別されま
す (D)。

注記：

• ギャラリーにすでに複数の項目がある場合は、 ギャラリーサムネイル（スライスシ
リーズまたはロケータ画像）をダブルクリックして、 レビューワークスペースタブに
画像を表示します。

• 描画操作をキャンセルするには、ESC キー押します。
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レビュータブでスライスシリーズビュー画面を使用する

レビューワークスペースタブで、スライスシリーズビュー画面にはカラムに番号付きスライス画

像が表示されます。

以下の例で、 スライスシリーズビュー画面は 3 つのカラムに分割されます。

各カラムには別々のフレームでスライス画像が表示されます。

A カラムの設定 

をクリックして表示されるカラム数を変更します。このアイコンの
隣に表示される数は、表示されるカラムの現在の数を表示します。 
注記：  
• 使用するカラムが少ないほど、スライス画像に使用できる拡大率が大き

くなります。 
• 表示されるカラム数のデフォルトは｢テンプレート設定｣で設定できま

す。

B ズームレベル
ズームレベルを変更するには、 ｢パンとズームを使用する｣。を参照してく
ださい
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C スライス番号
これはシリーズ内のスライス番号です（この場合、10 スライスのシリーズ
内でのスライス #5）。 

D スライスシリーズロ
ケーター

スライスシリーズをボリューム内のどこで取得したかを識別するオー
バーレイ。

各スライスはシリーズ内で番号付けられているため、上の番号 (D) とスラ
イスシリーズ ロケーター（D）に注目することで、特定のスライス画像が
ボリューム内のいずれから取り出されているかを定めることができます。

注記： 横断面ツールを使用して作成されたスライスシリーズのみがロケー
ター画像とともに表示されます。分割ビューの DICOM スナップショット
を作成してスライスシリーズを作成する場合、結果のスライスシリーズは
ロケーター画像とともに レビューワークスペースタブに表示されません。
｢横断面を作成する｣を参照してください。

E 方向インジケータ

これら文字によって 3D ボリューム内での画像の方向を識別します。

注記： 方向の規則 / インジケータは、表示している画像やタブの種類によっ
て異なります。
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ツールボックスを使用する

ツールボックスペインはタブの横に表示され、表示パラメータを調整し、タスクを実行し、結果

をエクスポートするための 3 つのペインで構成されています：

• 調整ペイン

• ツールペイン

• エクスポートペイン

調整ペイン

ツールボックスの調整ペインには、さまざまな表示調整ツールが含まれ

ています。使用可能なツールはいずれのワークスペースタブを選択した

かおよび構成したアプリケーション設定に依存します。 

調整ペインには、使用するワークスペースタブに応じて、以下のツールが含まれています：

ツール

 MPR 調整

MPR 調整ツール、 すべてのワークスペースタブで使用可能で、以下が
可能です： 
• MPRスライダーを使用して 2D MPRビューの外見をコントロール

します。

• MPR ウィンドウ化プリセットから構成または選択します。

 3D 調整 

Trophy 3D Imaging は、さまざまな組織タイプが 3D ビュー画面内で
どのように表示されるかを定義するさまざまなカラーパレットのラ
イブラリを提供します。 
定義済みパレットを選択するか、または必要に応じてカラースライ
ダーを有効にして 3D ビュー画面の外見を微調整することができます。 
このツールは 直交スライス、 カーブスライス、 カスタムスライス、お
よび 斜めスライス ワークスペースタブで使用できます。

注記：

• ペインの内容は、選択したタブによって異なります。詳細については、｢ワークスペー
スタブを使用する｣。を参照してください

• ｢アプリケーション設定｣で、デフォルトで開くワークスペースタブを指定できます。
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調整ペインツールを展開する

調整ペインのアイコンをクリックすると、そのアイコンで使用できる機能を展開します。その場

合、使用可能な調整機能のすべてにアクセスするために、スクロールする必要が生じる場合があ

ります。 

すべての調整ツールの機能を展開するために、展開アイコン (A) をクリックします：

マウスの設定

マウス設定ツール、 すべてのワークスペースタブで使用可能で、以

下が可能です： 

• スライド、ズームおよび MPR オプションを調整して 2D MPR
ビュー画面でのマウスホイール機能をコントロールします。

• ビュー画面の同期設定を調整します。 

基本診断領域ツール

診断領域の基本ツールを使用すると、顎歯列弓、側頭骨、TMJ または
イヤーのスライスをトレースするときに、診断領域の上限と下限を設
定できます。

このツールは カーブスライスおよび カスタムスライス ワークスペー
スタブにあります。｢基本診断領域ツールを使用する｣を参照してくだ
さい。

MAR/FDK の調整

MAR/FDK 調整ツール は画像の MAR(メタルアーチファクト削減 )再
構成と FDK(Feldkamp, Davis, and Kress) 再構成間でトグルし、調整
ツールを使用してトグルしないで、制限された診断領域内のすべての
情報を表示できます。

ツール

注記：簡単モードでは、 いくつかのツールは使用できません。ソフトウェアの
Imaging Center バージョンをインストールしている場合、 簡単と 高度な設定モード
間で切り替えるオプションが使用できません。それは Imaging Center バージョンは
高度な設定モードと同じく、すべてのツールへのアクセスが可能であるからです。

注記： 、 、 および ボタンを同時にアクティブにし、設定を確認す
るには展開アイコン (A) をクリックします。

4 つのボタンをすべて非アクティブにして設定を非表示にするには、  をクリック
します。 
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目的のアイコンが見つからないかまたはアクセスできない場合、現在のソフトウェア構成または

選択済みタブでは使用できないか、またはアイコングループの内側に隠されている可能性があり

ます ( ｢アイコングループを使用する｣を参照 )。 

この例では MPR 調整およびマウス設定がアク

ティブになっています（青色のアイコン）。

調整ペインが展開されて垂直スクロールバー

(A) が表示されます。
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調整ペイン機能の概要

• MPR 調整

• 3D 調整

アイコンの説明

ウィンドウ化プリセット

｢ MPR ウィンドウ化プリセットを適用する｣を参照してください。

輝度、コントラスト、およびフィルタの強化のためのスライダー。

｢ 2D MPR スライダーを使用してビュー画面の明るさとコントラストを変更する｣を参
照してください。

リセット

MPR 調整 スライダーを選択されたプリセットにリセットします。

アイコンの説明

グラジエントしきい値

散乱放射に起因する金属または骨の周りのアーチファクトを削減することで 3D
ビューをきれいに表示します。

不透過度

3D ビューの全体的な不透渦度を調整します。

カラーパレットセレクタ

さまざまな組織タイプを表示するために 3D ビューで使用するカラーはプリセットカ
ラーパレットで管理できます。｢ 3D カラーパレットを使用する｣を参照してください。

組織限界パレットコントロール

3D ビュー画面でボクセル強度に関する組織限界を調整できるバーをアクティブにしま
す。｢ 3D カラースライダーを使用する｣を参照してください。

リセット

すべての 3D 調整スライダーをデフォルト値にリセットします。
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• マウスの設定  

• 基本診断領域ツール 

このツールを使用して、顎歯カラム、側頭骨、顎関節またはイヤースライスの上限と下限

を調整することができます。このツールは カーブスライスおよび カスタムスライス ワー

クスペースタブにあります。

• MAR/FDK の調整 

MAR データ再構成および FDK データを含む画像を表示する古典的な方法は 3D ビュー

ア内部でその間をトグルすることでした。MAR 調整ツールを使用してトグルしないで制

限された診断領域内のすべての情報を表示することもできます。｢ MAR/FDK 調整ツール

を使用する｣を参照してください。

アイコンの説明

マウスホイール

スライドおよびズームオプションを使用して 2D MPR ビュー画面でのマウスホイール
機能をコントロールできます。

｢直交スライスタブでのスクロール（「スライディング」）により 2D MPR 平面を移動す
る｣を参照してください。

マウスホイールのリセット

• スライドで、2D MPR スライス平面をデフォルトの位置にリセットし、 斜めスライス
タブでトリミングボックスをリセットします。｢斜めスライスタブのトリミングツー
ルを使用する｣を参照してください。

• ズームするために、デフォルトのズームをすべての 2DMPR ビュー画面に対してリ
セットします。

• MPR のために、すべての 2D MPR ビューをデフォルトの明るさおよびコントラスト
値にリセットします。

左ボタン

以下の設定で 2D MPR ビュー画面で左マウスボタンがどのように機能するかがコント
ロールされます。

• MPR をクリックして 2D MPR ビュー画面の明るさおよびコントラストを調整します：
• MPR ビューで上下にクリックアンドドラッグしてコントラストを調整します。
• MPR ビューで左 / 右クリックアンドドラッグして明るさを調整します。

• なしをクリックしてこの機能を非アクティブにします。

同期の無効化 ( カスタムスライスタブのみ )
クリックして前後方向および側方ビュー画面のズーム同期を非アクティブにします。

4 つのビューの同期化 ( カスタムスライスタブのみ )
クリックして前後方向および側方ビュー画面のズーム同期をアクティブにします。

2 つのビューの同期化（サイド） ( カスタムスライスタブのみ )
クリックしてサイドによるビュー画面ペアーのズーム同期をアクティブにします。

2 つのビューの同期化（タイプ） ( カスタムスライスタブのみ )
クリックしてタイプによるビュー画面ペアーのズーム同期をアクティブにします。
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パンとズームを使用する

ズームを使用して画像を拡大したり、拡大したときにパンして拡大した画像のさまざまな部分を

表示することができます。

ズーム機能を使用するには、以下のステップに従います：

1 ツールボックスの調整ペインで、 をクリックします。

2 マウスホイール設定で、ズームをクリックします。

3 ビュー画面内をクリックしてマウスホイールをスクロールします。 

画像はマウスホイールをスクロールするに従って拡大します。

4 パンするには、ビューの画面を右クリックして、ビュー画面の画像のさまざまな部分にドラッ
グします。

スライス平面をリセットする

スライス平面を直交する角度にリセットするには、以下のステップに従います：

1 ツールボックスの 調整ペインで をクリックしてマウス設定をアクティブにします。

2 スライドの隣の をクリックします。 

傾斜した 2D MPR ペイン平面は直交する角度にリセットされます。

2D MPR スライダーを使用してビュー画面の明るさとコントラストを変更する

MPR スライダー設定にアクセスするには、ツールボックスの調整ペインの をクリックし

て、スライダーとウィンドウ化プリセットを表示します。

以下の MPR スライダーを使用して 2D MPR ビューの外見をコントロールします。

明るさ

このスライダーを使用してすべての 2D MPRビューの明るさを調整します。

コントラスト

このスライダーを使用してすべての 2D MPR ビューのコントラストを調整
します。

画像処理フィルタ

スライダーを使用してすべての 2D MPR ビューに適用される画像処理のレ
ベルを調整します。注記： 画像処理フィルタは 2D MPR ビューのエッジを
鮮明にしますが、画像を粒状にすることもできます。
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ウィンドウ化プリセットは、画像の特定の様相を画像処理するプリセットスライダー設定を提供

します。次の 2D MPR ウィンドウ化プリセットから選択できます。 

カスタマイズされた 2D MPR ウィンドウ化プリセットを作成し、お気に入りとしてマークして、

使用可能なプリセットのドロップダウンリストに表示することもできます。 

 をクリックしてスライダーを元の MPR プリセット値にリセットします。

2D MPR ウィンドウ化プリセットを作成する

2D MPR ウィンドウ化ウリセット、以下のステップに従います：を作成するには

1 ツールボックスの調整ペインで、  をクリックします。 

ツールボックスに MPR 設定が表示されます。テキストには、現在アクティブなプリセットの

名前が表示されます。

2  アイコンの横にある、  または現在のプリセット名をクリックし、ドロップダウンリスト

から別のプリセットを選択します。 

3  をクリックします。 

ウィンドウ化プリセットライブラリウィンドウが表示されます。

4 ウィンドウ化プリセットライブラリウィンドウで、現在のウィンドウ化プリセットを保存す
るボタンをクリックします。 

ファイルからのプ
リセット

元の画像ファイル初期の設定を表示します。これはデフォルト
のプリセットです。

サイナス（標準） サイナス領域の最適化されたビューを表示します。

サイナス（コントラ
スト）

高いコントラストのレリーフでサイナス領域を表示します。

側頭骨 側頭骨の最適化されたビューを表示します。

注記：2D MPR スライダー設定を分析のパーツとして保存することもできます。｢患者分
析を使用する｣を参照してください。 
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選択されたプリセットオプションが表示されます。

5 必要に応じて MPR スライダーを調整します。 

6 新しいプリセットの名前を の隣のテキストボックスに入力します。 

7 プリセットをお気に入りプリセットのリストに追加するには、お気に入りをクリックします。

8 デフォルトで 2D MPR ビューにプリセットを適用するには、デフォルトをクリックします。

9 OK をクリックしてプリセットを保存します。

MPR ウィンドウ化プリセットを適用する 

MPR ウィンドウ化プリセットを選択するには、以下のステップに従います：

1 ツールボックスの 調整ペインで  をクリックしてMPR 調整設定をアクティブにします。 

ツールボックスにMPR設定が表示されます。  アイコンの隣のテキストが現在アクティブに

なっているプリセットの名前を表示します。

2 プリセットを変更するには、アイコンの横にある、 または現在のプリセット名をクリック
し、ドロップダウンリストから別のプリセットを選択します。

選択されたプリセットの設定がすべての 2D MPR ビューに適用されます。

注記：プリセットを保存する前に、このウィンドウで明るさスライダーとコントラス
トスライダーを編集できます。
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2D MPR ウィンドウ化プリセットを編集または削除する

MPRMPR プリセット、以下のステップに従います：を編集または削除するには

1 ツールボックスの調整ペインで、  をクリックします。

ツールボックスに MPR 設定が表示されます。 

2 MPR 設定で、  をクリックします。 

ウィンドウ化プリセットライブラリウィンドウが表示されます。

3 ウィンドウ化プリセットライブラリウィンドウで、次のいずれかを行います： 

•  をクリックしてプリセット設定を編集する。 

•  をクリックしてプリセットを削除する。 

4 OK をクリックします。

2D MPR ウィンドウ化プリセットをお気に入りとして作成する

ウィンドウ化プリセットをお気に入りとして設定すると、MPR 設定のウィンドウ化プリセットド

ロップダウンリストで使用できます。 

お気に入りのリストに含める 2D MPR ウィンドウ化プリセットを選択するには、以下のステップ

に従います：

1 ツールボックスの調整ペインで、  をクリックします。

ツールボックスに MPR 設定が表示されます。

2 MPR 設定で、  をクリックします。

ウィンドウ化プリセットライブラリウィンドウが表示されます。 

お気に入りステータスが以下のように表示されます。

このアイコンを持つすべてのウィンドウ化プリセットは、3D カラーパレットを選択すると
お気に入りリストに表示されます。｢ 3D カラーパレットを使用する｣を参照してください。

このアイコンが付けられたすべてのウィンドウ化プリセットは、お気に入りのリストに表示
されません。

注記：デフォルトのプリセットは編集または削除することができません。
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3 現在お気に入りリストにないウィンドウプ化プリセットは、  をクリックします。 

マウスポインターを遠ざけると、アイコンは  に変化して選択したウィンドウ化プリセッ

トがお気に入りに入ったことを示します。選択解除するには  をクリックします。マウス

ポインターを遠ざけると、アイコンは に変化して選択したウィンドウ化プリセットがお

気に入りにはないことを示します。

4 OK をクリックします。

MAR/FDK 調整ツールを使用する

MAR / FDK 調整ツールを使用すると、FDK と MAR の両方の画像再構成を 3D ビューア 内に表示

することができます。ツールは、画像内の円形の穴を前面でカットするので、後ろの画像を見る

ことができます。調整ツールを正しい位置に移動するには、マウスを使用します。スライダを使

用して円の大きさを調整します。このツールは各スライスワークスペースタブにあります。

以下の軸状 MPR ビューの FDK 画像を考えます、これは金属アーチファクトによるストリークを

示しています： 

注記：デフォルトのウィンドウ化プリセットはお気に入りとして設定され、非選
択にはできません。

ヒント：プリセットを作成するときに、ウィンドウ化設定プリセットをお気に入りとして

設定することもできます。｢ 2D MPR ウィンドウ化プリセットを作成する｣を参照してくだ

さい。
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トグルすると、ストリークが減少した対応する MAR 画像を見ることができます。

MAR 調整ツールをアクティブにすると、マウスポインターが画像の周りを移動できる円と交換さ

れます。円は調整ツールの外エッジを示します。以下の軸状スライスビュー画面は FDK 画像が

MAR 画像の前面にある場合に調整ツールをアクティブにするときに見えるものの例を示してい

ます。MAR 画像は円の内側に表示され、FDK 画像は円の外側に表示されます：

MAR/FDK 調整ツールを使用するには：

1 ツールボックスの調整ペインで、  をクリックします。

2 必要に応じて、MAR と FDK 画像の表示を変更します：

• MAR 画像を FDK 画像の正面に配置するには、MAR をクリックしてください。

• MAR 画像の正面に FDK 画像を配置するには、FDK をクリックしてください。
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3 をクリックすると、調整ツールを有効にします。

マウスを使用して調整ツールを画像の周囲に移動することができます。 

4 調整円の大きさを調整するにはスライダを使用してきださい。 。サ
イズを大きくするには、スライダを右に引きます。サイズを小さくするには、スライダを左
に引きます。

基本診断領域ツールを使用する

この基本診断領域ツールツールでは、再構成されたパノラマ画像に表示された診断領域の上限と

下限を カーブスライス タブに設定できます。｢再構成されたパノラマ画像を作成する｣を参照して

ください。

基本診断領域ツールツール、以下のステップに従います：の上限および下限を設定するには

1 カーブスライス タブで、このセクションに既存のトレースがない場合、歯列弓に沿ってカー
ブトレースを描画します。 

再構築されたパノラマ画像が表示されます。

2 ツールボックスの調整ペインで、 をクリックします。 

診断領域ウィンドウが表示されます。

3 診断領域ウィンドウで白の水平線を使用して診断領域の上限および下限を定義します。

4 OK をクリックします。 

再構成されたパノラマ画像と斜め冠状画像は、基本診断領域ツールツールで設定された限界

までトリミングされます。

注記：いくつかのケースでは、大きな FOV の画像のパスをトレースする場合、Trophy
3D Imaging は画像をトリミングする必要がある場合があります。このようなことが
起こった場合、歯列弓が描かれると診断領域限度を再配置することができます。
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ツールペイン

このツールペインでは、選択したタブとアプリケーション設定に応じて、クリックしてその設定

にアクセスできる以下のツールを表示します。 

ツール タブ使用可非

 選択 すべてのワークスペースタブで使用可能。

 ライン

 マルチライン

 ポリライン

 マルチポリライン

すべてのワークスペースタブで使用可能。

注記： これらのツールはアイコングループに所属します。
｢ツールペイン機能の概要｣を参照してください。

 角度

 複数の角度

すべてのワークスペースタブで使用可能。

注記： これらのツールはアイコングループに所属します。
｢ツールペイン機能の概要｣を参照してください。

 歯列弓

 自動歯列弓

 側頭骨

カーブスライス

注記： これらのツールはアイコングループに所属します。
｢ツールペイン機能の概要｣を参照してください。

 顎関節

 イヤー

カスタムスライス

注記： これらのツールはアイコングループに所属します。
｢ツールペイン機能の概要｣を参照してください。

 気道 直交スライス、斜めスライス

 神経管
直交スライス、カーブスライス、カスタムスライス、斜め
スライス

 モデル カーブスライス

 インプラント カーブスライス

 クラウン カーブスライス
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次のいずれかの理由により、ボタンが表示またはアクセスされないことがあります：

• ソフトウェア構成または選択したタブでは使用できない場合。

• アイコングループ内で非表示の場合。 

 2D 診断領域

 3D 診断領域

直交スライス、カーブスライス、カスタムスライス、斜め
スライス

注記： これらのツールはアイコングループに所属します。
｢ツールペイン機能の概要｣を参照してください。

トリミングボックス 斜めスライス

 矢印 + キャプション

矢印

複数矢印

複数注釈

レビュー

注記： これらのツールはアイコングループに所属します。
｢ツールペイン機能の概要｣を参照してください。

ツール タブ使用可非

注記：簡単モードでは、 いくつかのツールは使用できません。ソフトウェアの
Imaging Center バージョンをインストールしている場合、 簡単と 高度な設定モード
間で切り替えるオプションが使用できません。それは Imaging Center バージョンは
高度な設定モードと同じく、すべてのツールへのアクセスが可能であるからです。
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ツールペイン機能の概要 

以下の表はツールペイン機能の説明を提供します。

 ツール 説明

2D 診断領域
このツールを使用して診断領域形状を 2D MPR 画像に描きます。｢カスタ
ムの診断領域ツール（2D）を使用する｣を参照してください。

3D 診断領域
このツールを使用して 3D ビュー画面に診断領域形状を描きます。｢カス
タムの診断領域ツール（3D）を使用する｣を参照してください。

気道
このツールを使用して、気道のセグメント化されたビューを作成します。 
｢セグメント化した気道を作成する｣を参照してください。

 角度
このツールを使用して角度を描画します。角度の大きさは頂点に沿って表
示されます。｢角度を描く｣を参照してください。

 歯列弓
このツールを使用して、顎歯列弓に沿ってカーブトレースを描き、曲線に
対して垂直で、横断面を持つ再構成されたパノラマ画像を作成します。
｢再構成されたパノラマ画像を作成する｣を参照してください。

矢印
このツールを使用して画像に矢印ポインターを描きます。｢ポインターを
追加する｣を参照してください。

矢印 + 
キャプション

このツールを使用して画像にテキストキャプション付きの矢印ポイン
ターを描画します。｢テキストキャプション付きのポインターを追加する
｣を参照してください。

自動歯列弓

このツールを使用して、顎歯列弓に沿って自動的にカーブトレースを描
き、曲線に対して垂直で、横断面を持つ再構成されたパノラマ画像を作成
します。

注記： この機能は｢ MPR 設定｣で非アクティブにできます。

トリミングボック
ス

このツールを使用して、2D MPR ビューをトリミングします。｢斜めスラ
イスタブのトリミングツールを使用する｣を参照してください。

クラウン
このツールを使用して仮想クラウンを補綴主導型インプラントプランニ
ング ワークフローの部分として配置します。｢クラウンで作業する｣を参
照してください。

イヤー

このツールを使用してイヤーのトレースを描き、各トレースに垂直な側面
ビューを伴うトレースのビューを作成します。ボリュームのタイプに従
い、このツールは右および左の顎関節ビューを左右対称に作成します。
｢イヤービューを作成する｣を参照してください。

インプラント
このツールを使用して仮想インプラントを配置し、インプラントライブラ
リにアクセスします。｢インプラントを配置する｣を参照してください。

 ライン このツールを使用して直線を描きます。｢直線を描く｣を参照してください。

モデル
このツールを使用して 3D モデル（デジタル印象）を Ｘ 線ボリュームに
マッチさせます。｢モデルをボリュームにアラインする｣を参照してくださ
い。

 複数注釈 このツールを使用して画像に複数の矢印ポインターを追加します。｢テキ
ストキャプション付きのポインターを追加する｣を参照してください。

複数矢印
このツールを使用して画像に複数の矢印ポインターを追加します。｢ポイ
ンターを追加する｣を参照してください。

複数の角度
このツールを使用して複数の角度を描きます。｢角度を描く｣を参照してく
ださい。
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ツールペインのオブジェクトリストを使用する

ペイン内の ツールすべてのツールは、トリミングボックスを例外として、リスト (C) を持ち、作

成したオブジェクトを表示します。次の例では、リストは 2 つの既存の測定オブジェクトが示されて

います。

このリストを表示するには、以下の内の 1 つを実行します：

• ツールペインでツールをクリックすると、関連するリストが表示されます。リストを非ア

クティブにするには、ツールを再度クリックします。

• ツールペインで、   (A) をクリックします。 

複数測定
このツールを使用して複数のラインを描きます。｢直線を描く｣を参照して
ください。

マルチポリライン
このツールを使用して複数のポリラインを描きます。｢ポリラインを描く
｣を参照してください。

神経管

このツールを使用して口唇神経管をトレースします。

注記： 直交スライスタブでこのツールを使用するのは技術的に可能です
が、カーブスライスタブを使えば神経を簡単にトレースすることができま
す。｢カーブスライスタブを使用する｣を参照してください。

ポリライン
このツールを使用してマルチポイントライン（ポリライン）を描きます。
｢ポリラインを描く｣を参照してください。

選択
このツールを使用してオブジェクト（ライン、ポリライン、角度、あるい
はトレース）を選択し、編集します。

側頭骨
このツールを使用して、側頭骨に沿ってカーブトレースを描きます。｢側
頭骨ビューを作成する｣を参照してください。

顎関節

このツールを使用して顎関節 ( 顎関節 ) のトレースを描き、各トレースに
垂直な側面ビューを伴うトレースのビューを作成します。ボリュームのタ
イプに従い、このツールは右および左の顎関節ビューを左右対称に作成し
ます。｢ TMJ ビューを作成する｣を参照してください。

ツール 説明
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オブジェクトリストを切り替えるには、リストの横にある矢印 (B) をクリックし、ドロップダウ

ンリストからツールを選択します。選択できるリストは以下です：

• 測定

• インプラント

• 神経管

• モデル

• クラウン

• 気道

• 診断領域

• アーチ / 側頭骨

リストには各リストオブジェクトの設定があります (C)。例えば、測定では以下を行えます。

斜めスライスタブのトリミングツールを使用する

斜めスライス ワークスペースタブ、以下のステップに従います：で 3D ビューをトリミングする

には

1 軸状、冠状、および矢状のスライス平面を調整します。

2 ツールボックスのツールペインで、  をクリックします。 

白いトリミングボックスが 2D MPR ビュー画面に表示されます。

3 ２ D MPR ビュー画面で、白いハンドルル (A) をクリックアンドドラッグします。

他のすべてのビューは画像をトリミングするに従って更新されます。

4 トリミングボックスを非アクティブにするには  をクリックします。

オブジェクトが非表示であることを示します。クリックすると、画像にオブジェクトが表示さ
れます。

オブジェクトが画像に表示されることを示します。クリックすると、画像にオブジェクトが非
表示になります。

クリックしてオブジェクトのカラーを編集します。

クリックしてオブジェクトを削除します。

注記：軸の角度を変更すると、トリミングボックスの角度が調整されます。
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ビュー画面で描画オブジェクトを編集する

このセクションでは、2D 画像上で描画オブジェクトを編集または削除する方法について説明しま

す。オーバーレイには、カーブスライスおよび カスタムスライスワークスペースタブに描画され

るトレースや、再構成されたパノラマ画像に配置されるインプラントも含まれます。

描画オーバーレイを編集または削除するには、以下のステップに従います：

1 ツールボックスのツールペインで、 をクリックします。 

アイコンが青色で表示されて、選択モードがアクティブになっていることを示し、タブ内の

すべての描画オブジェクトがハンドルで表示されます。

2 次のいずれかを実行します：

• ツールペインリストでオプションを適用します。

• オブジェクトを移動するには、オブジェクトの任意の場所をクリックし、新しい位置にド

ラッグして移動します。

• ポイントを移動するには、オブジェクトのハンドルをクリックアンドドラッグします。

軸状スライスビュー画面でトレースを調整するには

このセクションは カーブスライスまたは カスタムスライス タブの軸状スライスビュー画面での

トレースの調整方法を説明します。 

トレースの位置を調整するには、以下のステップに従います：

1 ツールボックスのツールペインで、 をクリックします。

2 軸状スライスビュー画面で、次のいずれかを行います：

• トレース全体を移動するには、赤いトレースを直接クリックアンドドラッグします (A)。 

注記：描画操作をキャンセルするには、ESC キー押します。

注記：ツールペインで測定ツールを選択すると、既存の測定オブジェクトのリストが
ツールペインのリストに表示されます。｢ツールペインのオブジェクトリストを使用
する｣を参照してください。
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• 個々のコントロールポイント  をクリックアンドドラッグして、トレースの一部を調

整します (B)。 

測定を行う

このセクションで説明するツールを使用して、2D MPR 画像の測定を行うことができます。

注記： TMJ/ イヤー横断面ビュー画面または、マウスのスライド機能の赤いハ
ンドルを使用してトレースの位置を調整することもできます。｢直交スライスタ
ブでのスクロール（「スライディング」）により 2D MPR 平面を移動する｣を参
照してください。

警告：

• Trophy 3D Imaging ソフトウェアは装置の画像取得設定を管理できません。キャリブ
レーションされたデータを提供するのは、画像取得デバイスの役割です。

• ソフトウェアで作成された描画および測定は、ユーザーの責任のもとで行われます。

注記：
• 画像にオブジェクトを描画する場合、オブジェクトの動作はビューにより異なります：

• オブジェクトを直交スライスタブの 2D MPR 画像 ビューに描画する場合、オブ
ジェクトは画像の上を「浮動」するため、ビューをさまざまなスライスでスライ
ドさせる場合、オブジェクトは常に見える状態になります。 

• レビュー タブ上にオブジェクトをレビュー描く場合、描画オブジェクトはその
特定のスライスに固着するため、別のスライスを表示するとそのオブジェクトは
消失します。 

• 描画操作をキャンセルするには、ESC キー押します。
• 測定単位は国際標準 (SI) 単位で - 長さについてはミリメートル (mm) で、体積は立

方センチメートル (cm3) 、角度については度 (°) です。
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直線を描く

１ つの直線を描くには、以下のステップに従います：

1 ツールボックスのツールペインで、 をクリックします。 

アイコンは青色で表示されます。このアイコンが表示されない場合、同じアイコングループ

の別の測定アイコンで置換されている可能性があります。アイコングループボタンの下の白

い矢印をクリックして展開すると、グループ内のすべてのボタンが表示されます。｢ツールペ

イン機能の概要｣を参照してください。

測定オブジェクトが ツールペインに表示されます。 ｢ツールペインのオブジェクトリストを

使用する｣を参照してください。

2 タブの 2D MPR ビュー上で、クリックしてラインの始点を設定します。 

3 新しいラインの長さは開始点の隣に表示されます。 

4 マウスポインターをドラッグし、再度クリックして終点を設定します。 

ラインの長さが開始点の横に表示されます。このラベルを移動できます。｢画像の測定ラベル

を移動する｣を参照してください。

測定オブジェクトリストにライン入力が追加され、ツールボックスのボタンが無効になります。 

複数の直線を描くには、ツールボックスのツールペインで をクリックします。 

このツールは、シングルラインツールと同じように機能しますが、画像上にさらにラインを引く

ことができるように、アクティブになっています。
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ポリラインを描く

接続されたセグメントで構成されるシングルラインを描くには、以下のステップに従います：

1 ツールボックスのツールペインで、  をクリックします。 

アイコンは青色で表示されます。このアイコンが表示されない場合、同じアイコングループ

の別の測定アイコンで置換されている可能性があります。アイコングループボタンの下の白

い矢印をクリックして展開すると、グループ内のすべてのボタンが表示されます。｢ツールペ

イン機能の概要｣を参照してください。

測定オブジェクトが ツールペインに表示されます。 ｢ツールペインのオブジェクトリストを

使用する｣を参照してください。

2 タブの 2D MPR ビュー上で、クリックしてポリラインの始点を設定します。 

3 マウスポインタをドラッグし、再度クリックしてセグメントの終点を設定します。 

セグメントの長さはセグメント終点の隣に表示されます。

4 クリックアンドドラッグし続けて追加のセグメントの終点を設定します。 

ポリラインの全長はそれぞれの新しいセグメントが追加されると長くなります。

5 ダブルクリックしてポリラインの終点を設定します。 

合計長さを含む計算ラベルが画像に表示されます。長さラベルは移動できます。｢画像の測定

ラベルを移動する｣を参照してください。

測定オブジェクトリストに新しいポリライン入力が追加され、ツールボックスのボタンが非

アクティブになります。 

複数のポリラインを描くには、ツールボックスのツールペインで  をクリックします。 

このツールは、シングルポリラインツールと同じように機能しますが、画像上にさらにポリライ

ンを引くことができるように、アクティブになっています。

角度を描く

1 つの角度を描くには、以下のステップに従います：

1 ツールボックスのツールペインで、  をクリックします。 

アイコンは青色で表示されます。このアイコンが表示されない場合、同じアイコングループ

の別の測定アイコンで置換されている可能性があります。アイコングループボタンの下の白

い矢印をクリックして展開すると、グループ内のすべてのボタンが表示されます。｢ツールペ

イン機能の概要｣を参照してください。



Trophy 3D Imaging ユーザーガイド (SMA22TP_ja) - Ed07 45

測定オブジェクトが ツールペインに表示されます。 ｢ツールペインのオブジェクトリストを

使用する｣を参照してください。

2 タブの 2D MPR ビュー画面で、クリックして角度の最初の辺の始点を設定します。 

3 マウスポインタをドラッグし、再度クリックして頂角を設定します。 

始点から頂点にラインが描かれます。

4 マウスポインターを移動させ、角度の 2 つ目の辺の終点の位置をクリックして設定します。 

頂点から終点まで 2 つ目のラインが描かれ、頂点付近に 2 つのライン間の角度が度数で表示

されます。 
長さラベルは移動できます。｢画像の測定ラベルを移動する｣を参照してください。

測定オブジェクトリストに新しい角度入力が追加され、ツールペインのボタンが非アクティ

ブになります。

複数の角度を描くには、ツールボックスのツールペインで をクリックします。

このツールは、単一角度ツールと同じように機能しますが、画像上にさらに角度を引くことがで

きるように、アクティブになっています。

画像の測定ラベルを移動する

2D 画像で測定オブジェクトを描画する場合、オブジェクトの寸法（長さまたは角度）が隣に表示

されます (A)。 

ラインまたは角度の終点を設定すると、オブジェクトの横にラベルが表示されます。 

測定の注釈を再配置するには、以下のステップに従います：

1 測定ラベルをクリックして、新しい場所までドラッグします。 

ラベルをその形状にリンクする点線の引き出し線が表示されます (B)： 
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2 マウスボタンを解放します。 

ラベルは測定形状にリンクする点線の引き出し線 (C) とともに再配置されます。

画像に注釈（ポインター）を追加する

レビュータブでは、画像の注釈を使用して、解剖学的詳細に注意を向けることができます。

ポインターを追加する

レビュータブ内の画像に矢印ポインターを追加するには、以下のステップに従います：

1 ツールバーのツールペインで、  をクリックします。 

ボタンは青色で表示されます。このアイコンが表示されない場合、同じアイコングループの

別の測定アイコンで置換されている可能性があります。アイコングループボタンの下の白い

矢印をクリックして展開すると、グループ内のすべてのボタンが表示されます。｢ツールペイ

ン機能の概要｣を参照してください。

2 画像をクリックしてポインターの矢印ヘッドを配置します。

3 マウスポインターをドラッグし、再度クリックして終点を設定します。 

ポインターが画像に追加され、新しい注釈のエントリがツールペインの注釈ペインに追加さ

れます。｢ツールペインのオブジェクトリストを使用する｣を参照してください。

レビュータブ内の画像に複数ポインターを追加するには  をクリックします。

このツールはシングル矢印ポインターツールと同じように動作しますが毎回ツールを再度選択し

なくてもポインターを追加できるようにアクティブになっています。

注記：
• 測定注釈をその元の開始ポイントに引き戻すと、定位置に戻ります。
• ｢カラー設定｣で引き出し線のカラーを変更できます。

注記：
• 描画操作をキャンセルするには、ESC キー押します。
• 画像に最大 10 個の注釈を含めることができます。
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テキストキャプション付きのポインターを追加する

レビュータブ内の画像にテキスト付きのポインターを追加するには、以下のステップに従います：

1 ツールバーのツールペインで、 をクリックします。 

ボタンは青色で表示されます。このアイコンが表示されない場合、同じアイコングループの

別の測定アイコンで置換されている可能性があります。アイコングループボタンの下の白い

矢印をクリックして展開すると、グループ内のすべてのボタンが表示されます。｢ツールペイ

ン機能の概要｣を参照してください。

2 画像をクリックしてポインターの矢印ヘッドを配置します。

3 マウスポインターをドラッグし、再度クリックして終点を設定します。 

番号付きのキャプションが付いた画像にポインターが追加され、注釈のプロパティウィンド

ウが表示されます。

4 注釈プロパティウィンドウで、次のいずれかを行います：

• 新しい矢印のキャプションテキストを入力します（最大 160 文字）。 

• または定義済みキャプションを作成した場合、定義済みテキストドロップダウンおよ

び 塗りつぶしボタンが有効になっています。 
ドロップダウンをクリックして事前定義済みのキャプション名を選択し、次に 塗りつ

ぶし をクリックして全文のキャプションテキストを 注釈プロパティウィンドウに挿

入します。

5 OK をクリックして注釈キャプションを保存します。

キャプション付きの複数のポインターを追加するには をクリックします。 

これはシングル矢印ポインターツールと同じように動作しますが毎回ツールを再度選択しなくて

もポインターを追加できるようにアクティブになっています。

注記：画像の細部が不明瞭になることを避けるために、テキスト キャプション
は画像には表示されません。それは、ポインターとキャプションをリンクする番
号の付いた脚注を使用して、Film Composer でプリント時に画像の下に表示さ
れます。
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カスタムの診断領域ツール（2D）を使用する

この 2D 診断領域ツールを使用すると、2D MPR 画像内の診断領域（ROI）形状をカスタマイズで

きます。これらの形状は互いに結合して 3D ビューをカスタマイズする診断領域を構築します。 

A
C
D

2D MPR ビュー

各 2D MPR ビューは、最大限にスライスが統合されるように設定されています（スライス厚さは
ボリュームの寸法と同じです）。

これらのビューを使用して ROI 形状を描画します。

2D MPR  ビューには個別のツールバー (E) があり、スライス設定の管理およびビューに描画され
た ROI 形状の管理ができます。

注記： マウススクロールホイールを使用してこれらのビューをズームすることができます。

B

3D ビュー

3D ビューは並行投影で表示されます（透視投影ではなく）、これは近距離のオブジェクトが遠距
離のオブジェクトと同一のサイズで表示されるためです。このビューを使用して A、 C および D
に描画された結合 ROI 形状の結果を検査します。 
注記： 3D ビューでズーム、パンおよび回転できます。 

E ビュー画面ツールバー

これを使用して、選択したビューのスライス設定と ROI 形状を管理します。
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形状が描画されたら、必要に応じて 3D に変換ボタンをクリックして 3D 診断領域ツールでの編集

を続行できます。｢カスタムの診断領域ツール（3D）を使用する｣を参照してください。

2D 診断領域形状を描画する

2D 診断領域ツールを使用して、診断領域形状を描画するには、以下のステップに従います：

1 ツールボックスのツールペインで、 をクリックします。 

このアイコンが表示されない場合、同じアイコングループ内で別のアイコンに置換されてい

る可能性があります。 
アイコングループボタンの下の白い矢印をクリックして展開すると、グループ内のすべての

ボタンが表示されます。｢ツールペイン機能の概要｣を参照してください。

3D 診断領域ウィンドウが表示されます。

2 3D 診断領域ウィンドウで、マウスポインターを 2D MPR ビュー上に移動して画像をクリック

し、診断領域形状の開始ポイントを設定します。

3 マウスポインターを移動し、再度クリックして頂点を設定します。 

マウスポインターを移動すると白いラインが表示され、頂点をクリックして設定する場合、完

成したラインセグメントがカラーで表示されます（緑色は内部保存、赤色は内部削除 )。

4 形状を完成したら、ダブルクリックして形状を完成させます。 

完成した診断領域形状が表示されます。

重要： 各 2D MPR ビュー画面は、最大限にスライスが統合されるように設定され
ています（スライス厚さはボリュームの寸法と同じです）。
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3D ビューが更新され、したがって診断領域形状のみが 3D ビューに表示されます。 

5 診断領域全体を削除して新規に作成したい場合はリセットボタンをクリックします。

6 診断領域に名前を付ける場合は、3D 診断領域ウィンドウの下隅にある領域名フィールドをク

リックし、新しい診断領域の名前を入力します。 

この名前は、診断領域を保存するときにツールペイン内の診断領域オブジェクトリストに表

示されます。オブジェクトリストの詳細については、｢ツールペインのオブジェクトリストを

使用する｣を参照してください。

7 OK をクリックして、保存して 3D 診断領域ウィンドウを閉じます。 

新しい診断領域が、ツール ペインの診断領域オブジェクトリストに追加されます。
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2 次元診断領域の選択を反転する

形状を描画する場合、2 つの選択モードが使用可能で、それは内部保存、または内部削除です。

デフォルトでは 2D 診断領域形状には描かれた形状内部のディテールが保存されます（同時に外部

のディテールが除外されます）。この機能は反転可能で形状内部の画像ディテールを削除できます。

選択モードを反転するには、以下のステップに従います：

1 3D 診断領域ウィンドウで、診断領域形状を描きます。 

形状は緑色（デフォルト選択モード）で表示され、形状内部の画像ディテールは保存されます。

2 反転選択モードをアクティブにするには、2D MPR ビューツールバーの  をクリックします。 

アイコンがアクティブになり、反転選択モードが選択されたことを示します。診断領域形状

は赤色で表示され、形状内部の画像ディテールは削除されます。

3 デフォルト選択モードに戻るには、  をクリックします。 

反転選択モードは非アクティブになり、形状は緑色で表示されます。

デフォルト選択モード

（内部保存）

反転選択モード

（内部削除）

画像の内部ディテールが保存されます。 画像内部ディテールが削除されます。
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カスタムの診断領域ツール（3D）を使用する

3D 診断領域ツールでは、診断領域の形状を 3D ビューに直接描画できます。 

 

A 3D ビュー画面 ツールバー

B

3D ビュー

3D ビューは並行投影で表示されます（透視投影ではなく）、これは近距離のオブジェクトが遠距
離のオブジェクトと同一のサイズで表示されるためです。このビューを使用して 結合 ROI 形状
の結果を検査します。 
注記： この 3D ビューをズーム、パンおよび回転できます。｢ 3D ビュー画面を使用する｣を参照
してください。

C 診断領域名フィールド

これを使用して将来の使用のために名前付きで ROI を保存します。

D
3D 診断領域 ツールペイン

｢ 2D 診断領域形状を描画する｣を参照してください。
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3D 診断領域形状を描画する

3D 診断領域 ウィンドウにはツールペインが含まれます。 

3D 診断領域ツールを使用して、診断領域形状を描画するには、以下のステップに従います：

1 ツールボックスの調整ペインで、 をクリックします。 

このアイコンが表示されない場合、同じアイコングループ内で別のアイコンに置換されてい

る可能性があります。 
アイコングループボタンの下の白い矢印をクリックして展開すると、グループ内のすべての

ボタンが表示されます。 
3D 診断領域ウィンドウが表示されます。

2 3D 診断領域 ウィンドウで、関連する形状ボタンをクリックします（上記の B または D）。 
選択された形状モードがアクティブになり、選択されたボタンが青色で表示されます。

3 マウスポインターを 3D ビュー上に移動して画像をクリックし、診断領域形状の開始点を設定

します。 

以下の例はボタン D( 形状 ) を使用して、内部を削除します。

4 マウスポインターを移動し、再度クリックして頂点を設定します。 

A 3D 回転ビューモード。アクティブになると青色に表示されます。これが非アクティブで、形状
モードがアクティブの場合、3D ビューを回転できません。

B 形状ボタン（内部保存）。アクティブになると青色に表示されます。

C やり直しおよび元に戻す。形状の描画を開始すると、これらはアクティブになります。

D 形状ボタン（内部削除）。アクティブになると青色に表示されます。
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マウスポインターの移動に応じて白線が表示されます。 
頂点をクリックして設定する場合、完成したラインセグメントは赤色で表示されます。 
形状を完成するまで続行し、ダブルクリックして形状を完成させます (A)：

完成した形状はボリューム内に穴をカットします (B)。3D ビューを回転すると、新しい形状

がボリューム内に押し出された穴を作成したことが分かります (C)： 

5 診断領域全体を削除して再び開始するには、リセットボタンをクリックします。

6 診断領域に名前を付ける場合は領域名フィールド (A) をクリックして新しい診断領域の名前

を入力します。

この名前は、診断領域を保存するときに診断領域オブジェクトリストに表示されます。

7 OK をクリックして、 3D 診断領域ウィンドウを閉じてタブに戻ります。 

新しい診断領域が、ツール ペインの診断領域オブジェクトリストに追加されます。
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診断領域形状を結合する

複数の診断領域形状を描画することでそれらを統合し、その結果を 3D ビュー上に作成すること

ができます。

この例では、反転診断領域 (C) が追加され脊柱を隠します。

これは元の診断領域形状 (A) とともに機能し、より鮮明な 3D ビュー (B) が作成されます。

注記：オブジェクトリストの表示 / 非表示アイコン (A) を使用して、保存した診断領
域を結合することもできます。 

 3D ビュー内で診断領域がアクティブになっていることを意味します。 

 3D ビュー内で診断領域が非アクティブになっていることを意味します。

ヒント：診断領域形状を削除するには、3D 診断領域 ウィンドウで、2D MPR ビューの

をクリックします。 
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診断領域を編集する

保存した診断領域を編集するには、以下のステップに従います：

1 ツールボックスのツールペインで、  をクリックします。 

ツールペインが展開してオブジェクトリストを表示します。

2 オブジェクトリストで、ドロップダウンリストから診断領域を選択します。 

ボリューム内のすべての既存診断領域のリストが表示されます。

3 編集する診断領域の隣の をクリックします。 

選択した診断領域が 3D 診断領域 ウィンドウ内に表示されます。

診断領域を削除する

保存した診断領域を削除するには、以下のステップに従います：

1 ツールボックスのツールペインで、  をクリックします。 

ツールペインが展開してオブジェクトリストを表示します。

2 オブジェクトリストで、ドロップダウンリストから診断領域を選択します。ボリューム内で
すべての既存の仮想メス領域のリストが表示されます。

3 削除したい診断領域の隣の  をクリックします。選択した診断領域が削除され、3D ビュー

が更新されます。

注記：ROI タイプが 2D または 3D のラベル (A) によって、表示 / 非表示アイコンの
隣に表示されます。

ヒント：診断領域形状を削除するには、3D 診断領域 ウィンドウで、2D MPR ビューの  
をクリックします。
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エクスポートペイン

このエクスポートセクションでは、画像とタブ構成をエクスポートするために使用できるツール

を見つけることができます。 

下の表は、エクスポートセクションで使用できるツールの簡単な説明を示しています。これらの

ツールの詳細は｢エクスポート機能を使用する｣に説明されています。

ツール タブ

患者分析

患者分析を使用すると、図面、測定値などのオブジェクトを含
む、患者のビューと設定を保存できます。 
以下のワークスペースタブで使用できます：直交スライス、カー
ブスライス、カスタムスライス、斜めスライス

｢患者分析を使用する｣を参照してください。

横断面

横断面エクスポートツールは、レビューワークスペースタブで
レビューするか、Film Composer を使用してプリントすること
ができる選択された診断領域の 3D ボリュームの一連のスライ
スを作成します。

以下のワークスペースタブで使用できます：直交スライス、カー
ブスライス、カスタムスライス、斜めスライス

｢横断面を作成する｣を参照してください。

インプラントプランニングレ

ポート

エクスポートツールにある専用レポート生成ツールを使用して
患者 インプラントプランニングレポートを生成します。 
次のワークスペースタブで使用可能：カーブスライス

｢インプラントプランニングレポートを生成する｣を参照してく
ださい。

プリントする

専用のプリントアプリケーション Film Composer を起動します。

すべてのワークスペースタブで使用可能。

｢ Film Composer を使用してプリントする｣を参照してくださ
い。

ボリュームコンバータ

ボリュームコンバータ を使用して、現在の 3D ボリュームを
サードパーティの DICOM ソフトウェアで使用するためにエク
スポートできます。 
以下のワークスペースタブで使用できます：直交スライス、カー
ブスライス、カスタムスライス、斜めスライス

｢ボリュームをエクスポートする｣を参照してください。

仮想セファロ

仮想セファロエクスポートツールを使用して、統合された側面、
顔面および軸状のビューを生成できます。 
次のワークスペースタブで使用可能：直交スライス
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アイコングループを使用する

ツールボックスでは、関連ツールがグループ化されています。例えば、すべてのライン描画機能

はまとめてグループ化されます。 

アイコンの下の白い矢印 (A) でアイコングループを判別できます。 

アイコンの下の白い矢印は、アイコンを展開してグループ内の他のアイコンを表示できることを

示しています。

 ワークスペースのスクリーン

ショット

ワークスペースのスクリーンショットツールを使用して、ワー
クスペースタブのスクリーンショットを作成し、ギャラリーを
追加することができます。 
注記：このツールを使用して DICOM 画像を作成することはで
きません。 
以下のワークスペースタブで使用できます：直交スライス、カー
ブスライス、カスタムスライス、斜めスライス

｢ワークスペーススクリーンショットを作成する｣を参照してく
ださい。

 スクリーンショットフォルダ

このツールを使用して、現在のビュー画面の画像を含むコン
ピュータ上のフォルダ（ディレクトリ）、または DICOM スナッ
プショットまたはワークスペーススクリーンショットツールを
使用して作成したフォルダにアクセスできます。画像ファイル
は、エクスポート設定で指定されたフォルダに保存されます。

以下のワークスペースタブで使用できます：直交スライス、カー
ブスライス、カスタムスライス、斜めスライス

｢スクリーンショットフォルダを開く｣を参照してください。

 CD エクスポート

 USB エクスポート

CD エクスポートを使用して、3D ボリュームのコピーを CD に
書き込むことができます。

以下のワークスペースタブで使用できます：直交スライス、カー
ブスライス、カスタムスライス、斜めスライス

参照：

｢コンパクトディスクにエクスポートする｣。

｢ディスクにすべてのデータのコピーを完了したら、それはコン
ピュータから自動的にイジェクトされます。そのディスクを他
の誰かに渡した場合、受け取り者は ViewData.exe. の起動を必
要とすることを知らせてください。｣。

注記： これらのツールはアイコングループに所属します。｢アイ
コングループを使用する｣を参照してください。

ツール タブ 
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アイコングループを展開しグループの中の別のアイコンを選択するには、以下のステップに従い

ます：

1 白の矢印をクリックします (A)。アイコングループが展開されて、グループのすべてのメン
バーアイコンが表示されます。

2 アイコングループが展開されているときに、使用したいアイコンをクリックします。 

選択したアイコンがアイコングループのアクティブアイコンとなり（青色で表示されます）、

ツールバーの前のアイコンから置き換わります。

ワークスペースタブでビュー画面で操作する

このセクションでは、ワークスペースタブで表示できるメインビュー画面の一般的な機能につい

て説明します。 

3D ビュー画面

3D ビュー画面は取得したボリュームの、回転可能な三次元表示です。

｢ 3D ビュー画面を使用する｣を参照してください。
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2D MPR ビュー画面 

各 2D MPR ビュー画面には、上右隅に色の付いた三角形のタグがあります。これらの各色は、シ

ステムを通じて 2D MPR スライス平面を識別するために使用されるために重要です。

 軸状平面 軸状平面は、水平面を表示し上
下に移動可能です。

 冠状平面 冠状平面は、縦方向の平面を表
示し、前から後方に向けて移動
可能です。

 矢状平面 矢状平面は、縦方向の平面を表
示し、横方向に移動可能です。
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例えば、矢状スライスビュー画面は緑色のタグ（ ）で識別されます。従って、軸状スライス

ビュー画面 および 冠状スライスビュー画面の両方において、矢状平面の位置は、ビュー画面の端

の緑色のハンドルにより表示されます。

ビュー画面ツールバー

各ビュー画面の上部にツールバーがあります（A）。
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表示しているビュー画面に応じて、ビュー画面のツールバーでは以下のボタンを使用できます。

 
DICOM スナップショット

このボタンをクリックして、ギャラリーの選択されたビュー画面のスナッ
プショットを作成します。 
このボタンの隣のドロップダウン矢印をクリックして、これとビュース
ナップショットボタンの間でトグルします。 
注記： これらは スクリーンキャプチャフォルダの DICOM ファイルとし
て 保存されます。｢スクリーンショットフォルダを開く｣を参照してくだ
さい。

 
スナップショット表示

このボタンをクリックして、ギャラリーの選択されたビュー画面の画像を
作成します。 
このボタンの隣のドロップダウン矢印をクリックして、これと DICOM ス
ナップショットボタンの間でトグルします。 
注記： これらは、スクリーンキャプチャフォルダに画像ファイルとして、
｢エクスポート設定｣で指定されたフォーマットで保存されます。 
｢ワークスペーススクリーンショットを作成する｣を参照してください。

 
最大化

このボタンをクリックすると、ビュー画面が最大化されます。その他のす
べてのビュー画面は縮小され、タブの右側に表示されます。

 
最小化

このボタンをクリックすると、最大化されたビュー画面が標準サイズに戻
ります。 
注記： このボタンは最大化されたビュー画面にのみ表示されます。

 
デュアル画面

ビュー画面を別のウィンドウ内に開き、次にそれを他のモニターにドラッ
グすることができます（2 つ以上のモニターをご使用の場合）。

 

分割ビュー

このボタンをクリックすると、ビュー画面に表示されているスライスの配
置が。1x1、 3x3、5x5、1x3、3x1、1x5、または 5x1 に変更されます。

｢ 2D MPR ビューで分割ビューを使用する｣を参照してください。

注記： この設定は 3D ビュー画面では使用できません。

 
分割スペース

分割ビューオプションが 3x3、5x5、1x3、3x1、1x5、または 5x1 に設定
されている場合、スライス間の間隔を調整するには、このボタンをクリッ
クします。｢ 2D MPR ビュー画面のスライス間隔を変更する｣を参照して
ください。

注記： 分割ビューオプションが 1x1 に設定されているときは無効です。

 
統合設定

このボタンをクリックして、スライスの厚さを増減します。 
注記： これは分割ビューオプションが 1x1 に設定されているときにのみ
アクティブです。 
｢スライス厚を変更する｣を参照してください。

 
統合モードの設定

スライス間の統合モードを設定するには、このボタンをクリックします。 
平均 [AVG] と最大強度ピクセル / 投影 [MIP] から選択することができます。 
このツールは人為的にコントラストを強化して人体部位（皮質骨、エナメ
ル メタルなど）の高密度構造の可視度を増強し、 埋入歯または過剰歯の可
視化または歯科矯正の疑似頭部計測に有用です。 
注記： このツールは分割ビューオプションが 1x1 に設定されているとき
にのみアクティブです。MIP 統合モードを選択した場合、統合設定値を
300 µm 以上に設定する必要があります。
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3D ビュー画面で使用できる以下ボタン

DICOM スナップショットを作成する

ビュー画面の DICOM スナップショットを作成するには、ビュー画面ツールバーの をクリッ

クします。スナップショットのサムネイルが ギャラリーに追加されます。 

｢エクスポート設定｣で、DICOM ファイルのコピーを保存する場所を定義することができます。 

矢状方向

矢状方向から 3D 画像を表示するには、このボタンをクリックします。 
画像は｢ビュー方向設定｣に従い、患者が左か右を向いているように表示さ
れます 。

冠状方向

矢状方向から 3D 画像を冠状方向から、表示するには、このボタンをク
リックします。 
画像は｢ビュー方向設定｣に従い、患者が正面か後ろを向いているように表
示されます。

軸状方向

3D 画像を軸状方向から表示するには、このボタンをクリックします。 
画像は、｢ビュー方向設定｣に従い、下方から上方を眺めるか、上方から下
を見おろす状態で表示されます。

透視方向

クリックすると、3D ビュー画面がデフォルトの透視方向にリセットされ
ます。

画像は前側、上面そして左側が見えるように表示されています。

平面

クリックすると、現在の平面の設定が表示されるか、または、ドロップダ
ウンリストから別の平面の設定を選択します。 

｢ MPR 平面を表示する｣を参照してください。

注記：このボタンとビュー画面スナップショットボタン ( ) の間で切り替えます。
このボタンの詳細は｢ビュー画面のスクリーンショットを作成する｣を参照してくだ
さい。

ヒント：Trophy 3D Imaging スナップショット画像を作成するための以下の方法も提

供します：

• ビュー画面のスクリーンショットを作成するには、ビュー画面ツールバーの を
クリックします。 

• スライスシリーズを作成するには、｢ 2D MPR ビューで分割ビューを使用する｣。を
参照してください

• ロケーター画像付きのスライスシリーズを作成するには、｢横断面を作成する｣。を
参照してください
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2D MPR ビュー画面の数値情報を理解する

各 2D MPR ビュー画面はそれぞれが以下の数字情報を表示します。 

A スライス平面の
位置

3D ボリューム内のスライスの絶対位置。

注記： 
• マウスホイールをマウスツールのスライドに設定した場合、マウスホイー

ルをスクロールすると、2D MPR ビュー画面でさまざまなスライスをスク
ロールすると、この数値が増減します。

• 矢状スライスビュー画面の患者の右端である 0 mm に位置を設定すると、
軸状スライスビュー画面の最下部および 冠状スライスビュー画面の正面
が表示されます。

B スライス厚
現在のスライスの厚さ。このアイコンをクリックしてスライスの厚さを変更
できます。｢スライス厚を変更する｣を参照してください。

C ズーム数値

表示フレーム表示された元の画像の大きさ。同じズーム数値がすべての 2D
MPR ビュー画面に適用されます。

1.0 のズーム数値は、各ピクセルが表示されることを意味します。ズーム番号
2.0 は、ズーム画像内では元のピクセルが 2 つのピクセルで置き換えられるこ
とを意味します。

重要：ズーム数値の 1.0 は、画像が 100% にズームされていることを意味
するものではありません。
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2D MPR ビュー画面でのスライスを理解する

2D MPR ビュー画面が複数のスライス ( 分割ビュー ) を持つ場合、そのスライス平面は他の 2D
MPR ビュー画面の場合とは異なって表示されます。

例えば、軸状スライスビュー画面が 3x3 ディスプレイに分割されている場合、軸状平面ハンドル

は他の 2D MPR ビュー画面（下の画像では赤で丸で囲んだ部分）で変化します。 

黄色のハンドルは上下に黄色のラインを持ち、軸状スライスビュー画面が一連のスライスを表示

していることを示します。

また、上の画像の中央円のハンドルには  が追加されています。これは最初のスライス識別子

で、シリーズ内の最初のスライスの位置を識別します。この識別子は分割ビューの最初のスライ

スにも表示されます（下の A を参照）。
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他の 2D MPR ビュー画面の軸状スライスハンドルの内の １ つをクリックしたら、点線が表示さ

れ軸状スライスシリーズの場所を示します。

最初のスライス識別子（B）は、シリーズ内の最初のスライスの隣に表示されます。

分割ビューでスライスの順序を構成する情報については、｢分割ビュー設定での表示順序（Imaging
Center ソフトウェアのみ）｣。を参照してください

スライス厚を変更する

各 2D MPR ビュー画面にはボリューム内のスライスの画像が表示されます。分割ビューオプショ

ン 1x1 に設定されている場合、表示されるスライス厚を変更できます。

スライス厚を変更するには、以下のステップに従います：

1 2D MPR ビュー画面で、分割ビューが 1x1 に設定されていることを確認します。

2 ビュー画面ツールバーで、  をクリックします。 

別のスライス厚のドロップダウンリストが表示されます。

3 スライス厚を選択します。 
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例えば、軸状スライス厚が 1.0 mm から 45.0 mm に変わる場合、画像が新規スライス厚を示

すように変化します。 

軸状スライスハンドルは、他のビューで変更されます。カラーコード化された陰影 (A) は、ス

ライスの厚さが変化したことを示しています。 

上の網かけブロック（A）は 2D MPR ビュー画面でより厚いスライスを表わすために使用さ

れます。他の非直交の、特殊ビュー画面（例えば、 カーブスライス タブの顎歯列弓 / 側頭骨

ビュー画面）ではスライス厚はカーブ平面（B）の周りに描かれる実線（C）で表されます。 

1.0 mm 厚の軸状スライス 45.0 mm 厚の軸状スライス

軸状スライス厚 = 1.0 mm 軸状スライス厚 = 45.0 mm
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2D MPR ビュー画面でスライス平面を移動し傾斜させる

2D MPR ビュー画面のスライス平面インジケータは、ハンドルとしてスライス平面をボリューム

域内で移動するために使用できます。

次の方法で 2D MPR スライス平面を移動できます：

• ボリュームを通してスライス平面をすばやく移動するには、ハンドルをクリックアンドド

ラッグします。｢ハンドルを使用して 2D MPR 平面を移動する｣を参照してください。

• ボリュームを一度に 1 スライスずつスクロールしてスライス平面の位置を微調整するに

は、マウスホイールの設定をツールボックスでスライドに設定し、マウスホイールを 2D
画像上にスクロールします。｢直交スライスタブでのスクロール（「スライディング」）に
より 2D MPR 平面を移動する｣を参照してください。

• ポイント上の 3 つの 2D MPR スライス平面をすべて三角形分割するには、マウスポイン

ターをクリックしたままスクロールホイールを使用します。

• 3D ビュー画面で、スライス平面を右クリックしてドラッグします。｢ 3D ビュー画面に

MPR 平面を再配置する｣を参照してください。

ハンドルを使用して 2D MPR 平面を移動する

この方法を使用してスライス平面をおよその目的位置に素早く移動します。

例えば、矢状スライス平面を素早く動かすには、以下のステップに従います：

1 直交スライスタブで、軸状スライスビュー画面 (A)内の矢状スライス平面ハンドル  をクリッ
クします。

マウスポインターは  に変わり、軸状スライスビュー画面および冠状スライスビュー画面

(A および B) の中にスライス平面の全長が表示されます。
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2 マウスボタンを押し続けながら矢状平面のハンドルをドラッグして平面を新しい位置に移動
します。 

矢状スライス平面は軸状スライスビュー画面、 冠状スライスビュー画面 (A および B)、および

3D ビュー画面 (C) で移動します。 

矢状スライス平面を移動するに従って、矢状スライスビュー画面（D）内に表示された画像が

変化します。

3 矢状スライスビュー画面に目的の対象が表示されたら、マウスボタンを離します。 

軸状スライスビュー画面および 冠状スライスビュー画面内のスライス平面は、通常のハンド

ルに戻ります。

また、スライドメソッドを使用して、平面を正確な位置に正確に移動することもできます。 

直交スライスタブでのスクロール（「スライディング」）により 2D MPR 平面を移

動する

マウスのスクロールホイールを使用してスライス平面をボリュームを通して 1 スライスずつ移動

するには、以下のステップに従います：

1 マウスホイールの設定がスライドに設定され、ズームになっていないことをツールボックス
の調整ペインで確認します。

2 直交スライスタブで、ビュー画面をクリックし、マウスホイールをスクロールします。 

マウスホイールをスクロールするに従い、スライスビューはボリューム域内でシフトし、ス

ライスインジケータが他のビュー画面内で移動します。

注記：スライド方向をコントロールするには、 ｢分割ビュー設定での表示順序
（Imaging Center ソフトウェアのみ）｣。を参照してください



70

斜めスライスタブの斜め冠状スライス平面を移動および傾斜する

トレースビュー画面内では、斜め冠状スライス平面は 2 つのハンドルを持ち、（A）さらに（B）

それによってトレースビュー画面および 3D ビュー画面で移動および傾斜することができます。

斜めスライスタブでは、（横断面またはトランス軸ビュー画面とも呼ばれる）冠状スライスビュー

画面平面を傾けることができます。

これによって 3D ボリューム内で平面を解剖学的特徴に合わせることができます。

トレースビュー画面で、次のいずれかを行います：

• 斜め冠状スライス平面をトレースに沿って移動するには、青色のハンドルをクリックアン

ドドラッグします (A)。

• 斜め冠状スライス平面を傾けるには、丸いハンドルをクリックアンドドラッグします (B)。

側方ビュー画面の幅を調整する

側方（または横断面）ビュー画面は、カーブスライスおよびカスタムスライスワークスペースタ

ブの両方の軸状スライスビュー画面に表示されます。

側方ビュー画面は三角形のハンドル（A）で識別できます。

側方ビュー画面の幅を調整するには、以下のステップに従います：

1 ツールボックスのツールペインで、  をクリックします。 

アイコンが青色で表示され、ツールがアクティブになっていることを示します。

注記：
• また、マウスのスクロールホイールを 冠状スライスビュー画面でクリックして移動

することで、斜め冠状スライスの平面をトレースに沿って移動することもできます。
｢斜めスライスタブのスライス平面を傾斜する｣を参照してください。

• マウススクロールホイールを移動させるときに青色のラインが他のビュー画面の
カーブに沿って移動することを注目することで、斜め冠状スライスの位置を追跡で
きます。
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2 カーブスライスの軸状スライスビュー画面またはカスタムスライスタブで青色ライン(A)上の

三角形のハンドルをクリックアンドドラッグして、側方スライスの幅を調整します。

対応するビュー画面の幅（BB）が調整されます。

2D MPR ビューで分割ビューを使用する

各 2D MPR ビュー画面にはボリューム内のスライスの画像が表示されます。2D MPR ビュー画面

では、複数のスライスの配列を分割ビューで表示することもできます。

2D MPR ビューが分割されているとき、ビュー画面ツールバーはスライスのスペースを設定する

アイコンを表示します。｢ 2D MPR ビュー画面のスライス間隔を変更する｣。 を参照してください

ビュー画面内に分割ビューを表示するには、以下のステップに従います：

1 ビュー画面ツールバーで  をクリックします ( 下記 A を参照 )。 

さまざまな分割ビューオプションのドロップダウンリストが表示されます。 
このアイコンにより現在の分割ビュー設定が表示されます。例えば、現在の分割ビューが 1x1

の場合、アイコンは次のように表示されます： .

2 使いたい分割ビューを選択します。 
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ビュー画面の表示が、選択した分割ビューに変更されます。 

この時点で中央のスライス（B）に MPR スライス平面のハンドル（緑色および紫色）が表示

されます。 
分割ビューを使用する際は、スライス順序が重要になります。詳細は、｢ 2D MPR ビュー画面

でのスライスを理解する｣。を参照してください

2D MPR ビュー画面のスライス間隔を変更する

2D MPR ビュー画面が分割されているとき、ビュー画面ツールバーに新しいアイコンが表示され、

スライスのスペースを変更することができます。｢ビュー画面ツールバー｣を参照してください。

スライスのスペースを変更する、以下のステップに従います：

1 ビュー画面ツールバーで、  をクリックします。 

異なるスライス間隔オプションのドロップダウンリストが表示され、現在のスライス間隔の

設定が表示されます。例えば、現在のスライス間隔が 4.0 mm の場合、アイコンは次のよう

に表示されます： 

2 使いたい分割ビューを選択します。 

ビュー画面の表示が、選択した分割ビューに変更されます。

注記：分割ビューでは、画像が取得されたときに設定されたデフォルトのスライス厚
が使用されます。
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ギャラリーを使用する

Trophy 3D Imaging タブの下部のギャラリーには、キャプチャされた画像やスライスのサムネイ

ルが表示されます。 

以下のいずれかを実行します：

• ギャラリーを表示するには、ツールボックスの下部にあるギャラリータブの横にある

をクリックします。タブの下部には、キャプチャした画像またはスライスのサムネイルが
表示されます。

• 画像を開くには、ギャラリーでサムネイルをダブルクリックします。この画像は、レビュー

タブに表示されます。

• ギャラリーを非表示するには、ツールボックスの下部にあるギャラリータブの横にある

をクリックします。タブの下部には、キャプチャした画像またはスライスのサムネイ

ルが表示されます。

以下の方法で画像をギャラリーに追加することができます。

機能 ギャラリー 結果

DICOM
スナップショット

ビュー画面のツールバーにあるこのアイコンをクリックすると、選択し
たビュー画面の DICOM イメージをギャラリーに追加できます。このア
イコンは、スクリーンショットアイコンを含むアイコングループにあり
ます。これらのアイコンを切り替えるには、アイコンの横にある小さな
矢印を使用します。

注記： ビュー画面が分割されている場合（例えば 5x5 分割ビューに）、
DICOM スナップショット アイコンをクリックすると、スライスシリー
ズが ギャラリーに追加されます。 
スライスシリーズのサムネイルは 、サムネイル右上隅のギャラリーで識
別されます (B)。 

シリーズの最初のスライスがデフォルトで表示されます。スライス番号
は、サムネイルの左上隅に表示されます (A)。
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ギャラリー内のイメージオブジェクトを表示し非表示にする

ギャラリーのサムネイルには、注釈、測定値、横断面スライスシリーズのロケータ画像など、原
画像に存在するオブジェクトが表示されます。

• 画像オブジェクトを非表示にするにはギャラリータイトルバーの右にある  をクリッ

クします。

• 画像オブジェクトを再表示にするにはギャラリータイトルバーの右にある  をクリッ

クします。

他のソフトウェアアプリケーションの画像をコピーする

スクリーンショット画像を別のアプリケーションにコピーするには、ギャラリーサムネイルをク

リックし、別のアプリケーションウィンドウにドラッグします。

スクリーンショット

ビュー画面のツールバーにあるこのアイコンをクリックすると、選択し
たビュー画面の画像をギャラリーに追加できます。このアイコンは、
DICOM スナップショットアイコンを含むアイコングループにあります。
これらのアイコンを切り替えるには、アイコンの横にある小さな矢印を
使用します。

ギャラリーサムネイルは アイコンに示されます。 

ワークスペースのス
クリーンショット

タブのツールボックスのエクスポートペインにあるこのツールをクリッ
クすると、タブの TIFF 画像が ギャラリーに追加されます。｢ワークス
ペーススクリーンショットを作成する｣を参照してください。

ギャラリーサムネイルは  でラベル付けされます。

横断面を作成する

3D ボリュームに横断面を作成すると、スライスシリーズのサムネイルと
2 つのリンクされたロケータのサムネイルが 3D ボリュームギャラリー
に追加されます。 

スライスシリーズのサムネイルには、サムネイルの右上隅に  アイコ

ンが表示されます。 
スライスシリーズのサムネイルをクリックすると、関連付けられた 2 つ
のロケータのサムネイルが右上隅に  アイコンを表示します。 
シリーズの最初のスライスがデフォルトで表示されます。スライス番号
は、サムネイルの左上隅に表示されます。｢横断面を作成する｣を参照し
てください。

機能 ギャラリー 結果

注記：これは DICOM 画像には作用しません。
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ギャラリーから画像を削除する

ギャラリーから画像を削除するにはギャラリー、以下のステップに従います：

1 ギャラリーで、サムネイルをクリックします。 

選択されたサムネイルは青い枠が付いて表示されます。

2 ギャラリータイトルバーの右で、 をクリックします。 

確認メッセージが表示されます。

3 はい をクリックします。 

選択された画像が削除されます。 

ヒント：複数のサムネイルは、Ctrl キーを押しながらクリックして選択します。

重要： 
• 選択した画像を本当に削除しても良いかどうかを確認してください。ここでは「元

に戻す」機能は利用できません。
• スライスシリーズを削除すると、2 つのロケーター画像も削除されます。
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4 ビューを作成する

歯列弓に沿ってトレースを描く

カーブスライスタブによって顎歯列弓または側頭骨に沿ってトレースを描き、再構成されたパノ

ラマビューおよび可動冠状スライスビュー画面をトレースを通して表示することができます。

このセクションは歯列弓に沿ってトレースを描くための手順を説明します。

側頭骨に沿ってトレースを描くには、｢側頭骨ビューを作成する｣。を参照してください

開始する前に

• Trophy 3D Imaging で、歯列弓をトレースしたい患者画像ボリュームを開きます。

歯列弓に沿ってトレースを描く

患者画像ボリュームの歯列弓に沿ってトレースを描くには、以下のステップに従います：

1 カーブスライスタブで、軸状スライスビュー画面の軸状スライスペインの位置をボリューム
内の関連位置に調整します。 

これを行うには、軸状スライスビュー画面のベースにあるスライダーをクリックアンドド

ラッグして対象の人体部位領域を表示します。 

トレースが描かれたら軸状スライスの位置を変更する必要がある場合は、  再構成パノラマ /ト
レースビュー画面または冠状スライスビュー画面をクリックアンドドラッグします。

2 ツールペイン で、次のいずれかを行います：

• をクリックして手動トレースツールをアクティブにする。

• 拡張したスクロールリストで、 をクリックして歯列弓を自動トレースする。自動ト

レースが描かれると、必要に応じて手動でトレースを微調整できます。｢トレースを調整
する｣を参照してください。

注記：トレースが描かれてそれをダブルクリックして確認すると、スライダーは
非表示になります。

注記：｢ MPR 設定｣で歯列弓自動作成機能が有効になっている場合は、カーブ
スライスタブを初めてクリックすると、自動的に顎歯列弓が作成されます。
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アイコンが青色の  でハイライト表示されて トレースツールがアクティブになっている

ことを示します。

｢ MPR 設定｣でこの機能を無効にすることができます。

3 軸状スライスビュー画面で、顎歯列弓に沿うポイントをクリックし、トレースの赤色のコン
トロールポイントを配置します。

4 歯列弓のトレースを終えたら、ダブルクリックしてトレースの最後のコントロールポイント
を設定します。トレースが描かれ、エントリが展開したツールペインのオブジェクトリスト
に作成されます。 

5  をクリックして、ツールをオフにします。 

注記：トレースを描くためにあまり多くのコントロールポイントを使用しないで
ください。歯列弓全体で 7 つのコントロールポイントを推奨します。 

トレースを描いた後でコントロールポイントを手動で調整することができま

す。トレースが赤色で描かれ、再構成パノラマビュー画面および斜め冠状スラ

イスビュー画面がアクティブになり、トレースが描かれるとダイナミックに更

新されます。

ヒント： 一部のケースでは、大きな FOV の画像にトレースを描く場合、処理
中にソフトウェアは画像を自動的に垂直にトリミングします。このようなこと
が起こった場合、トレースが描かれ後に診断領域限度を再配置することができ
ます。詳細は、｢基本診断領域ツールを使用する｣。を参照してください
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トレースを調整する

このセクションは歯列弓に沿って描かれたトレースを手動で調整する方法を説明します。

軸状スライスビュー画面のトレースの位置を調整するには、以下のステップに従います：

1 ツールボックスの ツールペインで をクリックして選択モードをアクティブにします。

2 軸状スライスビュー画面で、赤いトレースを直接クリックアンドドラッグして全体のトレー
ス (A) を移動するか、あるいは個別のコントロールポイント  をリックアンドドラッグして

トレースの一部を調整します (B)。

3 をクリックして選択モードをオフにします。

横断面プレーンを配置する

歯列弓をトレースする場合、以下のビュー画面が表示されます：

• 軸状スライスビュー画面 (A)

• 再構成パノラマビュー（' トレースビュー画面 ' としても知られています）(B)

• 冠状スライスビュー画面 ( 横断面用 ) (C)

注記：横断面ビュー画面の赤色のハンドル を使用するか｢直交スライスタブ
でのスクロール（「スライディング」）により 2D MPR 平面を移動する｣。で説
明しているマウススライド機能を使用してトレースの位置を調整することもでき
ます
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完全に再構成されたパノラマ画像は、の右側のトレースビュー画面 (B) 内に表示され、冠状ス

ライスビュー画面 (C)  は トレースビュー画面の下側に表示されます。

横断面プレーンの位置を調整する

横断面プレーンの位置を調整するには、以下のステップに従います：

1 ツールボックスの ツールペインで  をクリックして選択モードをアクティブにします。

2 対応する再構成されたパノラマビュー  と斜め 冠状スライスビュー画面  でハンドル 

および  を使用します。軸状スライス横断面プレーンの位置はビュー画面で動的に更新され

ます。

3 をクリックして選択モードをオフにします。

A 
軸状スライスビュー画面

B 
再構成されたパノラマ / トレースビュー

画面

C 
冠状スライスビュー画

面

注記：横断面プレーン（デフォルトカラーは青色）が、トレースが描かれたら、軸状
スライスビュー画面 (A)  に自動的に表示されます。

ヒント： 
• 従来のパノラマ X 線としてトレースビュー画面画面に表示された再構成パノラマビューを

提供するにはビュー画面ツールバーの  をクリックしておよそ 10 から 15 mm の
値を選択します。 

• 描画操作をキャンセルするには、ESC キー押します。

注記：処理の間、ビューは他のビュー画から消える場合があります。これが生じた
ら、ツールボックスの  をクリックすると、自動的にすべてのビューが中央に配

置されます。
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再構成されたパノラマ画像を作成する

カーブスライスタブで、顎歯列弓に沿ってトレースを描いて、再構成されたパノラマ画像を作成

することができます。｢カーブスライスタブを使用する｣を参照してください。

デフォルトでは、トレースが描画されるまで、軸状スライスビュー画面 と 3D ビュー画面が表示

されます。

トレースにそれぞれのポイントが追加されると、トレース画像は動的に更新されます。

Trophy 3D Imaging 基本設定で歯列弓自動作成機能が有効になっている場合は、カーブスライス

タブを初めてクリックすると、自動的に顎歯列弓が作成されます。この機能は基本設定を行うウィ

ンドウで無効にすることができます。 

再構成されたパノラマ画像を作成するには、以下のステップに従います：

1 カーブスライスタブで、軸状スライスビュー画面の軸状スライスペインの位置をボリューム
内の関連位置に調整します。 

軸状スライス平面を移動するには、軸状スライスビュー画面の最下部にあるスライダー

をクリックアンドドラッグします。 

2 ツールボックスのツールペインで、クリックして手動歯列弓ツールをオンにします（以下の
ヒントも参照してください）。 

ボタンが青色で表示され、ツールがアクティブになっていることを示します。

3 軸状スライスビュー画面で、顎歯列弓に沿うポイントをクリックし、トレースの赤色のコン
トロールポイントを配置します。 

トレースは赤色で描かれ、トレースビュー画面および 斜め冠状スライスビュー画面はトレー

スが描かれるとアクティブになります。 
それぞれの新しいコントロールポイントが追加されると、トレースビュー画面は動的に更新

されます。顎歯列弓の終端に届いたら、ダブルクリックしてトレースの最後のコントロール

ポイントを設定します。 

注記：一部のケースでは、大きな FOV の画像にトレースを描く場合、処理中にソフ
トウェアは画像を自動的に垂直にトリミングします。このようなことが起こった場合、
トレースが描かれ後に診断領域限度を再配置することができます。詳細は、｢基本診
断領域ツールを使用する｣を参照してください。

注記：ステップ 3 でトレースが描かれたら、このスライダーは表示されなくなり
ます。トレースが描かれたら軸状スライスの位置を変更する必要がある場合は、
トレースビュー画面または斜め冠状スライスビュー画面の  をクリックアンド
ドラッグします。

注記：このボタンが表示されていない場合、他のツールでアイコングループの中
を探します。｢アイコングループを使用する｣を参照してください。

ヒント： トレースを描くためにあまり多くのコントロールポイントを使用しな
いでください。歯列弓全体で 7 つのコントロールポイントを提案します。
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完全な再構成されたパノラマ画像は、軸状スライスビュー画面の右側のトレースビュー画面

に表示されます。 
トレースを描いた後でコントロールポイントを手動で調整することができます。

斜め冠状スライスビュー画面が トレースビュー画面の下に、 方向インジケータが顎内の画像

の方向を示して、表示されます。詳細は、｢方向インジケータを使用する｣。を参照してください

トレースが描かれると、エントリがツールボックスのオブジェクトリストに作成されます。 

4 従来のパノラマ X 線として再構成されたパノラマビューを表示するには、  をクリッ

クして、およそ 10 ～ 15 mm の値を選択します。 

神経管をトレースする

抜去またはインプラントの配置のために 3D ボリュームを評価するには、下顎神経を見つける必

要がある場合があります。顎歯列弓を一度トレースし、再構成されたパノラマ画像を作成した後

は、神経管ツールを使用して神経管のパスをトレースすることができます。

神経管をトレースするには 2 通りの方法があります：

• ｢メソッド 1 - 顎をスクロールしながらトレースする｣。

• ｢メソッド 2 - 神経管全体を表示してトレースする｣。

メソッド 1 - 顎をスクロールしながらトレースする

この方法には再構成されたパノラマビューの作成、および顎の領域内でカーブ平面をシフトおよ

び顎の領域内を移動しながら神経管に沿ってトレースポイントを追加する操作が含まれます。

メソッド 1 を使用して神経管をトレースするには、以下のステップに従います：

1 カーブスライスタブ上で、再構成されたパノラマ画像を作成します。

2 トレースビュー画面で  をクリックし、可能な限り薄い値を選択します。 

これは正確で確実に神経管をトレースするためです。

3 ツールボックスの ツールペインで、マウス設定をスライドにします。 

4 トレースビュー画面をクリックして、上顎内の神経管の入力ポイントを表示できるまで、マ
ウスホイールを使って顎の域内をスクロールします。 

マウスホイールをスクロールする際、顎の深部にカーブ平面が移動するにつれて トレース

ビュー画面内の画像は変化します。平面が動く位置は、赤いトレースラインが軸状スライス

ビュー画面内の初期の位置から移動する動きに注目することで、モニターできます。

ヒント： 

• 同じアイコングループから  を使用して、歯列弓に沿ってカーブパスを自動的に
作成します。カーブパスを生成した後でコントロールポイントを手動で調整すること
ができます。

• 描画操作をキャンセルするには、ESC キー押します。
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5 一度神経管の入口点を明瞭に見定めたら、 ツールボックスのツールペインで をクリッ

クします。 

ボタンが青色で表示され、神経管ツールがアクティブになっていることを示します。

6 トレースビュー画面内で画像をクリックし、神経管の入口点をマークします。 

オレンジ色のドットが画像に表示されます。 
これは必要に応じて後で調整可能な、トレースのコントロールポイントです。

7 さらに顎のスクロールを続け、神経パスの表示域を移動しながら画像をクリックしてコント
ロールポイントを追加してゆきます。 

クリックするたびに新しくオレンジ色のドットが追加されます。

8 神経孔（出口点）に達したら、画像をダブルクリックすることにより最終コントロールポイ
ントを設定します。 

最後のポイントが画像のトレースに追加され、ツールボックスの展開したツールペインのオ

ブジェクトリストに新しい神経管の入力が表示されます。 

9 顎のもう一方の側の神経をトレースするには、画像のもう一方の側で上記のプロセスを繰り
返します。

10 両方の神経管トレースを描き終わったら、トレースビュー画面内をクリックし、さらに

 をクリックしてスライスの厚さとして 15 mm 程度を選択します。

これは実際のパノラマ画像の厚さをシミュレートし、画像上に両方の神経管トレースが見え
るようになります。

メソッド 2 - 神経管全体を表示してトレースする

この方法には再構成されたパノラマビューを作成し、次に顎のトレースを調整し、顎の域内でカー

ブ平面をシフトおよび顎域内で神経管に沿ってトレースポイントを追加する操作が含まれます。

メソッド 2 を使用して神経管をトレースするには、以下のステップに従います：

1 カーブスライスタブ上で、再構成されたパノラマ画像を作成します。

2 トレースビュー画面で可能な限り薄い値をクリックして選択します。これは正確で確実に神
経管をトレースするためです。

3 ツールボックスのツールペインで、マウス設定が スライドに設定されていることを確認して

ください。 

4 ツールボックスのツールペインで、 をクリックします。 

ボタンが青色で表示され、ツールがアクティブになっていることを示します。軸状スライス

ビュー画面で、顎のトレース上に赤色のコントロールポイントが表示されます。

5 軸状スライスビュー画面内で、個々のコントロールポイントをクリックアンドドラッグして顎
のトレースの位置を調整し、トレースビュー画面内に神経管全体が表示されるようにします。
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6 神経管全体がはっきりと見えたら、ツールボックスのツールペインで をクリックします。 

ボタンが青色で表示され、神経管ツールがアクティブになっていることを示します。

7 トレースビュー画面内で画像をクリックし、表示されている神経管に沿って各ポイントを
マークします。 

各ポイントにオレンジ色のドットが現れます。 
これらは、必要に応じて後で調整可能なトレースコントロールポイントです。

8 最後のコントロールポイントを追加するには画像上でダブルクリックします。最後のポイン
トが画像のトレースに追加され、ツールボックスの展開したツールペインのオブジェクトリ
ストに新しい神経管の入力が表示されます。 

9 顎のもう一方の側の神経をトレースするには、画像のもう一方の側で上記のプロセスを繰り
返します。

10 両方の神経管トレースを描き終わったら、トレースビュー画面内をクリックし、さらに

 をクリックしてスライスの厚さとして 15 mm 程度を選択します。 

これは実際のパノラマ画像の厚さをシミュレートし、画像上に両方の神経管トレースが見え

るようになります。

神経管トレースを微調整する

再構成されたパノラマ画像上に神経管トレースを描いた後は、冠状スライスビュー画面内でコン

トロールポイントを動かすことで、トレースに位置を微調整できます。 

神経管トレースを微調整するには、以下のステップに従います：

1 ツールボックスのツールペインで、  をクリックします。

ボタンが青色で表示され、ツールがアクティブになっていることを示します。軸状スライス

ビュー画面で、顎のトレース上に赤色のコントロールポイントが表示されます。

ヒント： 描画操作をキャンセルするには、ESC キー押します。



Trophy 3D Imaging ユーザーガイド (SMA22TP_ja) - Ed07 85

2 軸状スライスビュー画面内で横断面スライス平面を、神経管トレースが描かれた顎の曲線部
まで移動させ、次に冠状スライスビュー画面内に生じる変化に注目します。

3 トレースビュー画面内ではマウスホイールをスライドモードで使用し、神経管トレース上に
コントロールポイントが表示されるまで、横断面スライス平面を動かし続けます。

4 冠状スライスビュー画面内で、コントロールポイント（B）をクリックアンドドラッグで神経

管トレースの位置まで移動します。

冠状スライスビュー画面 内で、横断面スライス平面が神経管ト
レースをカットする際に、オレンジ色の円（A）が表示されます。

コントロールポイント（B）が神経管トレース上に到達した時
点でオレンジ色の円内にオレンジ色のドットが表示されます。

注記：神経管トレースの直径は、ツールボックスの展開したツールペインにあ
る神経管オブジェクトリストで変更できます。｢ツールペインのオブジェクト
リストを使用する｣を参照してください。
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セグメント化した気道を作成する

直交スライスおよび 斜めスライスワークスペースタブでは、 ツールペインの気道ツールを使用し

て矢状スライスビュー画面で、次の操作を実行できます：

• 上下のポイントに応じてセグメントを設定するために少なくとも 2 つのシードポイント

を使用して、全体積、最小断面積、前後 / 左右の測定値を示すセグメント化された気道を

作成します。

• リアルタイムで測定値を表示および更新します。

測定値は自動的に計算され、スライスが計算された位置は円形リングを使用して 3D ビュー画面

に、2D MPR ビューでは一連のラインとして表示されます。

｢気道設定｣で気道ツール設定を構成できます。

気道ビューを作成する

気道ツールを使用するには、以下のステップに従います：

1 ツールペイン の直交スライス または斜めスライスタブで、 をクリックして気道ツール

をアクティブ化します。 

気道分析アイコンは青色に変わります。 

2 矢状スライスビュー画面 で、気道の上部領域をクリックして、最初のポイントを設定しま

す。 

3 気道の別のポイントをクリックして、少なくとも 1 つの

シードポイントをさらに設定します。

4 ダブルクリックして最終シードポイントを設定します。 

5 必要に応じて、2D MPR ビューで気道ビューの既存のアウ

トラインをクリックアンドドラッグし、カバーされる領域
を変更することができます。この場合、修正された気道が
自動的に計算されます。 

警告： ソフトウェアで作成された描画および測定は、ユーザーの責任のもとで行わ
れます。
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シードポイントが加えられる角度は、断面積が計算される角度を決定します。以下の例はい

くつかのシードポイントを示します。

計算された気道が ツールペイン内の気道オブジェクトリストに追加され、ペイン内で気道オ

ブジェクトの名前は容積サイズ（立方センチメートル）で表されます。 

計算されると、気道は自動的に 3D ビュー画面に表示され、次の測定値は一連のリングで示され

ます： 

• 最小断面積 (MCA)

• 最小 AP 距離

• 最小 RL 距離

• セグメント化領域の全体積。

気道オブジェクトリストを使用する

オブジェクトリストの詳細は、｢ツールペインのオブジェクトリストを使用する｣を参照してくだ

さい。
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気道オブジェクトリストを使用するには、以下のステップに従います：

1 ツールペインで、オブジェクトリストツールバーの  (B) をクリックして、気道オブジェク
トリストを選択します。 

2 以下のいずれかを実行します：

イメージ内の気道オブジェクト
を表示または非表示にするに
は ...

オブジェクトリストで：

• 画像内の気道オブジェクトをすべて非表示にするには、オブ
ジェクトリストツールバーの  (A) をクリックします。非表

示の気道のオブジェクトをすべて表示するには、  をクリッ
クします。

• 画像内の気道オブジェクトの 1 つを非表示にするには、気道
オブジェクトツールバーの  (D) をクリックします。画像に

非表示オブジェクトを表示するには、  をクリックします。

画像内の気道オブジェクトを削
除するには ...

• 画像内の気道オブジェクトをすべて削除するには、オブ

ジェクトリストツールバーの  (C) をクリックします。

• 画像内の気道オブジェクトの 1 つを削除にするには、気道

オブジェクトツールバーの  (I) をクリックします。

3D ビュー画面 の気道オブジェ
クトの測定値を非表示または表
示するには ...

 (E) をクリックします。

2D MPR ビュー画面で気道オブ
ジェクトの色を変更するには ...

気道オブジェクトツールバーのカラーボックス (F) をクリック
し、気道オブジェクトの別の色を選択します。

リスト内の気道オブジェクト
の測定値を表示するには ...

マウスポインターをオブジェクトリストの気道名 (G) の横にあ
る矢印の上にかざします。

気道オブジェクトのさまざま
な測定値間を移動するには ...

 (H) をクリックすると、さまざまな測定値を切り替えること
ができます：

• 最小面積測定の中心。
• AP 測定の中心。
• RL 測定の中心。

セグメンテーションしきい値を
設定する際に 3D が使用する強
度しきい値を変更するには ...

修正するには、必要に応じてセグメンテーション しきい値 (J) ス
ライダーを移動します。 

気道 ビュー内の定義済みのセ
クション領域の値に一致する色
を変更するには ...

選択した画像のカラーインジケータ (K) を移動します。

デフォルトでは、セグメント化された気道のセクションを表す 4
つのカラースケールエントリがあり、それらのエリア値は、｢気
道設定｣で設定されます。

気道オブジェクトの設定にリ
セットするには ...  (L) をクリックします。
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TMJ ビューを作成する

デフォルトでは、トレースが軸状スライスビュー画面に描画されるまで、カスタムスライス タブ

上で 軸状スライスビュー画面 および 3D ビュー画面 のみが有効になります。

顎関節ビューを作成するには、以下のステップに従います：

1 カスタムスライスタブで、顆が軸状スライスビュー画面に表示されるまで軸状スライス平面
の位置を調整します。 

軸状スライス平面を移動するには、軸状スライスビュー画面の最下部にあるスライダー

をクリックアンドドラッグします。

2 ツールボックスのツールペインで、  をクリックします。 

ボタンが青色で表示され、顎関節 ツールがアクティブになっていることを示します。 

軸状スライスビュー画面に既存のトレースがある場合、前のトレース（およびビュー）が削

除されることを知らせる警告が表示されます。次のいずれかを実行します：

• はいをクリックすると続行 - 既存のトレースおよびビュー画面が削除されます。

• いいえをクリックして、前のトレースを維持します。

3 軸状スライスビュー画面で、左または右の顆を選択し、クリックしてトレース開始点を設定
し、次に顆を通ってラインを描き、反対側をもう一度クリックしてトレース終点を設定しま
す。 
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顎関節 /イヤーおよび 顎関節 /イヤービューが 冠状スライスビュー画面 でアクティブになり、

反対側の顆に対称トレースが自動的に描画され、3D ビュー画面は 顎関節 / イヤーおよび 顎関

節 / イヤー / 横断面トレースで定義された領域のトリミング画像を表示します。

注記：トレースが描かれると、軸状スライス平面スライダーが消えて、軸状スラ
イス平面グラブハンドルが代わりに表示されます。 
トレースラインが存在する場合、顎関節 / イヤーおよび 顎関節 / イヤー / 横断面
ビュー画面の  をクリックアンドドラッグして軸状スライスを移動させます。
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イヤービューを作成する

デフォルトでは、トレースが軸状スライスビュー画面に描画されるまで、カスタムスライス タブ

上で 軸状スライスビュー画面 および 3D ビュー画面 のみが有効になります。

イヤービューを作成するには、以下のステップに従います：

1 カスタムスライス タブで、イヤー領域が 軸状スライスビュー画面 に表示されるまで軸状スラ
イス平面の位置を調整します。 

軸状スライス平面を移動するには、軸状スライスビュー画面の最下部にあるスライダー

をクリックアンドドラッグします。

2 ツールボックスのツールペインで、  をクリックします。 

ボタンが青色で表示され、イヤーツールが有効になっていることを示します。 

軸状スライスビュー画面に既存のトレースがある場合、前のトレース（およびビュー）が削

除されることを知らせる警告が表示されます。次のいずれかを実行します：

• はいをクリックすると続行 - 既存のトレースおよびビュー画面が削除されます。

• いいえをクリックして、前のトレースを維持します。

3 軸状スライスビュー画面 で、左または右のイヤーを選択し、クリックしてトレース開始点を

設定し、次にイヤー領域を通ってラインを描き、反対側をもう一度クリックしてトレース終
点を設定します。 
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顎関節 / イヤーおよび 顎関節 / イヤー / 横断面ビュー画面がアクティブになり、反対側のイ

ヤーに対称トレースが自動的に描画され、 3D ビュー画面 は、顎関節 / イヤーおよび 顎関節 /
イヤー / 横断面トレースで定義された領域のトリミングした画像を表示します。

側頭骨ビューを作成する

側頭骨ビューを作成するには、以下のステップに従います：

1 カーブスライスタブで、軸状スライスビュー画面の軸状スライスペインの位置をボリューム
内の関連位置に調整します。 

軸状スライス平面を移動するには、軸状スライスビュー画面の最下部にあるスライダー 
をクリックアンドドラッグします。

2 ツールボックスのツールペインで、  をクリックします。 

ボタンが青色で表示されると、ツールがスイッチオンになっていることを示します。 

3 軸状スライスビュー画面 で、軸状スライスのポイントをクリックして、トレースの赤色のコ

ントロールポイントを配置します。

トレースは赤色で描かれ、トレースと横断面スライスビューの画面は、トレースが描かれる

とアクティブになります。 
それぞれの新しいコントロールポイントが追加されると、トレースビュー画面は動的に更新

されます。トレースの終端に届いたら、ダブルクリックして最後のコントロールポイントを

設定します。 
側頭骨のビューは、軸状スライスビュー画面 の右側の トレースビュー画面 に表示されます。

トレースを描いた後でコントロールポイントを手動で調整することができます。

斜め冠状スライスビュー画面が トレースビュー画面の下に表示され、方向インジケータが顎

の画像の方向を示します（詳細は ｢方向インジケータを使用する｣。 を参照してください )。

注記：トレースが描かれると、軸状スライス平面スライダーが消えて、軸状スライス
平面グラブハンドルが代わりに表示されます。 
トレースラインが存在する場合、顎関節 / イヤーおよび 顎関節 / イヤー/ 横断面ビュー
画面の  をクリックアンドドラッグして軸状スライスを移動させます。

注記：トレースが描かれると、軸状スライス平面スライダーが消えて、軸状スラ
イス平面グラブハンドルが代わりに表示されます。 
トレースが描かれたら軸状スライスの位置を変更する必要がある場合は、トレー
スビュー画面または斜め冠状スライスビュー画面の  をクリックアンドドラッ
グします。

注記：このボタンが表示されていない場合、他のツールでアイコングループの中
を探します。
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トレースが描かれると、エントリがツールボックスのオブジェクトリストに作成されます。

｢ツールペインのオブジェクトリストを使用する｣を参照してください。

ビューを同期する

カスタムスライス タブで、マウスホイール設定をしてズームする場合、以下のオプションによっ

て カスタムスライス タブの 顎関節 イヤーおよび関連する横断面ビュー画面のズーム動作のコン

トロールが可能です：

同期の無効化
クリックすると、顎関節 /イヤーと 顎関節 /イヤーの横断面ビュー
画面（下の A から D）のズーム同期が無効になります。 

4 つのビューの同期化 
クリックすると、顎関節 /イヤーと 顎関節 /イヤーの横断面ビュー
画面（下の A から D）のズーム同期がアクティブになります。｢ 4
つのビューを同期化する｣を参照してください。

2 つのビュー( 側面 ) の同期化 
クリックしてビュー画面ペアーA+D および B+C のズーム同期が
アクティブになります。｢ 2 つのビュー ( サイド ) の同期化｣を参
照してください。 

2 つのビュー ( タイプ ) の同期
化

クリックしてビュー画面ペアーA+B および C+D のズーム同期が
アクティブになります。｢ 2 つのビュー ( タイプ ) を同期化する｣
を参照してください。

注記：一部のケースで大きな FOV の画像にトレースを描く場合、処理中にソフトウェ
アは画像を自動的に垂直にトリミングします。このようなことが起こった場合、トレー
スが描かれると診断領域限度を再配置することができます。詳細は、｢基本診断領域
ツールを使用する｣。を参照してください

注記： 取得したボリュームが小さい FOV のビューである場合、これらのアイコンの
2 つのみが表示されます：
1. 同期を無効にします。

2. または、FOV に応じてサイドまたはタイプによって ビューを同期します。
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カスタムスライスタブ上の顎関節 /イヤーおよび顎関節 /イヤー横断面ビュー画面を以下に示します。

ビューの同期を無効化する

ビュー同期を無効にするには、以下のステップに従います：

1 カスタムスライスタブへ進みます。

2 ツールボックスの調整セクションで  をクリックします。 

マウス設定が表示されます。

3 マウスホイール設定で、ズームを選択します。

4 マウスホイール設定で、  をクリックします。 

このオプションをアクティブにする場合、各ビューを各々独立にズームできます。

4 つのビューを同期化する

ビューを同期化するには、以下のステップに従います：

1 カスタムスライスタブへ進みます。

2 ツールボックスの調整セクションで  をクリックします。 

マウス設定が表示されます。

3 マウスホイール設定で、ズームを選択します。

4 マウスホイール設定で、  をクリックします。 
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このオプションがアクティブにされている場合、ビュー画面 A ～ D（｢ビューを同期する｣を

参照してください。）のズームはすべての他のビュー画面も同時にズームします。

2 つのビュー ( サイド ) の同期化

2 つの側面ビューを同期するには、以下のステップに従います：

1 カスタムスライスタブへ進みます。

2 ツールボックスの調整セクションで をクリックします。 

マウス設定が表示されます。

3 マウスホイール設定で、ズームを選択します。

4 マウスホイール設定で、  をクリックします。 

このオプションがアクティブの間、ズームは以下のように同期します ( ｢ビューを同期する｣

を参照してください。)： 

• ビュー画面 A と D は同期しています。 

• ビュー画面 B と C は同期しています。

2 つのビュー ( タイプ ) を同期化する

タイプによる 2 つのビュー ( タイプ ) を同期化するには、以下のステップに従います：

1 カスタムスライスタブへ進みます。

2 ツールボックスの調整セクションで をクリックします。 

マウス設定が表示されます。

3 マウスホイール設定で、ズームを選択します。

4 マウスホイール設定で、  をクリックします。 

このオプションがアクティブの間、ズームは以下のように同期します ( ｢ビューを同期する｣

を参照してください。)： 

• ビュー画面 A と B は同期しています。 

• ビュー画面 C と D は同期しています。
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ビュー画面のスクリーンショットを作成する

ビュー画面のスクリーンショットを作成するには、ビュー画面ツールバーの  をクリックし

ます。

スクリーンショットのサムネイルが ギャラリー に追加されます。

ビュー画面スクリーンショットを作成するとき：

• 画像ファイルが選択されたビュー画面に作成されます。

• ｢エクスポート設定｣ で指定したフォーマットで画像ファイルが作成されます。

• スクリーンショットファイルのコピーの場所は、｢エクスポート設定｣ で指定されます

注記：このボタンと DICOM スナップショットボタン ( ) を切り替えることが
できます。このボタンの詳細は｢ DICOM スナップショットを作成する｣を参照して
ください。
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5 3D ビュー画面を使用する

3D ビュー画面

3D ビュー画面は取得した 3D ボリュームの完全に回転可能な表示を提供します。

• 3D ビューを回転するには、3D ビュー画面でクリックアンドドラッグします。方向イン

ジケータが 3D 表示の回転と同期して回転します。 

• 3D ビューの方向をリセットするには、次の 3D 方向ボタンの 1 つを使用します。

• 拡大と縮小を行うにはマウスポインターを3D ビュー画面上に移動してマウスホイールを

スクロールします。

• 3D ビューを回転するには、3D ビュー画面で右クリックアンドドラッグします。

• ビュー画面ツールバーボタンを使用して別のウィンドウでスナップショットを撮影、

ビュー画面最大化、または 3D ビューで開きます。

• 3D ビュー画面を使用してスライス平面を移動するにはスライス平面上を右クリックし、

新しい位置までドラッグします。｢ 2D MPR ビュー画面でスライス平面を移動し傾斜させ

る｣を参照してください。

• 3D スライダーを使用して 3D ビューの全般的な表示および表示されるさまざまな組織タ

イプをコントロールします。｢ 3D カラースライダーを使用する｣を参照してください。

• 3D ビューをトリミングするには斜めスライスタブのクリッピングボックスを使用するか、

または診断領域 ツールを使用します ( ｢カスタムの診断領域ツール（2D）を使用する｣ ま
たは ｢カスタムの診断領域ツール（3D）を使用する｣を参照。)。

矢状
3D 画像の方向を再度変更し、矢状方向で表示します。画像は、患者が左か
右を向いたかのように表示されます ( ｢ビュー方向設定｣ の設定に依存 ) 。

冠状
3D 画像の方向を再度変更して、冠状から表示します。画像は、患者が正面
か後ろを向いたかのように表示されます ( ｢ビュー方向設定｣の設定に依存 )。

軸状

3D 画像の方向を再度変更し、軸から表示します。画像は、下方から上方を
眺めるか、上方から下を見おろす状態で表示されます ( ｢ビュー方向設定｣
の設定に依存 )。

透視図
3D ビューをリセットし、デフォルトの透視方向で表示します。画像は前
側、上面そして左側が見えるように表示されています。

警告：3D レンダリングは診断用に使用してはなりません。任意断面表示 (MPR) に
使用する 1 つ以上の二次元スライスを使用して確認を行う必要があります。

注記： 3D ビューが表示されない場合は、3D ビューが ｢ 3D ビュー設定｣で無効に
なっているかどうかをチェックしてください。
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方向インジケータを使用する

方向インジケータに表示される文字について以下で説明します。手首をレビューする場合は、L と
R を使用します。

これらの文字は Trophy 3D Imaging で 2D 画像の方向を示すためにも使用されます。

注記： 手首が使用されている場合はカスタムスライスは無効になります。

方向インジケータは 3D ビュー画面の左下隅に表示されます。

3D ビューを回転するとき、方向インジケータは同時に回転し、いずれの 3D
ビューの透視が表示されているかの理解の助けとなります。

H ヘッド、上から見下ろしたビュー

F フット、下から見上げたビュー

L 左、患者の左側からのビュー

R 右、患者の右側からのビュー

A 前面、患者の前側からのビュー

P 後方、患者の後方からのビュー

ビュー画面  文字

2D MPR ビュー画面

通常の 2D MPR ビュー画面では、上記に示し
た 3D 方向インジケータと同一の文字を使用
する 4 つの方向インジケータ (A) を表示し
ます。

冠状スライスビュー画面

このケースでは、別の文字 (B および L) が特
定の方向を示すために使用されます： 
B  - 頬側 
L  - 舌側
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MPR 平面を表示する

3D ビュー画面はさまざまな色で 3 つの直交 MPR 平面を表示します。3D ビュー画面で平面ボタ

ンを使用してさまざまな平面表示オプションを選択できます。

3D ビュー画面で、 ビュー画面ツールバーの平面ボタンをクリックして次のように 3D 平面設定の

1 つを選択します。 

平面：非平面 スライス平面は表示されません。 

平面：ワイヤフレー

ム

3D ビューにスライス平面の位置をカラー
エッジ付きの透明平面で表示します。 

 平面：MPR

3D ビューにスライス平面の位置をカラー
エッジ付きの MPR 平面として表示します。
｢ 3D ビュー画面に MPR 平面を再配置する｣
を参照してください。

注記： スライス平面の MPR をさらに明瞭に
表示するために、3D 不透明度スライダーを 0
の方向にスライドします。｢ 3D スライダーを
使用する｣を参照してください。

平面：カラー
3D ビューのスライス平面の位置をカラー付
き、不透明平面として表示します。
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3D ビュー画面に MPR 平面を再配置する

3D ビュー画面画面を使用して MPR 平面を迅速に再配置するには、以下のステップに従います：

1 ビュー画面ツールバーの平面ボタンをクリックし、  または  を選択します。 

これによって MPR 平面でのクリックが容易になります。

2 MPR 平面を右クリックし、新しい位置にドラッグします。

再フォーマットツールを使用する

再フォーマットツールこのボタンは、指定した装置タイプから取得した 3D ボリュームを開くと

自動的に開き、既存の 3D ボリュームから新しいボリュームを派生させることができます。 

再フォーマットツールダイアログボックスでは、次の操作を実行してこの新しいボリュームを取

得できます：

• 患者の位置を設定するために、2D MPR 平面の角度を調整します。

• ボクセルのサイズを変更して軽量（低解像度）を作成します。これは、他のソフトウェア

アプリケーションとの互換性などに役立ちます。

• トリミングボックスを使用して診断の特定領域に焦点を当てます。

再フォーマットツールを使用するには、以下のステップに従います：

1 イメージングソフトウェアアプリケーションから、再フォーマットしたい 3D ボリュームを開
きます。 

再フォーマットツールウィンドウが表示されます。

2 軸状スライスビュー画面、冠状スライスビュー画面、および矢状スライスビュー画面で、以
下のことができます：

• スライス厚を選択するには、ビュー画面の右下隅の をクリックして厚さを選択

します。

• 厚さモードを選択するには、 をクリックしてモードを選択します。

注記： この機能を作動させるには、3D ビュー画面の平面を注意してクリックして
ください。平面上を右クリックしない場合、代わりに 3D ビューがパンされます。

重要：再フォーマットツールを使用する際、複製ボリュームが同じ患者フォルダ内
に作成されます。このツールを使用する前にディスクに十分な空き容量があること
を確認します。
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• 終端のハンドル (A) を使用してスライス平面を移動し、傾斜ハンドル (B) を使用して角度

を調整します。

3 3D ボリュームをトリミングしてボリュームの一部のみを表示するには、トリミングボックス

オプションを選択し、3 つの 2D MPR スライスの周りの白いハンドル (A) を調整します。

4 ボクセルサイズを変更するには、ボクセルサイズドロップダウンリストからより大きいボク
セルサイズを選択します。

5 ボリューム名フィールドに名前を追加し、OK をクリックします。 

再フォーマットしたボリュームを保存することができる名前を入力する必要があります。 

3D カラーパレットを使用する

Trophy 3D Imaging は、さまざまな組織タイプが 3D ビュー内でどのように表示されるかを定義

するさまざまなカラーパレットのライブラリを提供します。

これらのパレットを使用するには定義済みパレットを選択するか、または必要に応じてカラース

ライダーを有効にして、3D ビューの外見を微調整できます。｢ 3D カラースライダーを使用する｣

を参照してください。

3D カラーパレットを選択するには、以下のステップに従います：

1 ツールボックスのディスプレイセクションで、 をクリックして 3D 調整ツールをアク
ティブにします。 

ツールボックスが展開して 3D 調整ツールを表示します。  の隣のテキストは現在アクティ

ブになっている 3D カラーパレットの名前を表示します。

2 3D 調整ツールで、現在のパレット名 ( 例えば骨）をクリックします。 

使用可能なすべてのパレットのドロップダウンリストが表示されます。

3 別のパレット名をクリックして選択します。 

新しいパレットが 3D ビューに適用されます。

注記： ボリュームの 再フォーマットツール を使用したくないことを決定したら：

• Trophy 3D Imaging が再フォーマットすることなく 3D ボリュームを表示するよう
に開くために、スキップをクリックします。

• 終了をクリックします。Trophy 3D Imagingソフトウェアアプリケーションが閉じます。
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デフォルトでは以下の 3D カラーパレットが利用できます。

3D カラーパレットを作成する

3D カラーパレットを作成するには、以下のステップに従います：

1 既存の 3D カラーパレットを選択します。

2 3D カラースライダーを使用して 3D ビューを調整します。 

アスタリスク (*)がパレット名の隣に表示され、3D カラーパレットが変更されたことを示します。 

3 ツールボックスのディスプレイパネルにある 3D セクションで  をクリックします。 

パレットライブラリウィンドウが表示されます。

4 パレットライブラリウィンドウで、パレットの作成ボタンをクリックします。 

保存されたパレットのオプションが表示されます。

5 新しいパレットの名前を入力します。 

パレットのドロップダウンリストに新しいパレットを表示させる場合はお気に入りをクリッ

クして選択し、デフォルトで 3D ビューに表示されるようにする場合は デフォルトを選択し

ます。

6 OK をクリックしてパレットを保存します。

3D カラーパレットを編集または削除する

3D パレットを編集または削除するには、以下のステップに従います：

1 ツールボックスのディスプレイセクションで、  をクリックして 3D 調整ツールをアク
ティブにします。 

ツールボックスが展開して 3D 調整ツールを表示します。

骨
骨のレンダリングをハイライト表示させてリアルな 3D ビューを表示しま
す。

透明な骨 骨組織をより低い不透過度で表示し、歯の構造をハイライト表示させます。

グレースケール 3D ビューをグレースケール画像として表示します。

リアリスト より広い範囲の色をもつ 3D ビューを表示します。

輝く骨 骨パレットに似ているが輝くレンダリングの 3D ビューを表示します。

輝くリアリスト
リアリストパレットに似ているが輝くレンダリングの 3D ビューを表示し
ます。

注記： カラースライダーがここで提供されるのは、保存する前にプリセットの
最終的な調整ができるようにするためです。
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2 ツールボックスのディスプレイパネルにある 3D セクションで  をクリックします。

パレットライブラリウィンドウが表示されます。

3 パレットライブラリウィンドウで、次のいずれかを行います： 

• をクリックしてパレットを編集する。 

• をクリックしてパレットを削除します。

4 OK をクリックします。

3D カラーパレットをお気に入りに追加する

パレットライブラリウィンドウが表示されたら、お気に入りのステータスが次のように表示され

ます。

お気に入りのリストに含める 3D カラーパレットを選択するには、以下のステップに従います：

1 ツールボックスのディスプレイセクションで、  をクリックして 3D 調整ツールをアク
ティブにします。 

ツールボックスが展開して 3D 調整ツールを表示します。

2 ツールボックスのディスプレイパネルにある 3D セクションで  をクリックします。 

パレットライブラリウィンドウが表示されます。

3 パレットライブラリウィンドウ内で、現在お気に入りのリストにないいずれかのパレットに

ついて  をクリックします。 

• マウスポインターを遠ざけると、アイコンは に変化して、選択したプリセットがお気

に入りに入ったことを示します。選択解除するには をクリックします。 

• マウスポインターを遠ざけると、アイコンは に変化して、選択したプリセットがお気

に入りでないことを示します。

4 OK をクリックします。

既存の 3D カラーパレットを選択すると、隣にあるこのアイコンが付けられたすべてのプリ
セットがお気に入りの中に表示されます。

隣にあるこのアイコンが付けられたすべてのプリセットは、お気に入りのリストに表示されま
せん。

注記： デフォルトのパレットは削除できません。
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3D スライダーを使用する

3D 調整パネルをアクティブにするには、ツールボックスの  をクリックします。

3D 調整パネルには 3D ビューの外見をコントロールするために使用できる下記のようなスライ

ダーがあります。

 をクリックすると両方のスライダーをリセットします。

3D 調整パネル内の他のスライダーとしては、3D ビュー内でさまざま組織タイプの表示をコント

ロールするために使用できるいくつかのカラースライダーがあります。

3D カラースライダーを使用する

3D ボリューム内のいずれのボクセルがボクセル強度に基づくと考えるかを定義できます。どのく

らいの量の組織、さらにはいずれの組織が 3D ボリュームに表示されるかを決めることができま

す。例えば、すべてのスキンを 20% の不透明度に設定して薄い青色で表示するようにできます。

カラースライダーを使用するか、カラーパレットを使用して、ボクセルに基づいて強度を定義し

ます。｢ 3D パレットカラーを変更する｣を参照してください。

各スライダーは異なる組織タイプを表す 1 つの文字 (A) で識別されます。

 をクリックしてスライダーを現在のプリセット値にリセットします。

3D カラースライダーを使用するには、以下のステップに従います：

グラジエント このスライダーを使用して高密度領域周辺の金属物質のような
余計な「ノイズ」を取り除きます。

不透過度 このスライダーを使って 3D 表示のグローバル不透過度を調整し
ます。

S 皮膚

F 筋肉組織

B 骨

D 象牙質

E エナメル質

A アマルガム
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1 ツールボックスのディスプレイセクションで、 をクリックします。 

ツールボックスが展開して 3D 調整ツールを表示します。

2 次のいずれかを実行します：

• 3D ビュー画面内でカラースライダーを使用し、3D ビュー画面中の異なる組織タイプの

不透過度を調整します。

• をクリックします ( 下の A を参照 )。 

アイコンは  に変わり、3D ビュー画面の下で 3D カラーバー (C) がアクティブになります。

3 3D カラーバーでアジャスター（D）をクリックしてさまざまな組織タイプの不透過度レベル

を調整します。

4 リセットアイコン（EE）をクリックして現在のプリセット値をリセットします。
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3D パレットカラーを変更する

3D パレットで使用されるカラーを変更するには、以下のステップに従います：

1 ツールボックスのディスプレイセクションで、  をクリックします。 

ツールボックスが展開して 3D 調整ツールを表示します。

2 3D 調整ツールでカラーブロック (B) をクリックします。 

カラーピッカーウィンドウが表示されます。

3 カラーピッカーウィンドウ内で新しいカラー選択し、OK をクリックします。 

3D カラーパレットおよび 3D ビュー画面に新しいカラーが適用されます。

プリセットを使用する（画像レンダリング）

Trophy 3D Imaging は画像レンダリングプリセットの 2 つのライブラリを提供します。

• MPR はすべての MPR ビューにおいて明るさ、コントラスト、およびシャープネスの設

定をプリセットします。明るさとコントラストは「ウィンドウ化」プリセットと呼ばれま

す。これは放射線用語で、放射線画像における明るさおよびコントラストのレベルを指し

ます。

• 3D カラーパレットは、各カラーレベルの設定をプリセットします。これらによって 3D
ビューにおけるさまざまな組織タイプの外見をコントロールできます。
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6 ボリューム付きの患者の Face Scan 画
像をアラインする

Trophy 3D Imaging 自動 Face Scan アライメントは以下を提供します：

• 患者の画像ボリューム付きの患者の Face Scan 画像の自動アライメント

• アライメントの半自動または手動調整するために使用が容易なツール

ボリューム付きの患者の Face Scan 画像をアラインする

患者の画像ボリューム付きの患者の Face Scan をアラインするには、以下のステップに従います：

1 レビュータブ以外のワークスペースタブのツールボックスの ツールペインで、 をクリッ
クして患者画像ボリュームとアラインする顔を選択します。 

患者の Face Scan ウィンドウが開き、使用可能な顔がウィンドウのサイドプレーンに日付順

に表示されます。 
顔の上にマウスをかざすと、以下の画像取得タイプ ( フェイス ) 情報を表示できます：

2 患者の Face Scan のサイドプレーンのリストで、患者の画像ボリュームにアラインする顔を

選択します。

注記： サポートされる患者の Face Scan フォーマットのみがアライメント
に利用できます。

注記： 同時には、１つの患者の顔のみが患者画像ボリュームにアライン
できます。
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3 アラインをクリックして自動顔アライメントプロセスを起動します。 

顔に関連するデータと患者の画像ボリュームデータとの間に相違がある場合、患者の画像ボ

リュームと顔の詳細を示すダイアログボックスが表示されます。情報をレビューした後、確

認をクリックしてアライメントを継続するか、またはキャンンセルをクリックして別の顔を

選択します。 

Trophy 3D Imaging 顔と患者画像ボリュームとの自動アライメントを起動します。

自動登録が成功しない場合は、直接、｢アライメント調整ウィンドウにアクセスする｣。に進

みます 

顔が患者の画像ボリュームにアラインされる場合：

• アライメントされた Face Scan と患者の画像ボリュームが 3D ビュー画面に表示されます。
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• 顔の輪郭が 2D ビュー画面にラインとして ( デフォルト色はピンクです ) 表示されます。

• 顔が Face Scan のオブジェクトリストに表示されます。

4 患者の顔を患者の画像ボリュームと比較することによって、アライメントが正しく行われた

ことを確認します。｢ Face Scan アライメント手動でを調整する｣。

Face Scan アライメントを調整する

注意深い人体詳細の分析に基づいた結果をリファインするために、患者の Face Scan を患者の画

像ボリュームのアライメントを自動で行うことができます。 

アライメント調整ウィンドウにアクセスする

患者の顔と患者画像ボリュームとの自動アライメントを行うには、以下のステップに従います：

1 ツールボックスのツールペインでレビュータブではない、ワークスペースタブで、 をクリッ
クしてオブジェクトドロップダウンリストの Face Scan を選択します。

2 選択した顔のオブジェクトリストで、 をクリックして顔の自動アライメントを編集します。 

Face Scan アライメントの調整ウィンドウが自動で開きます。
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3D ビュー画面で調整を視覚化する

Face Scan アライメントの調整ウィンドウを開くと、以下のページを使用できます：

• 半自動：患者の画像ボリュームに基づく Face Scan 画像と顔の画像の顔フィーチャのマッ

チングをクリックして患者の顔の調整を半自動で行うことができます。｢ Face Scan アラ

イメントを半自動で調整する｣。

• 手動：2D ビュー画面で患者の顔をドラッグするか回転して手動調整ができます。｢ Face
Scan アライメント手動でを調整する｣。

Face Scan アライメントを半自動で調整する

Face Scan と患者画像ボリュームのアライメントを半自動で行うには、以下のステップに従い

ます：

1 ツールボックスのツールペインでレビュータブではない、ワークスペースタブで、 をクリッ
クしてオブジェクトドロップダウンリストの Face Scan を選択します。

2 Face Scan オブジェクトリストで、Face Scan オブジェクトを選択して  をクリックしま

す。

3 Face Scan アライメントの調整ウィンドウで、半自動タブを選択します。

オブジェクトの編集が次のビュー画面に表示されます：

• 左側：患者画像ボリュームに基づく患者の顔のモノクロ表現。 

• 右側：Face Scan オブジェクト。

4 皮膚のしきい値を決定するには、しきい値スライダを移動して密度を調整します。次に顔に

最低 3 の共通ポイントを追加します。 



Trophy 3D Imaging ユーザーガイド (SMA22TP_ja) - Ed07 111

5 次に各ビュー画面の同じ機能をクリックしてそれらが一致することを示します。 

クリックした各ポイントは同じ色の球体で記されます。例えば、最初に Face Scan ビュー画

面の先端をクリックしてから、患者の画像ボリュームに基づくビュー画面の鼻の先端をク

リックします：

6 同等のポイントのマークを続けます。

マークは最低 3 で最高 8 ポイントにする必要があります。 

7 アラインをクリックします。

Trophy 3D Imaging は Face Scan の半自動調整を開始します： 

再アライメントが完了したら、顔と患者画像ボリュームが 3D ビュー画面に表示されます。

3D ビュー画面で不透明度設定を変更する

Face Scan に患者の画像ボリュームを合わせた不透明度を変更するには、Face Scan アライメン

トの調整ウィンドウの左側ペインで 2 つのスライダアジャスターの上部をクリックアンドドラッ

グします。 

患者の画像ボリュームの不透明度設定が 3D ビュー画面に動的に表示されます。

患者の顔の不透明度は同じように 2 つのスライダアジャスターをドラッグして調整できます。

注記： マークを付け間違った場合は左クリックしてそのポイントを適切な
場所に移動します。

ヒント： Face Scan アライメントウィンドウの調整の手動タブで、3D ビュー画面の患者の

顔と患者画像ボリュームの不透明度はデフォルトで 50% に設定されています。この設定を

変更して患者の顔と患者の画像ボリュームの相対位置をよりよくハイライト表示できます。
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Face Scan アライメント手動でを調整する

Face Scan と患者の画像ボリュームのアライメントを手動で行うには、以下のステップに従いま

す：

1 ツールボックスのツールペインで  レビュータブではない、ワークスペースタブで、  をクリッ
クしてオブジェクトドロップダウンリストの Face Scan を選択します。

2 Face Scan オブジェクトリストで、Face Scan オブジェクトを選択して  をクリックしま

す。

3 Face Scan アライメントの調整ウィンドウで、手動タブを選択します。

オブジェクトの編集が次のビュー画面に表示されます： 

•  軸状スライスビュー画面

•  冠状スライスビュー画面

•  矢状スライスビュー画面

4 Face Scan を移動するには、ビュー画面で、 モデル　のオブジェクトアウトライン、または

左と右のいずれか、または上下ハンドルを選択して、ドラッグして新しい位置に移動します。 

これらのハンドルは制約された動き（左右または上下）を可能として、 Face Scan オブジェク

トを再配置する場合に、精度が高められるようにします。

5 オブジェクトを方向の制約なく移動するには、全方向ハンドルをクリックします。

注記： 3D ビュー画面で自動アライメントを直接調整できません。 
3D ビュー画面は Face Scan アライメントへの調整の実行中に視覚補助
として意図されています。

注記： この調整機能の使用には特別な注意が必要です。手動調整を元に戻すに
は 「手動 Face Scan アライメントを元に戻す」。を参照してください
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6 オブジェクトを回転するには、回転ハンドルを選択して 軸を新しい位置へドラッグします。 

7 Face Scan の再位置合わせを完了するには、オブジェクトを解放します。

8 マッチングリファインメントの実行を終えたら：

• OK をクリックして変更を検証し Face Scan アライメントの調整ウィンドウを閉じます。

• キャンセルをクリックすると、実行された変更がキャンセルされて、Face Scan アライ

メントの調整ウィンドウには保存されません。

調整の精度を高めるために、回転ハンドルを

外側にドラッグできます。 
Face Scan を回転するとき、回転角度がリア

ルタイムで表示されます。
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手動 Face Scan アライメントを元に戻す

Face Scan アライメントウィンドウの手動タブで自動顔アライメントに行った手動調整を元に戻

すことができます。

Face Scan アライメント調整を元に戻すには、Face Scan アライメントウィンドウの手動タブの

構成側面パネル  で  をクリックします。Face Scan アライメントの調整

ウィンドウで実行された最後の調整は元に戻せません。

 を再びクリックすると、前の変更を元に戻すことができます。 

クリックによって前の変更が元に戻ります。

手動 Face Scan アライメントをやり直す

Face Scan アライメントウィンドウの手動タブで自動顔アライメントに行った手動調整をやり直

すことができます。

Face Scan アライメント調整をやり直すには、 Face Scan アライメントウィンドウの手動タブの

構成側面パネル  で  をクリックします。Face Scan アライメントの調整

ウィンドウで、元に戻した最後の調整はやり直せます。

再び  を必要な回数クリックすると、前に元に戻した調整をやり直すことができます。各ク

リックで、各元に戻した調整はやり直せます。

半自動 Face Scan アライメントをリセットする

Face Scan アライメントの調整ウィンドウで、手動調整で行われた自動顔アライメントをリセッ

トできます。これによって、行われたすべての手動調整が削除されて、自動顔アライメントを元

の位置に戻します。

Face Scan アライメントの調整ウィンドウの手動タブの構成パネル  で 

をクリックします。

Face Scan アライメントの調整ウィンドウで行われたすべての手動調整は削除されて、自動顔ア

ライメントは元の位置に戻ります。

Face Scan アライメントをエクスポートする

Face Scan の患者の画像ボリュームとのアライメントをサードパーティの誘導手術アプリケー

ションにエクスポートできます。

注記： 元に戻すの機能はそのままで残っています：Face Scan アライメントの調整
ウィンドウをそのままにして離れ、戻ると、前のセッションで検証して保存した変
更をまだ元に戻すことができます。
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オブジェクトリストを使用して Face Scan を管理する

患者画像ボリュームとアラインした Face Scan はレビュー タブ以外の各ワークスペースタブの

ツールペインのオブジェクトリストに表示されます。

既存の Face Scan の基本設定を管理し構成できます。

Face Scan を表示および非表示する

Face Scan を表示 / 非表示にするには、以下のステップに従います：

1 レビュータブ以外の他のワークスペースタブで、ツールペインのオブジェクトリストで、  を
クリックしてドロップダウンリストを開き Face Scan を選択します。 

オブジェクトリストには患者画像ボリュームとアライン Face Scan の情報バーが表示されま

す。

2 Face Scan のリストで、以下のように所望するアイコンをクリックします。 

• をクリックすると、Face Scan が非表示になります。 

• をクリックすると、非表示になった Face Scan が表示されます。選択されたモデルが

Face Scan がボリューム内で非表示または表示されます。

Face Scan （2D 表示）のカラー設定を構成する

Face Scan オブジェクトアウトラインのカラーは 2D MPR ビュー画面にデフォルトでピンクに表

示されます。このカラーは必要があればカスタマイズできます。

2D Face Scan オブジェクトアウトラインのカラーを変更するには、以下のステップに従います：

1 レビュータブ以外のワークスペースタブで、ツールペインのオブジェクトリストで、  をク
リックしてドロップダウンリストを開き Face Scan を選択します。 

各 Face Scan オブジェクトの情報バーを含む  Face Scan 構成パネルが表示されます。

2 図示する用に Face Scan 情報バーの矩形アイコンをクリックします。

これによってカラー選択ダイアログボックスが表示されます。
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3 好みのカラーを選択して OK をクリックします。 

Face Scan を削除する

患者画像ボリュームを使用してアラインした Face Scan を削除するには、以下のステップに従い

ます：

1 レビュータブ以外のワークスペースタブで、ツールペインのオブジェクトリストで、  をク

リックしてドロップダウンリストを開き Face Scan を選択します。 

オブジェクトリストには既存の Face Scan のリストが表示されます。

2 Face Scan リストで、削除したい Face Scan の情報バーで  をクリックします。 

Face Scan はすべてのワークスペースタブビュー画面から削除され非表示になります。

ヒント： Trophy 3D Imaging の全般カラー設定は｢カラー設定｣でカスタ
マイズできます。

注記： Face Scan の削除は患者画像ボリュームおよび対応するワークスペースタブ
画面からのみ削除されます。Face Scan 自体は削除されません。
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7 モデルをボリュームにアラインする

Trophy 3D Imagingソフトウェアの自動モデルアライメントモジュールは 補綴主導型インプラン

トプランニング (PDIP) ワークフローに容易に組み込まれ、仮想クラウンおよびインプラントの計

画を強化します。

Trophy 3D Imaging 自動モデルアライメントは以下を提供します：

• モデルの患者画像ボリュームへの自動アライメント

• 自動モデルアライメントを手動で調整するための使いやすいツール

開始する前に

モデルの患者画像ボリュームとのアラインを始める前に、以下のステップに従います :

1 Carestream Dental システム CBCT 装置（Trophypan Excel 3D および Trophypan Supreme
3D Families）を使用して FOV の 3D X 線スキャンします。推奨する FOV は、「補綴主導型イ
ンプラント プランニングワークフローを使用する」を参照してください

2 Carestream Dental CBCT 装置 (Trophypan Excel 3D & Trophypan Supreme 3D Families) ま
たは Trophy 口腔内スキャナ、を使用して患者のデンタル歯列弓の 3D デジタル印象を取るかま

たは Trophy Imaging 8 ソフトウェアから前にインポートした 3D デジタル印象を使用します。

3 Trophy 3D Imaging で患者画像ボリュームを開き、およびカーブスライスでタブで歯列弓に

沿ったトレースを描画します。

補綴主導型インプラント プランニングワークフローを使用する

モデルを患者画像ボリュームにマッチさせる前に、以下を実行したことを確認します：

1 Carestream Dental CBCT 装置（Trophypan Excel 3D & Trophypan Supreme 3D Families）を

使用して診断領域の 3D X 線スキャンします。以下の Carestream Dental CBCT 装置および

FOV はこの使用のために特別に作られています：

診断領域のクラシックな評価を実行し必要な対策を取ります。

Carestream Dental CBCT 装置 Trophypan Supreme 3D Trophypan Excel 3D

FOV（顎）
顎 8x8、12x10、10x10 16*10 - 
下顎骨と上顎骨 8x5、12x5、
10x5

顎 8x9 ( または 8x8)、12x10、
10x10 - 下顎骨と上顎骨 8x5、
12x5、10x5

FOV（ヘッド） 16*12、16*17、16*10、12*10 NA

画像取得モード LD STD HR LD STD HR

重要： スキャンプロセス中、患者が咬合していないことを確認します。CBCT
装置を使用する場合はガイドラインに従います。 
データ登録を容易にするために、X 線画像取得プロセス中に適切な 3D バイト
ブロックを使用するよう患者に求めます。
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2 患者の歯列弓の 3D デジタル印象を取得し、以下の内の 1 つを行います：

• Carestream Dental CBCT 装置 3D オブジェクト画像取得モジュールを使用して得られる

従来の印象（シリコンまたはアルギン酸塩）から 3D モデルを生成します。

• Trophy 3DI BEYOND または Trophy 3800 の IO スキャナを使用する口腔内デジタル印象を

取得します。

3 Trophy 3D Imaging で患者画像ボリュームを開きます。

4 カーブスライスタブで、歯列弓に沿ってトレースを描きます。｢歯列弓に沿ってトレースを

描く｣を参照してください。

モデルを患者画像ボリュームにアラインする

モデルを患者画像ボリュームにアラインするには、以下のステップに従います：

1 カーブスライスタブのツールボックスのツールペインで、  をクリックしてモデルを選
択して、患者画像ボリュームにアラインします。 

患者モデルウィンドウが開き、使用可能モデルが患者モデルウィンドウに日付でソートされ

て表示されます。 
マウスをモデルの上にかざすと、以下の情報を表示できます：

• 画像取得タイプ（歯列矯正、修復、インプラント）

重要： HD カラーレンダリングが口腔内スキャンを使用して取得する 3D モ
デルでのみ使用できます。

注記： 以下の 3 つの画像取得モードは PDIP ワークフローに適合されたデ
ジタル印象を実行するために使用できます：
• 歯列矯正

• 修復物

• インプラント

注記： 歯列弓に沿ってトレースを描いてか
らモデルを患者画像ボリュームにアライン
させることを推奨します。
これを行うにはカーブスライスタブにある
患者画像ボリュームを開き、歯列弓に沿っ
てトレースを描きます。
再構成したパノラマビュー画面 および斜め

冠状スライスビュー画面は歯列弓に沿って
トレースを描き始めると表示されます。
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• （口腔内スキャナの競業社 ... を含む、Trophy 3DI、Trophy 3DI Pro、Trophypan
Pro/Trophypan Pro Select、Trophy 3800、Trophypan Smart 3D、Trophypan Supreme
3D、Trophypan Excel 3D）機器

• 利用可能な場合のスキャンエリア情報。 

2 オープンマウス（患者のボリュームがオープンマウスでキャプチャされた場合）、または咬合

（モデルを咬合で実行された患者ボリュームに統合したい場合）のいずれかのボリュームに対
するモデルのアライメントプリファレンスを選択します。 

3 上顎および下顎による患者画像ボリュームにアラインさせるモデルを選択します。 

4 オープンマウスで実行する患者ボリュームで、上顎と下顎の両方のモデルを咬合でアライン

させるために、下部の左隅にあるオプションを選択してください。

5 アラインをクリックして自動モデルアライメントプロセスを起動します。 

Trophy 3D Imaging モデルと患者画像ボリュームとの自動アライメントを起動します。

モデルが患者画像ボリュームにアラインされる場合：

• アライメントされたモデルと患者画像ボリュームが 3D ビュー画面に表示されます。

• モデルの軟組織がスライス平面と合うアウトラインが以下のビュー画面にライン（デフォ

ルトカラー：緑色）として表示されます：

• 軸状スライスビュー画面

• 再構成したパノラマビュー画面
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• 斜め 冠状スライスビュー画面 ( 横断面 ) 

• モデルがモデルのオブジェクトリストに表示されます。

6 患者の歯をモデルと比較してアライメントが正しく実行されたかをチェックします。｢モデル

アライメントを調整する｣を参照してください。

モデルを手動でアラインする

注意深い人体詳細の分析に基づいた結果をリファインするために、ランドマークでモデルアライ

メントを患者画像ボリュームに対して調整できます。 

Trophy 3D Imaging によって提供される仮想ツールはインプラントをサポートする修復を増強し

て簡単化することを意図しています。アルゴリズムがなくとも精密なこの方法は歯科開業医の経

験とスキルを代替できます。

半自動アライメント調整ウィンドウにアクセスする
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モデルのアライメントを患者画像ボリュームと手動調整するには、以下のステップに従います：

1 ツールボックスのカーブスライスタブツールペインで、 をクリックしてオブジェクトドラ
イブリスト内のモデルを選択します。

2 選択したモデルのオブジェクトリストで、  をクリックしてモデルの半自動または手動アラ

イメントを編集します。 

モデルアライメントの調整ウィンドウが自動で開きます。

3 セグメンテーションスライダーを調整してモデルのしきい値を変更すると、スライダーを動

かすために前に配置したランドマークはキャンセルされることを知ります。 

4 モデルを正しくアラインするには、再アライメントのために必要とする最低 3 つのランドマー

ク（最大 8）を配置して、アラインをクリックします。 
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患者ワックスアップをアラインする

ワックスアップデザインを患者画像ボリュームにアラインするには、以下のステップに従います：

1 ツールボックスのツールペインのカーブスライスタブで、  をクリックして、患者画像ボ
リュームにアラインします。アラインさせるワックスアップデザインを選択します。 

ワックスアップウィンドウが開き、使用可能なワックスアップデザインがウィンドウのサイドペ

インに日付順に表示されます。 

2 ワックスアップのサイドペインに表示されるワックスアップデザインのリストで、患者画像

ボリュームをアラインさせるデザインを選択し、アラインをクリックします。 

3 下に表示する円形ゾーンで識別される指定したカラー領域の 1 つをクリックして関連させる

ワックスアップデザインを選択します。デザインを正しく識別するために、各デザインで異
なったカラーを選択します。

4 緑色のゾーンをクリックした後、修正が必要であるため、ツールバーで  をクリックしま

す。 



Trophy 3D Imaging ユーザーガイド (SMA22TP_ja) - Ed07 123

正しい調整を行った後、OK をクリックします。 

3D ビュー画面で調整を視覚化する

モデルアライメントの調整ウィンドウを開く場合：

• アライメントされたモデルと患者画像ボリュームが 3D ビュー画面に表示されます。

• モデルの軟組織がスライス平面と合うアウトラインが以下のビュー画面にライン（デフォ

ルトカラー：緑色）として表示されます：

• 軸状スライスビュー画面

• 再構成したパノラマビュー画面

• 斜め 冠状スライスビュー画面 ( 横断面 )

3D ビュー画面で不透明度設定を変更する

モデルをマッチさせた患者画像ボリュームの透明度を変更するために、モデルアライメントの調

整ウィンドウの左側ペインで、スライスアジャスターをクリックアンドドラッグします。 

患者画像ボリュームの不透明度設定が 3D ビュー画面に動的に表示されます。

注記： 3D ビュー画面で自動アライメントを直接調整できません。 
3D ビュー画面 によって自動アライメントを作成する調整を視覚化でき
ます。 

ヒント： モデルを移動する場合、他のビュー画面のビューから消失する場合があ

ります。これが生じたら、 横のペインで をクリックしてモデルを初期位置

にリセットします。

ヒント： モデルアライメントの調整ウィンドウで、3D ビュー画面はデフォルトで 50% に設

定されます。この設定を変更してモデルと患者画像ボリュームの相対位置をよりよくハイラ

イト表示できます。
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モデルアライメントを調整する

モデルの患者画像ボリュームとの自動アラインを手動で調整するには、以下のステップに従いま

す：

1 カーブスライスタブのツールボックスの ツールペインで、  をクリックしてオブジェクトド
ライブリスト内のモデルを選択します。

2 モデルオブジェクトリストで、モデルを選択して  をクリックします。

モデルアライメントの調整ウィンドウが開き 選択モードが自動的にアクティブになり、編集

オブジェクトが以下のビュー画面に表示されます： 

• 軸状スライスビュー画面 

• 再構成したパノラマビュー画面 

• 斜め 冠状スライスビュー画面 ( 横断面 )  

3 オブジェクトを移動するには、ビュー画面で、 モデルのオブジェクトアウトライン、または左

と右のいずれか、または上下ハンドルを選択して、ドラッグして新しい位置に移動します。 

これらのハンドルは制約された動き（左右または上下）を可能として、モデルを再配置する

場合に、精度が高められるようにします。

4 オブジェクトを方向の制約なく移動するには、全方向ハンドルをクリックします。

注記： 3D ビュー画面で自動アライメントを直接調整できません。 
3D ビュー画面はモデルアライメントへの調整の実行中に視覚補助とし
て意図されています。

注記： この調整機能の使用には特別な注意が必要です。手動調整を元に戻すに
は 「モデル調整を元に戻す」を参照してください
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5 オブジェクトを回転するには、回転ハンドルを選択して 軸を新しい位置へドラッグします。 

6 モデルの再配置を終えるにはオブジェクトを解放します。

7 マッチングリファインメントの実行を終えたら：

• OK をクリックして変更を検証しモデルアライメントの調整ウィンドウを閉じます。

• キャンセルをクリックすると、実行された変更がキャンセルされて、モデルアライメント

の調整ウィンドウには保存されません。

モデル調整を元に戻す

モデルアライメントの調整ウィンドウで自動モデルアライメントに対して行った調整を元に戻す

ことができます。

モデルアライメント調整を元に戻すには、モデルアライメントの調整ウィンドウの構成サイドパ

ネル  で、 をクリックします。モデルアライメントの調整ウィンドウで実

行された最後の調整は元に戻せません。

を再びクリックすると、前の変更を元に戻すことができます。 

クリックによって前の変更が元に戻ります。

モデル調整をやり直す

モデルアライメントの調整ウィンドウで自動モデルアライメントに対して行った調整をやり直す

ことができます。

モデルアライメント調整をやり直すには、モデルアライメントの調整ウィンドウの構成サイドパ

ネル  で、 をクリックします。モデルアライメントの調整ウィンドウで、元

に戻した最後の調整はやり直せます。

再び を必要な回数クリックすると、前に元に戻した調整をやり直すことができます。各ク

リックで、各元に戻した調整はやり直せます。

ヒント： 調整の精度を高めるために、回転
ハンドルを外側にドラッグできます。 
モデルを回転する場合、回転の角度はリア
ルタイムで表示されます。

注記： 元に戻すの機能はそのままで残っています：モデルアライメントの調整ウィ
ンドウをそのままにして離れ、戻ると、前のセッションで検証して保存した変更を
まだ元に戻すことができます。
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自動調整モデルアライメントをリセットする

モデルアライメントの調整ウィンドウで、行われた手動調整に自動モデルアライメントをリセッ

トできます。これによって、行われたすべての手動調整が削除されて、自動モデルアライメント

を元の位置に戻します。

モデルアライメントの調整ウィンドウの構成パネル  で、  をクリックし

ます。

モデルアライメントの調整ウィンドウで行われたすべての手動調整は削除されて、自動モデルア

ライメントは元の位置に戻ります。

モデルアライメントをエクスポートする

モデルの患者画像ボリュームとのアライメントをサードパーティの誘導手術アプリケーションに

エクスポートできます。

モデルのオブジェクトリストを使用してモデルを管理する

患者画像ボリュームにアラインするモデルはカーブスライスツールボックスのオブジェクトリス

トに表示されます。

既存モデルの基本設定を管理し構成できます。

モデルを表示および非表示にする

モデルを表示 / 非表示にするには、以下のステップに従います：

1 カーブスライスタブ ツールペインのオブジェクトリストで、  をクリックして、ドロップダ

ウンリストを開き、モデルを選択します。 

オブジェクトリストには患者画像ボリューム（上顎および / または下顎）にアラインされた情

報バーが表示されます。

2 モデルのリストで、以下のように所望するアイコンをクリックします。 

 をクリックするとモデルが非表示になります。 

 をクリックして非表示モデルを表示します。選択されたモデルがボリューム内で非表示ま

たは表示されます。

ボリューム内のすべてのモデルを表示 / 非表示にするには、以下のステップに従います：
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1 オブジェクトリストで、ドロップダウンリストをクリックしてモデルを選択します。 

オブジェクトリストにはボリューム内のすべてのモデルのリストが表示されます。

2 オブジェクトリストのモデルセクションで、パネル上部の表示 / 非表示トグルアイコン  を
クリックします。 

すべてのモデルはボリューム内の カーブスライスタブビュー画面に非表示または表示されま

す。

モデル（2D 表示）のカラー設定を構成する

モデルオブジェクトアウトラインのカラーは 2D MPR ビュー画面にデフォルトで緑色で表示され

ます。このカラーは必要があればカスタマイズできます。

2D モデルオブジェクトアウトラインのカラーを変更するには、以下のステップに従います：

1 カーブスライスタブ ペインのリストで、  をクリックして、ドロップダウンリストを開き、モ
デルを選択します。 

各モデルの情報バーを含む モデル 構成パネルが表示されます。

2 図示するモード情報バーの矩形アイコンをクリックします。

これによってカラー選択ダイアログボックスが表示されます。

3 好みのカラーを選択して OK をクリックします。 

• 軸状スライスビュー画面

• 再構成したパノラマビュー画面

• 斜め 冠状スライスビュー画面 ( 横断面 )

モデルを削除する

患者画像ボリュームを使用してアラインしたモデルを削除するには、以下のステップに従います：

ヒント： Trophy 3D Imaging の全般カラー設定は｢カラー設定｣でカス
タマイズできます。

注記： CBCT スキャンを使用して獲得したモデルの 2D カラー設定の変更によって
3D ビュー画面のモデルのカラーが変更されます。
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1 カーブスライスタブ ツールペインのオブジェクトリストで、  をクリックして、ドロップダ

ウンリストを開き、モデルを選択します。 

オブジェクトリストには既存のモデルのリストが表示されます。

2 モデルリストで、削除したいモデルの情報バーの  をクリックします。 

モデルはカーブスライスタブビュー画面から削除され非表示になります。

患者画像ボリュームのすべてのモデルを削除する

患者画像ボリュームにリスト表示されたすべてのモデルを削除するには、モデルリストにある 
をクリックします。

患者画像ボリュームにアラインしたすべてのモデルは削除され（上顎および下顎） カーブスライ

スタブビュー画面から消えます。

補綴主導型インプラントプランニング ワークフローに組み込まれ

た、デジタルモデルの軟組織データはインプラントをサポートする

修復を強化するために使用できます。 

詳細は、「補綴主導型インプラント プランニングワークフローを使

用する」を参照してください。

注記： モデルの削除は患者画像ボリュームおよび対応するカーブスライスタブ
ビュー画面からのみ削除されます。モデル自身は削除されません。

重要：  をクリックする前に続行したいかを確認します。確認メッセージおよび
元に戻す機能はありません。
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8 クラウンで作業する

補綴主導型インプラント プランニングワークフローを使用する

Trophy 3D Imaging は補綴主導型インプラントプランニングをサポートします (PDIP)。

自動モデルアライメントモジュールによって、患者 X 線ボリュームとデジタル化したモデルの可

視軟組織を組み合わせてインプラントプランニングプロセスの最初にあるクラウン（補綴主導型）

の最終位置を考慮して、Trophy 3D Imaging は大きくインプラントの配置を改良しインプラント

をサポートする修復を簡単化します。

補綴主導型インプラント プランニングワークフロー

補綴主導型インプラントプランニングワークフローを使用する

補綴主導型インプラントプランニングワークフローには以下のステップがあります：

1 Carestream Dental CBCT 装置（Trophypan Excel 3D & Trophypan Supreme 3D Families）を
使用して FOV の 3D X 線スキャンします。 

以下の Carestream Dental CBCT 装置および FOV はこの使用のために特別に作られています。

デジタルモデルを患者の Ｘ 線ボリュームにアラインします ( 推奨 )
｢モデルをボリュームにアラインする｣を参照してください。

クラウンの配置

｢クラウンを配置する｣を参照してください。

インプラントの配置

参照： 
「インプラントを使用する」。 
「インプラントを配置する」。

インプラントプランニングレポートの生成

｢インプラントプランニングレポートを生成する｣を参照してください。

または

データセットを誘導手術ワークフローの一部としてサードパーティのソフトウェアにエク
スポートします

Carestream Dental 
CBCT 装置

Trophypan Supreme 3D Trophypan Excel 3D

FOV（顎）
顎 8x8、12x10、10x10 16*10 - 下
顎骨と上顎骨 8x5、12x5、10x5

顎 8x9 ( または 8x8)、12x10、10x10 
- 下顎骨と上顎骨 8x5、12x5、10x5

FOV（ヘッド） 16*12、16*17、16*10、12*10 NA

画像取得モード LD STD HR LD STD HR
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診断領域のクラシックな評価を実行し必要な対策を取ります。

2 次のいずれかの方法で 3D モデルを作成するには、患者の歯列弓のデジタル印象を生成するこ

とをお勧めします：

• Carestream Dental システム CBCT 装置の 3D オブジェクト画像取得モジュールを使用

して得られる従来の印象（シリコンまたはアルギン酸塩）から。CBCT 印象スキャン

• Trophy 3DI BEYOND または Trophy 3800 の IO スキャナを使用する口腔内デジタル印象

を取得することによります。  

注記：Trophy 3D Imaging の 3D デジタル印象のカラーレンダリングは、IOS 画像取得

（口腔内スキャナ）を使用する場合のみ利用可能です。 

3 Trophy 3D Imaging で患者画像ボリュームを開き、そしてカーブスライスタブで歯列弓に沿っ

てトレースを描きます。｢歯列弓に沿ってトレースを描く｣を参照してください。

4 モデルを患者画像モジュールにアラインします。｢モデルをボリュームにアラインする｣を参

照してください。

クラウンライブラリを使用する

Trophy 3D Imaging は 補綴主導型インプラントプランニング (PDIP) が可能です。これは カーブ

スライスタブで実行されます。

開始する前に

Trophy 3D Imaging クラウンライブラリを使用する前に、以下のステップに従います：

1 Carestream Dental CBCT 装置（Trophypan Excel 3D & Trophypan Supreme 3D Families）を

使用して診断領域の 3D X 線スキャンします。 

2 患者の歯列弓のデジタル印象（モデルと言われます）を取得します。

3 Trophy 3D Imaging
で患者画像ボリュームを開き、そしてカーブスライスタブで歯列弓に沿ってトレースを描き
ます。｢カーブスライスタブを使用する｣を参照してください。

4 患者画像ボリュームにモデルをアラインします。｢モデルをボリュームにアラインする｣を参

照してください。

重要： スキャンプロセス中、患者が咬合していないことを確認します。CBCT
装置を使用する場合はガイドラインに従います。データ登録を容易にするた
めに、X 線画像取得プロセス中に適切な 3D バイトブロックを使用するよう患
者に求めます。
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クラウンを配置する

患者画像ボリュームにクラウンを配置するには、以下のステップに従います：

1 歯列弓に沿ってトレースを描きます。｢歯列弓に沿ってトレースを描く｣を参照してください。

2 モデルを患者画像ボリュームにアラインします （推奨）。｢モデルをボリュームにアラインす

る｣を参照してください。

3 カーブスライスタブで、患者画像ボリュームの 歯列弓に沿ってトレースを描き 、ボリューム

にモデルをアラインします（オプション）。 

4 人体詳細の分析に基づき、注意して 初期クラウン位置を選択し、 以下のことを考慮します：

• デジタルモデルの軟組織データ

• 隣のクラウンの位置と高さ

最初のクラウン位置を選択するには、スライス平面のハンドル  および を使用して、再

構成されたパノラマビュー画面および斜め冠状スライスビュー画面の軸状スライス平面の位

置を調整します。 

5 慎重な人体詳細の分析の後、およびクラウン配置において最適な配置を選択したことに満足

したら、 カーブスライスタブツールボックスで、 をクリックして、クラウンライブラリか

ら選択します。 

軸状スライスビュー画面 再構成パノラマ（トレース）ビュー画面
斜め冠状スライス
ビュー画面

注記： クラウンアイコンは カーブスライスタブでのみ使用でき、トレースを歯
列弓に沿って描き終えるまで非アクティブ（グレイアウト）です。

ヒント： クラウンの配置を最適化するには、再構成したパノラマビュー画面の軸状平面の

垂直ハンドル を直角に設定し、咬合平面と隣接するクラウンの位置を基準にして水平

ハンドル を設定することをお勧めします。
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クラウンセレクタウィンドウ (A) が表示されます。 

6 クラウンセレクタウィンドウで、対応する画像をクリックして適切なクラウン番号を選択し

ます (B)。

• クラウンは患者画像ボリューム内に定義済の位置に自動的に配置されます (C)。

• クラウンはオブジェクトリストのクラウンリストに表示されます。

クラウンを再配置する

インポートしたクラウンの位置はカーブスライス タブで、以下のビュー画面に表示されるオブ

ジェクト編集ツールを使用して手動で調整できます：

• 軸状スライスビュー画面 

• 再構成したパノラマビュー画面 

A B C

注記： Trophy 3D Imagingは同じボリューム内に最大 8 つのクラウン位置をサポー
トできます。
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• 斜め 冠状スライスビュー画面 ( 横断面 )

患者画像ボリュームにクラウンを再配置するには、以下のステップに従います：

1 ツールボックスのツールペインで、 をクリックします。

2 選択した 2D または 3D ビュー画面で、クラウンを移動するには、 を使用してオブジェク

トをクリックし、それを新しい位置にドラッグして移動します。

3 2D ビュー画面で、クラウンを回転するには： 

• 隅 (A) の 1 つの外でマウスをかざして回転点を選択して、

• オブジェクトをクリック、ドラッグ、リリースして新しい位置 (B) に移動します。 

3D ビューで： 

• 適切な円を選択してクラウンを頬/舌側または近心/遠位方向のいずれかに回転させてから、 

• をドラッグ & リリースしてオブジェクトを期待位置に回転します。

軸状スライスビュー
画面 再構成パノラマ（トレース）ビュー画面

斜め - 冠状スライス
ビュー画面

A- 2D B- 2D 3D

A- 2D B- 2D 3D
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4 2D ビュー画面で、クラウンのサイズを変更するには： 

• 隅のハンドル (A) の 1 つを選択して、 

• オブジェクト (B) を外側 (+) あるいは内側 (-) にドラッグします。 

• クラウンは所望の大きさになったら解放します。 

3D ビューで：

• 4 隅のハンドル  の 1 つを選択して、 

• オブジェクトを外側あるいは内側にドラッグして、リリ－スします。

5 人体条件に形状を合わせるために クラウンを伸長または 縮小するには、側面（A）の中央に

あるグラブポイントの 1 つをクリックしてオブジェクトを内側または外側にドラッグしま

す。クラウンは所望の形状の場合は解放します。このオプションは 3D では使用できません。

クラウンを患者画像ボリュームに配置したら、それは自動的にカーブスライス タブツールボック

スのオブジェクトリストに表示されます。｢カーブスライスタブを使用する｣を参照してください。

補綴主導型インプラントプランニングワークフローに組み込まれて、配置されたクラウンはイン

プラントをサポートする修復を誘導するために使用できます。｢補綴主導型インプラント プラン

ニングワークフローを使用する｣を参照してください。

A - 2D B - 2D 3D

A B
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クラウンオブジェクトを管理する

クラウンをインポートする場合、それはカーブスライスタブのツールボックスの拡張ツールペイ

ンオブジェクトリストに追加されます。

このパネルでは、ツールペインの機能を使用して追加されたオブジェクトの全範囲を管理できます。

クラウン情報を表示する

クラウンに関する情報を表示するには、以下のステップに従います：

クラウンを表示および非表示にする

個別のクラウンを表示 / 非表示にするには、以下のステップに従います：

1 ツールペインのオブジェクトリストで、ドロップダウンリスト をクリックして、クラウン
を選択します。

オブジェクトリストにはボリューム内のすべてのクラウンのリストが表示されます。

2 個別のクラウンアイコンを以下のようにクリックします：

• をクリックすると、表示されたクラウンが非表示になります。

• をクリックすると、非表示のクラウンが表示されます。

選択したクラウンがボリューム内で非表示または再表示されます。

1 ツールペインのオブジェクトリストで、ドロップダウンリスト
をクリックして、クラウンを選択します。

オブジェクトリストはボリュームにすでに配置されているクラ

ウンのリストを表示します。

2 をクリックすると、選択したクラウンに関するすべてのビュー

画面が中央になります。

斜め-冠状スライスビュー画面、 軸状スライスビュー画面 および 再構

成したパノラマビュー画面 はすべて、選択したクラウンの中央にな

るように再び配置されます。
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ボリューム内のすべてのクラウンを表示 / 非表示にするには、以下のステップに従います：

クラウンを交換する

1 既存のクラウンを交換するには、以下のステップに従います：ツールペインのオブジェクト
リストで、ドロップダウンリスト  をクリックしてクラウンを選択します。

オブジェクトリストには既存のクラウンが表示されます。

2 オブジェクトリストのクラウンセクションで、交換したいクラウンのペンシルアイコンをク

リックします。

クラウンセレクタウィンドウが表示され、交換したいクラウンがハイライト表示されます。

3 使用したい新しいクラウンを選択して選択したクラウンを交換します。 

4 OK をクリックします。 

クラウンは カーブスライスタブビュー画面で交換されます。新しく交換したクラウンを再配

置する必要が生じることがあります。

1 ツールペインのオブジェクトリストで、ドロップダウンリスト 
をクリックして、クラウンを選択します。

オブジェクトリストにはボリューム内のすべてのクラウンのリ

ストが表示されます。

2 パネルの上部にある表示 / 非表示アイコンをクリックします。

•  をクリックすると、すべての表示されたクラウンが非表示

になります。

•  をクリックすると、すべての非表示のクラウンが表示され

ます。

クラウンがボリューム内で非表示または再表示されます。

重要： 交換するクラウンは元のクラウンと同じ象限からのみ選択できます。
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クラウンカラー設定を編集する

個別のクラウンのカラーを変更するには、以下のステップに従います：

クラウンを削除する

クラウンを削除するには、以下のステップに従います：

1 ツールペインのオブジェクトリストで、ドロップダウンリスト をクリックしてクラウンを
選択します。

オブジェクトリストにはボリューム内の既存のクラウンのリストが表示されます。

2 次のいずれかを実行します：

• 削除したい個別のクラウンの隣の をクリックする。

• クラウンセクションの上部にある をクリックしてすべてのクラウンを削除する。

1 ツールペインのオブジェクトリストで、ドロップダウン
リスト  をクリックしてクラウンを選択します。

オブジェクトリストには既存のクラウンのリストが表

示されます。

2 クラウンを選択して ( 既存のクラウンのカラー ) を
クリックします。カラー選択ウィンドウが表示されま
す。

3 カラーを選択して OK をクリックします。 

配置したクラウンは選択したカラーオプションに表示

されます。

注記： をクリックする前に続行したいかを確認します。確認メッセージおよび
元に戻す機能はありません。
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9 インプラントを使用する

補綴主導型インプラント プランニングワークフローを使用する

Trophy 3D Imaging で補綴主導型インプラントプランニング (PDIP) ワークフローの一部として

インプラントを配置できます。

インプラント手順の最初にクラウンの最後の位置（補綴主導）を考慮すると、Trophy 3D Imaging
は信頼性とインプラントプランニングの精度を大きく改良することができます。 ｢補綴主導型イ

ンプラント プランニングワークフローを使用する｣を参照してください。

インプラントを配置する

開始する前に

• インプラントを配置する前に、以下のことを行うことを推奨します：

• ｢インプラント設定｣でインプラント設定を行う。

• インプラントライブラリでお気に入りのインプラントを選択する。｢インプラントラ

イブラリを使用する｣ を参照してください。

• カーブスライスタブで、 歯列弓 ( ｢歯列弓に沿ってトレースを描く｣を参照してください。)
に沿ってトレースを描き、 再構成パノラマ画像 ( ｢再構成されたパノラマ画像を作成する｣

を参照してください。) を作成し、青色のハンドル  を使用して斜め冠状スライスの横

断面プレーンを配置します。｢ 2D MPR ビュー画面でスライス平面を移動し傾斜させる｣。

を参照してください

• インプラントを簡単に配置できるようにするには、オブジェクトリストを使用して、画像

上の他の既存の測定オブジェクトをすべて非表示にすることをお勧めします。｢ツールペ

インのオブジェクトリストを使用する｣ を参照してください。

注記：インプラント機能は Trophy 3D Imaging の ENT バージョンでは使用できま
せん。

重要： Carestream Dental ソフトウェアはサードパーティが提供するデンタルイン
プラント製品を表現するデータまたはコンテンツを含むことがあります。そのよう
なデータまたはコンテンツを表現する製品はすべての国における規制の承認がな
い場合があります。
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インプラントの配置をするには、以下のステップに従います：

1 カーブスライスタブの、ツールボックスのツールペインで、  をクリックします。 

2 ｢横断面｣ビューで、クリックしてインプラントネックを設定します。 

3 再びクリックして頂点位置を設定します。 

定義したインプラントのネックと頂点間で測定した長さを表示するラインが表示されます。 

インプラントがクラウンの頂点に従って配置されたら、インプラント位置と修復物の間の角

度計算値が表示されます。

インプラント選択ウィンドウが選択した推奨するインプラントとともに表示されます。

4 ウィンドウで、必要に応じて別のインプラントを選択して、OK をクリックします。

ヒント：インプラント作成チュートリアルウィンドウが表示され、インプラントを
配置するプロセスが表示されます。このチュートリアルを非アクティブにするには、
このチュートリアルを再び表示しないでくださいをクリックします。このチュート
リアルは｢インプラント設定｣でアクティブおよび非アクティブにできます。

注記：クラウンをベースにしてインプラントを配
置している場合は、最初のポイントは透明な青色
の円内にある必要があります。 

ヒント：インプラント選択ウィンドウでは、横の矢印 (A) をクリックして、イン
プラント選択ウィンドウに表示したいお気に入りのインプラントタイプを選択
できます。
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インプラントがインプラントのオブジェクトリストに表示されます。

インプラントリストを使用してインプラントを編集し情報を表示する

すでに配置されたインプラントについての情報を表示するには、以下のステップに従います：

1 ツールペインのオブジェクトリストで、ドロップダウンリスト  (B) をクリックし、インプ
ラントを選択します。

オブジェクトリストには既存のインプラントのリストが表示されます。

2 以下のいずれかを実行します：

画像のインプラントオブジェク
トを表示または非表示にするに
は ...

オブジェクトリストで：

• 画像のインプラントオブジェクトのすべてを非表示にするに
は、オブジェクトリストバーの  (A) をクリックします。す

べての非表示オブジェクトを表示するには、  をクリックし
ます。

• 画像の 1 つのインプラントオブジェクトを非表示にするには、
インプラントオブジェクトツールバーの (D) をクリックし

ます。画像に非表示オブジェクトを表示するには、  をクリッ
クします。

画像のインプラントオブジェク
トを削除するには ...

• 画像のすべてのインプラントオブジェクトを削除するには、

オブジェクトリストバーの  (C) をクリックします。

• 画像の 1 つのインプラントオブジェクトを削除するには、イ

ンプラントオブジェクトツールバーの (I) をクリックし

ます。
注記： クリックする前に進みたいことを確認します - 確認メッ
セージおよび元に戻す機能はありません。
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画像に表示するインプラント
オブジェクトの情報を表示す
るには ...

 (E) をクリックします。画像に表示されたインプラント情報を

非表示にするには、  をクリックします。

2D MPR ビュー画面のインプラ
ントオブジェクトのカラーを変
更するには ...

インプラントオブジェクトツールバーのカラーボックス (F) をク
リックしてオブジェクトに別のカラーを選択します。

インプラントの情報を表示する
には ...

インプラント名  (G)(およびインプラントが配置される歯式

番号 ) の横にあるオブジェクトリストで、矢印をクリックします。

ビュー画面をインプラントを中
心に配置させるには ...

 (H) をクリックします。 
選択したインプラント上の中央になるようにビュー画面が再配
置されます。

インプラントの長さを変更する
には ... プラスおよびマイナスボタンを使用します (J)。

インプラントのショルダプラッ
トフォームの直径を変更するに
は ...

プラスおよびマイナスボタンを使用します (K)。

アバットメントをインプラント
に追加するには ...

1.  (L) をクリックします。 
2. 所望のアバットメントパラメータを入力します。 

インプラントおよびカスタマイズされたアバットメントが
選択または作成されたら、3D で表示され、関連するインプ
ラント参照情報が表示されます。

3. OK をクリックします。

インプラントを交換するには：
1.  (M) をクリックします。 

インプラント選択ウィンドウが表示されます。 
2. 別のインプラントを選択し、OK をクリックします。
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インプラント セキュリティ ボックス

セキュリティ地域および警告

インプラント セキュリティ ボックスをアクティブにするには インプラント設定に進みます。 

通常、各インプラント本体側
に 1.5mm のホワイトボック
スおよびインプラント先端部
に 2mm のホワイトボックス

があります。 

インプラントが骨にしっかり
取り付けられているかチェッ
クします。

ボックスが解剖学的障害物に近
すぎる場合、赤色になります。

2 本のインプラントが近すぎる

場合も、同じことになります。

インプラント設定 . で警告ボッ

クスをアクティブまたは非アク
ティブにします。
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インプラントを再配置する

2D MPR ビュー画面のインプラントを移動する

インプラントを回転するには、斜め - 冠状スライスビュー画面で、または再構成されたパノラマ

画像で、端のハンドル (A) または (C) をクリックアンドドラッグします。

インプラントを移動するには、以下のいずれかを実行します：

• 斜め - 冠状スライスビュー画面で、または再構成されたパノラマ画像で、中央ハンドル (B)
をクリックアンドドラッグする。

• 軸状スライスビュー画面で、インプラントハンドル (D) をクリックアンドドラッグする。

3D ビュー画面のインプラントを移動する

下に示すようにインプラントの先端をドラッグして軸に沿ってインプラントを移動できます。

斜め - 冠状スライスビュー
画面

再構成されたパノラマ画像 軸状スライスビュー画面

注記：ボリューム内でインプラントを移動する場合、インプラントが他の
ビュー画面中のビューから消失する場合があります。これが生じたら、イン

プラントオブジェクトリストの  をクリックして自動的にインプラントの
すべてのビューを中央に配置します。｢インプラントリストを使用してインプ
ラントを編集し情報を表示する｣ を参照してください。
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インプラントプランニングレポートを生成する

インプラントの配置を実行したら、インプラントプランニングレポートを生成できます。｢インプ

ラントプランニングレポートを生成する｣ を参照してください。

インプラントを作成する

インプラントを作成するには、以下のステップに従います：

1 メインツールバーアイコンで、インプラントライブラリを表示して、 をクリックします。 

インプラントライブラリウィンドウが表示され、使用可能なインプラントおよびその詳細が

表示されます。

2 インプラントライブラリウィンドウで、独自インプラントの作成をクリックします。 

インプラントライブラリウィンドウにインプラントを構成するためのフィールドが表示され

ます。

3 製造元、ブランド、リファレンス、長さ、根尖直径、および直径を指定します。 

インプラントのボディスタイル、接続タイプ、およびデフォルトのカラーを選択できます。新

規インプラントの寸法は次の範囲に準拠する必要があります。

4 インプラントライブラリウインドウで、ヘッド、ボディおよびカラーピッカーを使用して新
規インプラントの形状とカラーを構成します。

5 インプラントライブラリウィンドウで、OK をクリックします。

新規インプラントがインプラントライブラリに追加されます。

6 閉じるをクリックしてウィンドウを閉じます。

ヘッド長 0.4 ～ 20.0 mm

これらの範囲外である
場合、値は赤色で表示
されます。

ヘッド径 1.0 ～ 10.0 mm

ボディ長 2.0 ～ 100.0 mm

ボディの根尖直径 1.0 ～ 10.0 mm

ボディ直径 1.0 ～ 10.0 mm

注記：表示された赤色のフィールドは必須です。

注記：新規インプラントを一度保存すると、製造元およびブランドフィールド
は編集できません。
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インプラントライブラリを使用する

インプラントライブラリで、以下のことができます：

• 使用可能なインプラントに関するビュー情報。

• インプラントを作成します。｢インプラントを作成する｣ を参照してください。

インプラントライブラリ ウィンドウをアクセスするには、以下のステップに従います：

1 メインツールバーアイコンで、インプラントライブラリを表示して、  をクリックします。 

インプラントライブラリウィンドウが表示され、使用可能なインプラントおよびその詳細が

表示されます。

2 必要に応じてインプラントを作成します。｢インプラントを作成する｣ を参照してください。

3 OK をクリックします。

インプラントライブラリを更新する

Trophy 3D Imaging はカーブスライスタブで使用する仮想インプラントライブラリを提供します。

製造元、およびインポートとエクスポートカスタムインプラントライブラリを追加および削除で

きます。 

更新が使用できる場合、Trophy 3D Imaging のメインツールバーアイコンに  アイコンが表

示されます。

インプラントライブラリを更新するには、以下のステップに従います：

1 コンピュータがインターネットに接続されていることを確認します。

2 メインツールバーアイコンの  をクリックします。

インプラントライブラリの更新ウィンドウが表示されます。

ヒント：インプラント選択ウィンドウで｢お気に入り｣のインプラントを選択でき
ます。そのウィンドウで、横の矢印 (A) をクリックして、追加のペインを表示し、
そこでインプラント選択ウィンドウに表示したいお気に入りのインプラントタ
イプを選択します。 

｢インプラントを配置する｣ を参照してください。

注記：
• インプラントの製造元数は頻繁に増えています。更新情報を定期的にチェックしてく

ださい。
• ユーザーは自分自身で作成したインプラントのみをエクスポートできます (製造

元のあるインプラントをエクスポートできません )。
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3 インプラントライブラリ更新ウィンドウで、以下のいずれかをクリックします： 

オプション 次のステップ

インプラント製造元
の追加

1. このオプションを選択した場合、次へをクリックします。 
コンピュータに現在インストールされていない使用可能インプラ
ントライブラリのリストが、デフォルトですべての製造元が選択
されて、表示されます。 

2. ダウンロードをしたくない製造元を削除し、次へをクリックします。 
作業の実行中にバックグラウンドでインプラントの更新を行う場
合、非表示をクリックします。 

3. 更新が完了すると、閉じるをクリックしてウィンドウを閉じるか、ま
たは前へをクリックしてウィンドウオプションメニューへ戻ります。

インプラント製造元
の削除

1. このオプションを選択した場合、次へをクリックします。 
インストールしたインプラントライブラリのリストが表示されま
す。

2. コンピュータから削除したい製造元を選択して、次へをクリック
します。 

3. 操作を完了すると、OK をクリックしてウィンドウを閉じるか、また
は前へをクリックしてウィンドウオプションメニューへ戻ります。

インプラント製造元
の更新

注記： 更新を使用可能な場合にのみ使用できます。

1. このオプションを選択した場合、次へをクリックします。 
インストール可能なインプラントライブラリのリスト。 

2. ダウンロードをしたくない製造元を削除し、次へをクリックします。 
作業の実行中にバックグラウンドでインプラントの更新を行う場
合、非表示をクリックします。 

3. 更新が完了すると、閉じるをクリックしてウィンドウを閉じるか、また
は前へをクリックしてウィンドウオプションメニューへ戻ります。

カスタムライブラリ
のインポート

注記：  インポートしたいインプラントは ZIP ファイルである必要がありま
す。

1. このオプションを選択した場合、次へをクリックします。 
2. 参照をクリックしてインポートしたいインプラントを含む ZIP ファイ

ルを含むフォルダを選択します。

3. 次へ をクリックします。
ファイルインポートが実行されます。

4. 操作を完了すると、OK をクリックしてウィンドウを閉じるか、または
前へをクリックしてウィンドウオプションメニューへ戻ります。

カスタムライブラリ
のエクスポート

注記：  ユーザーはご自身で作成したインプラントのみをエクスポートでき
ます ( 製造元のインプラントをエクスポートできません )。｢インプラント
を作成する｣。を参照してください。エクスポートされたライブラリは
ZIP ファイルフォーマットで保存されます。

1. このオプションを選択した場合、次へをクリックします。 
2. 参照を選択して ZIP ファイルをエクスポートしたいフォルダを選択し、

ZIP フォルダの名前を入力します。 
ヒント：今後 ZIP ファイルを容易に見つけることができるために、この
フォルダ名を記録しておいてください。

3. 次へ をクリックします。
ファイルエクスポートが実行されます。

4. 操作を完了すると、OK をクリックしてウィンドウを閉じるか、または
前へをクリックしてウィンドウオプションメニューへ戻ります。
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インプラントデータベースの更新ウィンドウを使用する

環境によってはソフトウェアの更新に続いてインプラントデータベースの更新ウィンドウが表示

される場合があります。 

これは現在のインプラントライブラリに、再キャリブレーションが必要なカスタムインプラント

が含まれるためです。 

これを行うには、これらのインプラントの「カタログ長」の計算方法を、次の方法の内の 1 つに

決定する必要があります：

• カタログ長 = 頭長 + 本体長

• カタログ長 = 本体長のみ。

インプラントデータベースの更新ウィンドウを使用するには、以下のステップに従います：

1 次のいずれかを実行します：

2 OK をクリックしてインプラントデータベースの更新ウィンドウを閉じます。 

このプロセスが終了したら、 インプラントデータベースの更新ウィンドウは表示されなくな

ります。

カタログ長 = 頭長 + 本体長で
ある場合のインプラントの場合
... 

1. リスト内の影響を受けるインプラントを選択します(個別の
チェックボックスを使用するか、またはすべてを選択ボタ
ンをクリックしてすべてを選択します )。 

2. 頭 + 本体ボタンをクリックしてカタログ長 = 頭長 + 本体長
さの計算を割り当てます。

カタログ長 = 本体長である場
合のインプラントの場合 ...

1. リスト内の影響を受けるインプラントを選択します(個別の
チェックボックスを使用するか、またはすべてを選択ボタ
ンをクリックしてすべてを選択します )。 

2. 本体ボタンをクリックしてカタログ長 = 本体長さの計算を
割り当てます。
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10 エクスポート機能を使用する

選択したタブに従って、 Trophy 3D Imaging ツールボックスのエクスポートセクションには以下

のツールボックスが表示されて、クリックすると、その設定にアクセスできます。 

ツール ワークスペースタブ

患者分析

直交スライス、カーブスライス、カスタムスライス、斜め
スライス

｢患者分析を使用する｣を参照してください。

横断面

直交スライス、カーブスライス、カスタムスライス、斜め
スライス

｢横断面を作成する｣を参照してください。

インプラントプランニングレポート

カーブスライス

｢インプラントプランニングレポートを生成する｣を参照し
てください。

プリントする

すべてのワークスペースタブで使用可能。

｢ Film Composer を使用してプリントする｣を参照してくだ
さい。

ボリュームのエクスポート

スキャンオブジェクトのエクス
ポート

直交スライス、カーブスライス、カスタムスライス、斜め
スライス

｢ボリュームをエクスポートする｣を参照してください。

仮想セファロ

直交スライス

｢仮想の頭部計測画像を生成してエクスポートする｣を参照
してください。

ワークスペースのスクリーン
ショット

直交スライス、カーブスライス、カスタムスライス、斜め
スライス

｢ワークスペーススクリーンショットを作成する｣を参照し
てください。

スクリーンショットディレクトリ

直交スライス、カーブスライス、カスタムスライス、斜め
スライス

｢スクリーンショットフォルダを開く｣を参照してくださ
い。

 CD エクスポート

 USB エクスポート

直交スライス、カーブスライス、カスタムスライス、斜め
スライス

参照：

｢コンパクトディスクにエクスポートする｣。

｢ディスクにすべてのデータのコピーを完了したら、それは
コンピュータから自動的にイジェクトされます。そのディ
スクを他の誰かに渡した場合、受け取り者は ViewData.exe.
の起動を必要とすることを知らせてください。｣。

注記： これらのツールはアイコングループに所属しま
す。｢ツールボックスを使用する｣を参照してください。



150

患者分析を使用する

Trophy 3D Imaging ではじめてボリュームを開くと、デフォルトの患者分析が作成されます。ソ

フトウェアを終了するか、異なる患者分析に切り替える場合、設定は現在の分析に保存されます。

これによって今後のためにビューおよび設定を保持できます。例えば、同じ患者の 2 つの異なる

インプラント配置を比較したり、または 2 人の臨床医が個別の分析を使用して同じ患者記録で作

業したりできます。

ソフトウェアを終了するか別の分析に切り替えた場合、以下の設定が保持されます：

• カーブスライス、直交スライス、および斜めスライスでの描画、測定またはその他のオブ

ジェクト。

• パレットを含む、2D および 3D ビュー調整

• ビュー画面設定（切断面の位置、統合、分割ビューなど）

• ギャラリー 画像

いくつかの分析を維持することができますが、1  度に開けるのは 1 つのみです。

分析を作成する

分析を作成するには、以下のステップに従います：

1 ツールボックスのエクスポートペインで、  をクリックします。 

患者分析ウィンドウが表示されます。前に保存された分析はデータ順にリスト表示されます。

現在の分析はその隣に  アイコンがなく、リスト表示されます。

2 作成をクリックし、分析の名前を入力します。コメントを追加することもできます。

3 OK をクリックします。 

入力した日付、時刻、およびコメントとともに新規分析がリストに表示されます。

4 リストにある新規分析をクリックして選択します。 

選択した分析が青色で強調表示されます。

5 OK をクリックします。 

患者分析ウィンドウが閉じ、 ボリュームが元の状態に再読み込みされます。

Trophy 3D Imaging を終了すると、変更は自動的に新しい分析に保存されます。

注記：以下のものは保存されません：
• レビュー タブのビュー
• 横断面ツール ( スライス ) 設定
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分析を編集または削除する

既存の分析を編集または削除するには、以下のステップに従います：

1 ツールボックスのエクスポートペインで、 をクリックします。 

患者分析ウィンドウが表示されます。 

2 患者分析ウィンドウで、次のいずれかを行います：

• 編集したい分析を選択します。選択した分析が青色で強調表示されます。必要に応じてア

イテムを編集して OK をクリックし、2 回目に OK をクリックして、患者分析ウィンドウ

を閉じます。

• 分析を削除するには、削除したい分析の隣の をクリックして、次に OK をクリックし

て患者分析ウィンドウを閉じます。

横断面を作成する

横断面は 3D ボリューム内の選択された診断領域を通じた一連のスライスで、レビュータブに表

示するか、または Film Composer を使用してプリントできます。

シリーズ内の各スライスはスライス番号とともにレビュータブに表示されます。

このツールを使用するには 2 とおりの方法があります :

• モードおよびスペース要件を選択して、必要とする診断領域ラインを調整するには、｢メ

ソッド 1：フレキシブル診断領域｣。を使用します

• スライス数を指定し、必要に応じて診断領域全体を調整するには、｢メソッド 2：固定診

断領域｣。を使用します
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メソッド 1：フレキシブル診断領域

このメソッドでは、スライス数をロックしないでモードとスペース要件を選択して、手動で診断

領域の境界を選択できるようにします。

横断面を生成するには、以下のステップに従います：

1 ツールボックスのエクスポートペインで、  をクリックします。 

横断面ツール が表示され、構成ペイン（A）および 2 つの診断領域ビュー（B および C）が

示されます。

2 横断面ツールペインで、スライスタイプを選択します。 

使用可能なスライスのタイプは、横断面を生成する際に、作業を行っていたタブに依存しま

す。

2 つの診断領域ビューが、スライス タイプセクションの選択を反映して変化します。

3 スライスカウントを使用するには、以下の内の １ つを行います： 

• 手動でスライス番号を入力する。

タブ スライスツールで使用可能なスライスの種類

直交スライス 軸状、冠状、矢状

カーブスライス
パノラマ、歯列弓 / 側頭骨横断面、インプラント ( ボリューム内にイン
プラントがない場合はグレイアウト表示 )

カスタムスライス 側方、前後方向

斜めスライス 斜め軸状 , 斜め冠状 , 斜め矢状
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• 診断領域ビューの 1 つで、診断領域ハンドルの 1 つをクリックアンドドラッグする (A)。

診断領域境界（点線）が独立に移動できます。それは構成パネル内のスライスカウントが

ロックされていないからです。診断領域境界を移動すると、スライスカウントは自動的に

再計算されます。

4 構成パネルで、必要に応じてスライスモードを選択します。

診断領域のビューがスライスモードの選択を反映して変化します。

5 統合パラメータを選択します：厚さまたはモード。 

6 選択されたプリントテンプレートの名前をクリックしてドロップダウンリストをアクティブ
にして別のテンプレート名を選択します。このテンプレートはスライスをプリントする場合
に、Film Composer に適用されます。

7 マウススクロールホイールモードを選択します：

• スライドでは、マウスのスクロールホイールを使用して、見えるスライスをスクロー

ルすることができます。

• ズームでは、マウスのスクロールホイールを使用して、表示可能なスライスをズーム

インおよびズームアウトすることができます。

8 説明を追加するには、説明フィールドにテキストを入力します。このテキストは DICOM タグ

｢シリーズ説明｣の一部分として表示されます。

スライスモード スペース

パラレル

このモードを使用して診断領域間でパラレルスライスを生
成します。これはカーブスライスタブの場合を除きすべての
ワークスペースタブでデフォルト設定です。 

mm 単位で測定され、これは各パラ
レルスライス間の距離です。

角度 ( カーブスライスタブのみ ) 
このモードを使って斜め冠状スライス（青色のライン）が軸
状スライス（黄色のライン）の平面にクロスするポイントの
回りの円の中にスライスを生成します。

度数（°）で測定、これはスライス
間の角度です。 
30° の間隔で 12 個のスライスが生
成されます（360/30=12）。
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9 スライスをプリントするには、プリントボタンをクリックして Film Composer を起動しま

す。上記で選択されたプリントは生成されたスライスを含むページをレイアウトするために
使用されます。

10 レビュータブにスライスを表示するには、レビューボタンをクリックします。 

生成されたスライスのシリーズは、右に 2 つのロケーター画像の付いたレビュータブに表示

されます。 

スライスシリーズのサムネイルおよび関連するロケーター画像もギャラリーに追加されます。

メソッド 2：固定診断領域

このメソッドを使用して診断領域全体を手動で調整できるようにスライスカウントを指定して

ロックします。

横断面を生成するには、以下のステップに従います：

1 ツールボックスのエクスポートペインで、  をクリックします。 

横断面ツール が表示され、構成パネル（A）および 2 つの診断領域ビュー（B および C）が

示されます。

2 横断面ツールペインで、スライスタイプを選択します。 

使用可能なスライスのタイプは、横断面を生成する際に、作業を行っていたタブに依存します。

2 つの診断領域ビューが、スライス タイプセクションの選択を反映して変化します。

タブ スライスツールで使用可能なスライスの種類

直交スライス 軸状、冠状、矢状

カーブスライス
パノラマ、歯列弓 / 側頭骨横断面、インプラント ( ボリューム内にイン
プラントがない場合はグレイアウト表示 )

カスタムスライス 側方、前後方向

斜めスライス 斜め軸状 , 斜め冠状 , 斜め矢状
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3 スライスカウントを使用するには、以下の内の １ つを行います： 

• 手動でスライス番号を入力する。

• 診断領域ビューの 1 つで、診断領域ハンドルの 1 つをクリックアンドドラッグする (A)。

診断領域境界（点線）が独立に移動できます。それは構成パネル内のスライスカウントが

ロックされていないからです。診断領域境界を移動すると、スライスカウントは自動的に

再計算されます。

4 をクリックしてスライススペースをロックします。 

スライスカウントおよびスペース はロックされグレーアウトします。ロックアイコンは に

変化します。 

スライススペースをロック解除する必要があれば  をクリックします。

5 構成パネルで、必要に応じてスライスモードを選択します。

診断領域のビューがスライスモードの選択を反映して変化します。

6 統合パラメータを選択します：厚さまたはモード。 

7 選択されたプリントテンプレートの名前をクリックしてドロップダウンリストをアクティブ
にして別のテンプレート名を選択します。このテンプレートはスライスをプリントする場合
に、Film Composer に適用されます。

スライスモード スペース

パラレル

このモードを使用して診断領域間でパラレルスライスを生
成します。これはカーブスライスタブの場合を除きすべての
ワークスペースタブでデフォルト設定です。 

mm 単位で測定され、これは各パラ
レルスライス間の距離です。

角度 ( カーブスライスタブのみ ) 
このモードを使って斜め冠状スライス（青色のライン）が軸
状スライス（黄色のライン）の平面にクロスするポイントの
回りの円の中にスライスを生成します。

度数（°）で測定、これはスライス
間の角度です。 
30° の間隔で 12 個のスライスが生
成されます（360/30=12）。
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8 マウススクロールホイールモードを選択します：

• スライドでは、マウスのスクロールホイールを使用して、見えるスライスをスクロー

ルすることができます。

• ズームでは、マウスのスクロールホイールを使用して、表示可能なスライスをズーム

インおよびズームアウトすることができます。

9 説明を追加するには、説明フィールドにテキストを入力します。このテキストは DICOM タグ

｢シリーズ説明｣の一部分として表示されます。

10 スライスをプリントするには、プリントボタンをクリックして Film Composer を起動しま

す。上記で選択されたプリンターは生成されたスライスを含むページをレイアウトするため
に使用されます。

11 レビュータブにスライスを表示するには、レビューボタンをクリックします。 

生成されたスライスのシリーズは、右に 2 つのロケーター画像の付いたレビュータブに表示

されます。 

スライスシリーズのサムネイルおよび関連するロケーター画像もギャラリーに追加されます。

スライスプリセットを保存する

横断面ツールウィンドウでスライス設定を変更すると、これらの変更は現在のソフトウェアセッ

ション中保持されますが、ソフトウェアを終了すると保存されません。

後で使用するためにスライスプリセットを保存するには、以下のステップに従います：

1 ツールボックスのエクスポートペインで、  をクリックします。 

横断面ツール が表示されます。

2 横断面ツールで、好ましいスライスプリセットを設定します。

3 スライスプリセットをクリックします。新しいプリセットが保存されて今後使用することが
できます。

注記：プリセットを保存したら、プリセットの復元ボタンが有効になり保存され
たプリセットが再ロードできます。
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インプラントプランニングレポートを生成する

インプラントプランニングレポートのコンテンツとフォーマットは ｢インプラントプランニング

レポート設定｣。での設定に依存します

インプラントプランニングレポートには以下の情報を含むことができます。

ダイジェストページ

ダイジェストページには以下が含まれます：

• 歯科診療、担当医、および患者詳細を含む管理情報。 
• 治療プランニング情報および画像

• 再構成したパノラマ画像は仮想インプラントおよびボリューム内に置かれ
たクラウンを表示します。 

• ラベル、インプラント場所、製造元、ブランド、参考、カタログ長、および
直径などの関連インプラント情報。

インプラント情報

インプラント情報には以下が含まれます： 
• ラベル、インプラント場所、製造元、ブランド、参考、カタログ長、および

直径を含むインプラント詳細。 
• カーブスライス インプラントのビュー。

警告：ここで記述した使用の指示は特定の機能に対するクイックガイドとしてのみ
を意味します。 
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プリントまたはエクスポートのためにインプラントプランニングレポートを作成するには、以下

のステップに従います：

1 カーブスライスタブを開きます。

2 ツールボックスのエクスポートペインで、  をクリックします。 

インプラントプランニングレポートが Film Composer で開かれます。

ワークスペーススクリーンショットを作成する

タブに、ワークスペースのスクリーンショットを作成するには、テキストボックスのエクスポー

トペインで  をクリックします。スクリーンショットのサムネイルが ギャラリー に追加され

ます。

タブのスクリーンショットを作成する場合、画像ファイルがスクリーンショットフォルダの全

ワークスペースに作成されます。

3D ビューページ

｢インプラントプランニングレポート設定｣で 3D ビューページをアクティブま
たは非アクティブにできます。

注記：Film Composer これは、すべての Trophy Imaging 製品についてのあらゆ
るプリント要件を扱う別のソフトウェアプリケーションです。詳細は、 Film 
Composer のオンラインヘルプを参照してください。

ヒント： Trophy 3D Imaging スナップショット画像を作成するための以下の方法も提供

します：

• ビュー画面のスクリーンショットを作成するには、ビュー画面ツールバーの  を
クリックします。｢ビュー画面のスクリーンショットを作成する｣を参照してくださ
い。

• スライスシリーズを作成するには、｢ 2D MPR ビューで分割ビューを使用する｣。を
参照してください

• ロケーター画像付きのスライスシリーズを作成するには、｢横断面を作成する｣。を
参照してください

注記：スクリーンショットおよびスナップショット画像ファイルの場所が｢エクス
ポート設定｣で指定したフォーマットで作成されます。
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スクリーンショットフォルダを開く

ワークスペーススクリーンショットを作成する場合、これらのファイルのコピーが｢エクスポート

設定｣で定義したフォルダに保存されます。

スクリーンショットフォルダを開くには、ツールボックスのエクスポートペインで、 をク

リックします。

Film Composer を使用してプリントする

すべてのプリントは Film Composer を使用して実行されます。これはすべての Trophy Imaging
製品についてのあらゆるプリント要件を扱う別のソフトウェアアプリケーションです。このソフ

トウェアアプリケーションの使用に関する情報は Film Composer のオンラインヘルプを参照し

てください。

Film Composer を開くには、ツールボックスのエクスポートペインで をクリックします。 

現在ギャラリーにあるすべての画像またはビューおよびすべての 2D MPR および 3D ビューは

Film Composer ギャラリで使用可能です。

これらの画像およびビューは、事前定義されたテンプレートを使ってコンポジションに配列され

ます。プリンターまたは PDF ファイルにプリントする前に必要とする場合、これらのコンポジ

ションを修正することができます。それぞれのモードタブにいずれの Film Composer のテンプ

レートを適用するか定義することもできます。

警告：この機能はスクリーンショット画像ファイルのみにアクセスできるよう提供
されています。この機能を使ってその他のファイルにアクセスすると、システムに
重大な損傷を与える恐れがあります。

重要： 交差しないスライス平面がある場合は、プリントエラーが生じることがあり
ます、それは Trophy 3D Imaging のいくつかの機能はこれらのスライス平面の交
差に依存するからです。
例えば、斜め冠状スライスが軸状スライスに交差することがないような角度になっ
ている場合、画像を Film Composer にエクスポートする際に、エラーメッセージ
が表示されます。

インプラント平面が軸状スライスに交差しない場合、同じエラーが発生することも
あります。

A 斜め冠状スライス

B 軸状スライス

C 斜め冠状と軸状スライス間の

ギャップ
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ボリュームをエクスポートする

エクスポート ペインのボリュームのエクスポート機能を使用してサードパーティ DICOM ソフト

ウェアで使用するために 3D ボリュームをエクスポートします。

3D ボリュームをエクスポートするには、以下の手順に従います。ボリュームをエクスポートする

には、これらのステップに従います：

1 ツールボックスのエクスポート ペインで、  をクリックします。 

ボリュームのエクスポートが表示されます。

2 必要があれば、エクスポート設定を構成します。

1：ファイルとディレ
クトリの選択

ブラウズ ボタンをクリックして 3D ボリュームをエクスポートした

い出力ディレクトリ（フォルダ）を選択します。

必要であれば、説明欄にテキストの説明を追加することができます。

DICOM タグ「シリーズの説明」にテキストが追加されます。

2：解像度の選択

アキシャルマトリックスサイズ（ピクセル）

の選択：エクスポートされた 3D ボリュームのアキシャルスライスの

解像度を設定します。

スライスの厚さを選択します：ドロップダウンリストから、以下のス

ライスの厚さオプションの 1 つを選択します：

• 等方性：選択した場合、アキシャルマトリックスを調整する

と、ボリュームのエクスポートでスライス厚が自動的に計算

されます（ボクセルサイズは立方体または均一のままです）。 

• 異方性 これを選択すると、スライス厚の設定を変更して、非

立方体（非均一）ボクセル寸法のボリュームを与えることが

できます。

注記：スライスの解像度および / または厚みを変更すると、画質が低
下します。ご自身のリスクでこれらのオプションを使用してください。

警告：エクスポートされた 3D ボリュームは、サブサンプリングされている場合が
あり、診断エラーにつながることがあります。ご自身のリスクでサブサンプリング
されたデータを使用してください。

注記：  
• アキシャルスライスのみエクスポートされます。インプラントやアノテーションな

ど、その他の詳細はエクスポートされません。
• スライス厚を大きくしたり、アキシャルマトリックスサイズを小さくすると、エクス

ポートされたボリュームは元のボリュームよりも少ないストレージスペースを使用
することになります。

• ボリュームのエクスポートを使用できます：
• サードパーティ製ソフトウェアが JPEG 可逆圧縮画像に対応していない場合。
• DICOMDIR を使用してボリュームをエクスポートする必要がある場合。
• ボリュームを匿名化するには。
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3 エクスポートボタンをクリックします。

現在の 3D ボリュームはセクション 1 で選択したフォルダにエクスポートされます。

ウィンドウが開いてボリューム選択項目のタイトルを選択できます。 

4 選択項目を選択して OK をクリックします。 

スキャンオブジェクトをエクスポートするには、以下のステップに従います :

1 スキャンオブジェクト器具を開いた後、Trophy Imaging の STL フォーマットがエクスポー
トボックスに進みます。

3：出 力 フ ァ イ ル
フォーマットの選択

ファイルフォーマットの選択：サードパーティのソフトウェア要件に

一致する軸状スライスフォーマットを選択します：

• 匿名をクリックして、すべての患者健康情報（PHI）をエク

スポートしたボリュームから削除します。

• DICOMDir の作成をクリックして、DICOMDir データファイ

ルをエクスポートされたボリュームに追加します。

圧縮の選択：圧縮または非圧縮の DICOM 出力を選択します。 

注記：DICOM 画像は通常、ファイルスペースおよびバンド幅を保存
するために圧縮 JPEG 画像のように変換されます。ただし、これは強
制ではありません。圧縮されていない DICOM ボリュームは最大 350 Mb
のディスク空き容量を必要とすることになります。

注記：Trophypan Smart、Trophypan Excel または Trophypan Supreme 3D のみ
で取得する器具のボリューム
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2 エクスポートペイン ツールボックスで、  をクリックします。 

スキャンオブジェクト エクスポート ダイアログ ウィンドウが表示されます。

3 ファイル名として、出力フォルダを選択します。 

メッシュコンツアーが専用スライダーで調整できます。 

4 完了した時エクスポート ボタンをクリックします。

コンパクトディスクにエクスポートする

3D ボリュームを空のコンパスクディスクにコピーできます。 

エクスポートディスクによって以下が可能です：

• 3D ボリュームおよびデータのコンピュータへのコピー。 

• 必要に応じてコンピュータに Trophy 3D Imaging のインストール。 

• Trophy 3D Imaging の起動。 

現在の 3D ボリュームを ディスクにエクスポートするには、以下のステップに従います：

1 空の書き込みディスクをコンピュータのディスクドライブに挿入します。 

2 ツールボックスのエクスポートペインで、  をクリックします。 

ディスク書き込みウィザードが自動的に起動します。

重要：Trophy 3D imaging の完全バージョンにアクセスできないユーザーに対し
て、CD または USB キーの Trophy 3D Imaging Lite でデータレビューが使用でき
ます。
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3 ディスクのタイトル（最長 16 文字）を入力するか、またはデフォルト（現在日付）を許諾し

ます。

4 記録速度を選択します。 

このステップを支援するドキュメントがコンピュータにないか調べます。

5 続行するには 次へをクリックしてください。 

ディスク書き込みウィザードは空の CD にデータのコピーを開始します。

ディスクにすべてのデータのコピーを完了したら、それはコンピュータから自動的にイジェクト

されます。そのディスクを他の誰かに渡した場合、受け取り者は ViewData.exe. の起動を必要と

することを知らせてください。 

USB キーにエクスポートする

現在の患者ファイルを USB キーにエクスポートするには、以下のステップに従います：

1 ファイルを保持するための十分な空き容量がある USB キーをコンピュータの USB ポートを
挿入します。

2 ツールボックスのエクスポートペインで、 をクリックします。 

フォルダの選択ウィンドウが表示されます。

3 フォルダの選択ウィンドウで、USB キーのフォルダを選択して作成します。

4 OK をクリックします。 

データが USB キーに書き込まれている間お待ちくださいのメッセージが表示されます。デー

タ転送には数分かかります。

ボリュームのみをエクスポートする場合は、以下の 3 つの内から選択します：下に示すよう

に FDK、MAR または両方：

注記：この名前は、ディスクがコンピュータのディスクドライブに挿入される
とオペレーティングシステムのファイルブラウザに表示されます。

注記：

•  をクリックする前に、USB キーを挿入する必要があります。
• 使用する USB キーの品質が、データが保存される速度に直接影響を及ぼします。
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エクスポートが完了したら、選択したフォルダには以下が含まれています：

• 日付：このフォルダには 3D ボリュームからのエクスポートしたデータが含まれます。

• ViewData.exe：ディスクにすべてのデータのコピーを完了したら、それはコンピュータ

から自動的にイジェクトされます。そのディスクを他の誰かに渡した場合、受け取り者は

ViewData.exe. の起動を必要とすることを知らせてください。 

仮想の頭部計測画像を生成してエクスポートする

Trophy 3D Imaging で、仮想セファロツールを使用して、統合した側方、顔面および軸状ビュー

の画像を生成します。これらの画像は Trophy Imaging に記録された患者記録にエクスポートさ

れ、そこからサードパーティの頭部計測トレースソフトウェアを開くことができる画像をエクス

ポートできます。 

仮想セファロツールを使用して、仮想頭部計測画像を生成するには、以下のステップに従います：

1 ツールボックスのエクスポートペインで、  をクリックします。 

仮想頭部計測画像ウィンドウが表示されます。
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2 以下のビューオプションのいずれかを選択します。

3 説明を入力します。

4 2D MPR スライダーを調整して、仮想頭部計測画像の明るさ、コントラストおよび画像処理

を設定します。

5 作成をクリックします。

スクリーンショットのサムネイルがギャラリーに追加され、画像ファイルがスクリーンショット

フォルダに保存されます。 

側方 このビューは頭蓋骨全体を表示しま
す。

側方左
このビューは頭蓋骨の左側全体を表
示します。

側方右
このビューは頭蓋骨の右側全体を表
示します。

前頭
このビューは頭蓋骨全体を表示しま
す。

オトガイ下頭頂
このビューは頭蓋骨全体を下および
上から表示します。
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11 Trophy 3D Imaging の基本設定を設
定する

基本設定ウィンドウによって Trophy 3D Imaging ツール、機能および性能をカスタマイズでき、

それらは機能グループカテゴリにグループ化されます。 

｢アプリケーション設定｣

｢ 3D ビュー設定｣

｢カラー設定｣

｢測定単位設定｣

｢テンプレート設定｣

｢ MPR 設定｣

｢ビュー方向設定｣

｢分割ビュー設定での表示順序（Imaging Center ソフトウェアのみ）｣

｢エクスポート設定｣

｢インプラント設定｣

｢注釈設定｣

｢インプラントプランニングレポート設定｣

｢仮想頭部計測設定｣

｢気道設定｣
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アプリケーション設定

 アプリケーション設定で以下のことができます：

• MAR ボリュームがデフォルトまたはデフォルトでなく表示されるか選択します。

• 簡単と高度な設定モード間（Dental と ENT のみ）を切り替えます。

• ソフトウェアを開くたびに表示したいワークスペースタブを選択します。

• Trophy 3D Imagingにより読み込まれる画像のプレビューをアクティブ /非アクティブに

します。

アプリケーション設定を設定するには、以下のステップに従います：

1 メインツールバーアイコンで、  をクリックします。 

基本設定ウインドウが表示されます。

2 基本設定ウィンドウで、  をクリックします。 

アプリケーション設定が表示されます。 

3 次のいずれかを実行します。

4 適用をクリックします。

簡単モードおよび高度な設定
モードを切替えるには ...

ツールボックスで少ないツールを表示するには、簡単をクリック
します。 
ツールボックスのすべての使用可能ツールを表示するには、高度
な設定をクリックします。

注記： この設定はソフトウェアの Dental および ENT バージョン
にのみ適用されます。それは Imaging Center バージョンは高度
な設定モードでのみ実行できるからです。

デフォルトで使用可能な MAR
データを表示するには ...

次に使用可能な場合、デフォルトで MAR ボリュームを表示っす
るには、、はいをクリックします。いいえ、常に FDK を表示をク
リックするとデフォルトで FDK 再構成を表示します。

Trophy 3D Imagingを起動した
場合に表示するデフォルトの
ワークスペースタブを選択する
には ...

次のいずれかをクリックします：

• 直交スライス
• カーブスライス
• カスタムスライス
• 斜めスライス

全ボリュームが読み込まれてい
る間にボリュームのプレビュー
を構成するには ...

この機能を非アクティブにしてプレビューボリュームを持たな
いためには、全ボリュームが読み込まれている間にボリュームの
プレビューバージョンを表示するを非選択にします。

この機能をアクティブにし、画像の上部隅の  ラベル
で表示されるプレビューボリュームを持つためには、読み込まれ
ている間のボリュームのプレビューバージョンの表示を選択し
ます。

基本設定をインストールのデ
フォルトにリセットするには ...  をクリックします。
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3D ビュー設定

 3D ビュー設定で、以下の設定を構成して性能を最適化できます：

• 3D ビュー画面をアクティブ化および非アクティブ化します。

• 3D レンダリング優先度を設定します。 

• シェーディングを可能にします。

• レンダリング技術を選択します。

• 組織制限調整モードを設定します

3D ビュー設定をするには、以下のステップに従います：

1 メインツールバーアイコンで、 をクリックします。 

基本設定ウインドウが表示されます。

2 基本設定ウィンドウで、 をクリックします。 

3D ビュー設定が表示されます。

3 次のいずれかを実行します。

3D ビュー画面をアクティブま
たは非アクティブにするには ...

3D ビューをクリックします。

注記： この設定を有効にするには Trophy 3D Imaging を再起動
する必要があります。

ソフトウェア性能の優先度を設
定するには ...

レンダリング優先度を選択します： 
• 高速度用のレンダリング速度。 
• 中間速度用の速度 / 品質バランス。 
• 低速度だが良品質画像用のレンダリング品質。

3D ビュー画面のシェーディン
グをアクティブまたは非アク
ティブにするには ...

シェーディングをクリックします。

注記： 最良の結果を得るためには、スクリーンショットを撮影す
るときには必ずシェーディングを選択してください。

重要：3D レンダリングは診断用の使用を目的としていません。
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4 適用をクリックします。

コンピュータ性能にマッチする
3D レンダリングオプションを
選択するには ...

所望するレンダリング技術のドロップダウンリストから以下の
内の 1 つを選択します：

• 拡張ハードウェア加速レンダリング
• 標準ハードウェア加速レンダリング
• ソフトウェアレンダリング

組織制限調整モードを設定する
には ...

次の 1 つを選択します：

• 組織制限を自動的に設定するには自動をクリックします。
• 3D ビュー画面で手動で組織制限を設定できるためには、カス

タムをクリックします。 
注記：  カスタムを選択すると、それはすべての読み込まれた
新しいボリュームに適用され、それは　FOV のプログラム
フィールドの機器設定に関係ありません。
以下の組織制限調整バーは設定の下およびアプリケーション
ワークスペースタブの 3D ビュー画面に表示されます：

注記： この設定の変更が有効になるには、Trophy 3D Imaging を
閉じて再起動する必要があります。 

基本設定をインストールのデ
フォルトにリセットするには ...  をクリックします。



Trophy 3D Imaging ユーザーガイド (SMA22TP_ja) - Ed07 171

カラー設定

カラー設定で、Trophy 3D Imaging で使用されるビューおよび注釈カラーエレメントのデ

フォルトカラーを変更できます。

カラー設定をカスタマイズするには、以下のステップに従います：

1 メインツールバーアイコンで、 をクリックします。 

基本設定ウインドウが表示されます。

2 基本設定ウィンドウで、 をクリックします。 

カラー設定が表示されます。

3 ビューカラーまたは注釈カラーに対して変更したいカラーを選択します。 

カラーウィンドウが表示されます。

4 カラーを選択して OK をクリックします。

5 基本設定をインストールのデフォルトにリセットするには、  をクリックします。

6 適用をクリックします。
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測定単位設定

 測定単位設定で、測定単位およびフォントサイズを選択できます。

測定単位設定を変更するには、以下のステップに従います：

1 メインツールバーアイコンで、  をクリックします。 

基本設定ウインドウが表示されます。

2 基本設定ウィンドウで、  をクリックします。 

測定単位設定が表示されます。

3 次のいずれかを実行します。

4 適用をクリックします。

測定単位を設定するには ...
ミリメートルまたはインチを選択します。

注記： 測定単位としてインチのみを使用できます。そ
れらは例えばインプラント直径またはセグメント化し
た気道などの他のオブジェクトには使用できません。

画像に表示された測定ラベルのフォント
サイズを選択するには ...

手動で入力するか、または矢印ボックスを使用して測
定フォントサイズを指定します。

基本設定をインストールのデフォルトに
リセットするには ...  をクリックします。
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テンプレート設定

テンプレート設定で以下ができます：

• プリントテンプレートを選択して Film Composer を使用します。

• 直交スライスタブのビュー画面レイアウトを選択します。 ｢直交スライスタブを使用する

｣を参照してください。

• レビュータブでスライスシリーズを表示するために使用するカラム数を選択します。｢レ

ビュータブを使用する｣を参照してください。

テンプレートオプションを設定するには、以下のステップに従います：

1 メインツールバーアイコンで、 をクリックします。 

基本設定ウインドウが表示されます。

2 基本設定ウィンドウで、 をクリックします。 

テンプレート設定が表示されます。

3 次のいずれかを実行します。

4 適用をクリックします。

各ワークスペースタブで使用し
たいプリントテンプレートを選
択してビュー画面を最大化する
には ...

テンプレートのプリントセクションで、関連するドロップダウン
リストから Film Composer を使用してプリントする場合に使用
するテンプレートを選択します。

注記： 
• この設定を有効にするには Trophy 3D Imaging を再起動する

必要があります。
• このオプションは Film Composer がコンピュータにインス

トールされている場合にのみ表示されます。

直交スライスタブのデフォルト
レイアウトを選択するには ...

直交スライスのレイアウトセクションで直交スライスのテンプ
レートアイコンの 1 つをクリックします。青色の四角形の位置が
直交スライススタブの 3D ビュー画面の位置を決定します。

レビュータブに表示されるデ
フォルトのカラム数を選択する
には ...

レビューデフォルトカラム数セクションで、ドロップダウンリス
トから数を選択します。

基本設定をインストールのデ
フォルトにリセットするには ... をクリックします。

注記： この操作のために Film Composer をインストールしておく必要があります。

警告： Film Composer 配置フレーム内のテンプレートは｢最良フィット｣または
1：1 のいずれかで画像に適合します。従ってプリント画像の寸法は使用される
テンプレートによって変化します。
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MPR 設定

 MPR 設定で以下ができます：

• 再フォーマットツールオプションを選択します。 ｢再フォーマットツールを使用する｣を

参照してください。

• 2D MPR ビュー用のデフォルトスライススペースを選択します。

• ビューの厚さを設定します。

• 自動歯弓列作成をアクティブにします。

• 自動診断領域 設定を選択します。

MPR 設定を設定するには、以下のステップに従います：

1 メインツールバーアイコンで、  をクリックします。 

基本設定ウインドウが表示されます。

2 基本設定ウィンドウで、  をクリックします。 

MPR 設定が表示されます。

注記： これらの設定への更新は、これらの変更が Trophy 3D Imaging ソフトウェ
アに適用された後に取得された 3D ボリュームにのみ適用されます。
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3 次のいずれかを実行します。

4 適用をクリックします。

ビュー方向設定

ビュー方向設定で、2D MPRスライスビューの Trophy 3D Imagingでの見え方をコントロー

ルできます。

2D スライスビューの方向をコントロールするには、以下のステップに従います：

1 メインツールバーアイコンで、 をクリックします。 

基本設定ウインドウが表示されます。

2 基本設定ウィンドウで、  をクリックします。 

ビューの方向オプションとして 3 つのセットが表示されます。 

いずれの画像取得が再フォー
マットツールをアクティブにす
るかを指定するには ...

画像取得装置タイプを選択します。

再フォーマットツールは、次回に画像を開く際に、選択した装置
タイプから取得した画像に適用されます。

2D スライスビュー内で、分割
ビューに対応するスライスス
ペースのデフォルトを設定する
には ...

ドロップダウンリストからスライススペース値を選択します。

重要：この設定を変更した際に、すでに分割ビューが 2D MPR
ビュー画面内に表示されている場合、スペースの変更が有効にな
るためにはソフトウェアを再起動する必要があります。

パノラマビューの厚さを設定す
るには ...

パノラマビューの厚さドロップダウンリストから厚さを選択し
ます。

パノラマでないビューの厚さを
設定するには ... 他のビューの厚さドロップダウンリストから厚さを選択します。

自動歯弓列作成をアクティブ化
するには ...

自動的に歯列弓を作成をクリックします。
自動歯列弓作成機能を非アクティブにするには、アクティブ化さ
れたオプションをクリックします。

基本診断領域ツールツールに適
用されるデフォルトのボリュー
ムサイズを設定するには ...

ピッカーよりも大きいボリュームの Auto-ROI を使用して、自動
的にトリミングするボリュームのサイズを指定します。
注記： この設定値は 30～ 180 mm の範囲内でなければなりません。

｢基本診断領域ツールを使用する｣を参照してください。

基本設定をインストールのデ
フォルトにリセットするには ... をクリックします。
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3 左のオプションを使って軸状スライスビュー画面の方向を構成します。

4 基本設定をインストールのデフォルトにリセットするには、  をクリックします。

5 適用をクリックします。

分割ビュー設定での表示順序（Imaging Center ソフトウェアのみ）

 分割ビューでの表示順序設定でボリュームを通したスライド方向をコントロールできます。 

マウスホイールの設定を「スライド」にしてある場合、マウスホイールを使用して 2D MPR ビュー

画面内でスライスを通してスクロールできます。 

分割ビュー内の表示順序を設定するには、以下のステップに従います：

ビュー画面 設定 ビューの効果

軸状スライスビュー画面

上面からのビュー

背面ビューが使用されている場合、
歯列弓は上向きになります。

前頭ビューが使用されている場合、
歯列弓は下向きになります。

下面からのビュー

背面ビューが使用されている場合、
歯列弓は下向きになります。

前頭ビューが使用されている場合、
歯列弓は上向きになります。

冠状スライスビュー画面 お
よび再構成されたパノラマ
画像

背面からのビュー 患者画像は背面を見せます。

前頭からのビュー 患者画像は正面を見せます。

矢状スライスビュー画面

左から右へ これは患者の左側からのビューです。

右から左へ これは患者の右側からのビューです。
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1 メインツールバーアイコンで、 をクリックします。 

基本設定ウインドウが表示されます。

2 基本設定ウィンドウで、 をクリックします。 

分割ビューソート順序設定が表示されます。

3 これらのオプションを使用して各スライス平面のスクロール方向を設定します。

4 基本設定をインストールのデフォルトにリセットするには、  をクリックします。

スライス平面 スライド順序の設定 結果
適用

ビュー画面 タブ

軸状

上部から下部へ
前進スクロールはスライス平
面を下向きに移動します

軸状スライス

直交スライ
ス、斜めスラ
イス

下部から上部へ
前進スクロールはスライス平
面を上向きに移動します

冠状

前方から後方へ
前進スクロールはスライス平
面を前方から後方へ移動しま
す

冠状スライス

後方から前方へ
前進スクロールはスライス平
面を後方から前方へ移動しま
す

矢状

右から左へ
前進スクロールはスライス平
面を右から左へ移動します

矢状スライス

左から右へ
前進スクロールはスライス平
面を左から右へ移動します

パノラマ

外側から内側へ
前進スクロールはカーブ平面
を内側に移動します

アーチ / 側頭骨

カーブスラ
イス

内側から外側へ
前進スクロールはカーブ平面
を外向きに移動します

斜め

右から左へ
前進スクロールはスライス平
面を右から左へ移動します 歯列弓 /側頭骨側

方
左から右へ

前進スクロールはスライス平
面を左から右へ移動します

前後方向

後方から前方へ
前進スクロールはスライス平
面を後方から前方へ移動しま
す

顎関節 / イヤー

カスタムス
ライス

前方から後方へ
前進スクロールはスライス平
面を前方から後方へ移動しま
す

側方

内側から外側へ
前進スクロールはカーブ平面
を内側に移動します 顎関節 /イヤーの

横断面
外側から内側へ

前進スクロールはカーブ平面
を外向きに移動します
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5 適用をクリックします。

注記： スライス順序はマルチスライスビューでスライスが作成される順序も決
定します。 
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エクスポート設定

エクスポート設定で以下ができます：

• スクリーンショットおよびスナップショットが保存されるフォルダを選択します。

• スクリーンショットファイルフォーマットを選択します。

• DICOM 説明プロンプトをアクティブにします。

エクスポート設定を設定するには、以下のステップに従います：

1 メインツールバーアイコンで、 をクリックします。 

基本設定ウインドウが表示されます。

2 基本設定ウィンドウで、 をクリックします。 

エクスポート設定が表示されます。

3 次のいずれかを実行します。

4 適用をクリックします。

スクリーンショットフォルダを
選択するには ...

指定したフォルダにコピーを保存するオプションを選択し、参
照をクリックして使用するフォルダに移動します。

注記： これはスクリーンショットフォルダであり、ツールボッ
クスの エクスポートペインから開くことができます。このオプ
ションを選択しないと、スクリーンショットは元のボリューム
と同じフォルダに保存されます。 ｢スクリーンショットフォル
ダを開く｣を参照してください。

ビュー画面およびワークスペー
ススクリーンショットに使用す
るファイルフォーマットを選択
するには ...

使用したいファイルフォーマットを選択します（TIFF、JPEG
または PNG）。

DICOM スナップショットを作成
するたびに DICOM 説明プロン
プトをアクティブにするには ...

説明のためのプロンプトを選択します。

エクスポートするボリューム

FDK のみ、MAR のみまたは FDK および MAR の両方のいずれ
かを選択します。
エクスポートするボリュームタイプを依頼するオプションを選
択または選択解除します。

基本設定をインストールのデ
フォルトにリセットするには ... をクリックします。
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インプラント設定

 インプラント設定で以下ができます：

• インプラントカラー設定を編集します。

• 修復の長さ設定を構成します。

• インプラント可視性設定を選択します。

• インプラント配置ツールのインプラントチュートリアルをカーブスライスワークスペー

スタブでアクティブまたは非アクティブにします。

インプラント設定を設定するには、以下のステップに従います：

1 メインツールバーアイコンで、  をクリックします。 

基本設定ウインドウが表示されます。

2 基本設定ウィンドウで、  をクリックします。 

インプラント設定が表示されます。

3 次のいずれかを実行します。

3 適用をクリックします。

インプラントカラーを選択する
には ...

1. カラーボックスをクリックします ( アバットメントまたは
修復物用 )。 

2. カラーウィンドウで新しいカラー選択し、OK をクリックし
ます。

インプラント配置で使用する修
復物用スペースの長さを指定す
るには ...

修復物用スペースの長さフィールドをクリックし、仮想インプラ
ントを配置した際に自動的に適用される修復物用スペースの長
さを設定します。

インプラント可視性オプション
を選択するには ...

可視性セクションで、ボリュームに表示したい仮想インプラント
のパーツをクリックして選択します。

インプラント配置ツールのイン
プラントチュートリアルをアク
ティブにするには ...

インプラントチュートリアルの表示をアクティブにします。
チュートリアルを非アクティブにするには、このオプションを非
アクティブにします。

基本設定をインストールのデ
フォルトにリセットするには ...  をクリックします。
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注釈設定

注釈設定で、レビュータブの注釈用の定義済キャプションを管理できます。

注釈設定を設定するには、以下のステップに従います：

1 メインツールバーアイコンで、 をクリックします。 

基本設定ウインドウが表示されます。

2 基本設定ウィンドウで、  をクリックします。 

既存の注釈のすべては基本設定ウィンドウにリスト表示されています。

3 次のいずれかを実行します：

• をクリックしてキャプションを作成してキャプション名およびテキストを入力します。

• 既存のキャプションを選択して編集します。

• をクリックして既存のキャプションを削除します。

4 適用をクリックします。

注記： それぞれのキャプションは、キャプション名とキャプションテキストにより
構成されています。これらのキャプションを使用して注釈を作成すると、注釈エ
ディタのドロップダウンリストにはキャプション名のみ表示されます。
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インプラントプランニングレポート設定

 インプラントプランニングレポート 設定を構成するには、以下のステップに従います：

1 メインツールバーアイコンで、  をクリックします。 

基本設定ウインドウが表示されます。

2 基本設定ウィンドウで、 をクリックします。 

インプラントプランニングレポート設定が表示されます。

3 以下の設定を構成します。

4 基本設定をインストールのデフォルトにリセットするには、  をクリックします。

5 適用をクリックします。

テンプレート
A4 または US レターフォーマットおよびレポートのページ方向
を選択します。

スライスカウント
インプラント毎にレポートに含めるスライス数 (1 ～ 10) を選択
します。

スライス厚
ドロップダウンリストから、レポートの所望のスライス解像度
を選択します。

スライスのスペース スライス画像のデフォルトスライスを選択します。

モード
ドロップダウンリストから、画像の出力モードを選択します：
AVG ( 平均強度投影 ) または MIP ( 最大強度投影 )。

説明のためのプロンプト
レポートの説明を自動的に要求するプロンプトウィンドウを選
択します。

3D ビューを含める レポートに 3D ビューを含むよう選択します。
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仮想頭部計測設定

仮想頭部計測設定を構成するには、以下のステップに従います：

1 メインツールバーアイコンで、 をクリックします。 

基本設定ウインドウが表示されます。

2 基本設定ウィンドウで、 をクリックします。 

仮想頭部計測設定が表示されます。

3 仮想頭部計測画像を作成する場合にデフォルトで使用したい画像タイプを選択します。 

側方 このビューは頭蓋骨全体を表示しま
す。

側方左
このビューは頭蓋骨の左側全体を表
示します。

側方右
このビューは頭蓋骨の右側全体を表
示します。

前頭
このビューは頭蓋骨全体を表示しま
す。

オトガイ下頭頂
このビューは頭蓋骨全体を下および
上から表示します。
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4 基本設定をインストールのデフォルトにリセットするには、  をクリックします。

5 適用をクリックします。

気道設定

 気道 設定を構成するには、以下のステップに従います：

1 メインツールバーアイコンで、  をクリックします。 

基本設定ウインドウが表示されます。

2 基本設定ウィンドウで、 をクリックします。 

気道設定が表示され、横断面領域にエントリを表示します。

デフォルトでは 4 つのエントリがありセグメント化気道の横断面領域を表します。 

3 次のいずれかを実行します。

3 適用をクリックします。

横断面領域の値を作成して変更
するには ...

1. 使用したくないしきい値を削除します ( ｢下のエントリを削
除するには｣を参照 )。

2. 平方ミリメートル単位で横断面領域を入力して + ボタンを
クリックします。
カラー設定がリストに追加されます。

カラースケールの設定の配置をリファインするためにポイン
ターをドラッグできます。

カラー設定はエントリリストで変わります。

注記： 1 つを超える同じ領域を指定できません。

エントリを削除するには ... エントリリストで、削除したいエントリの  をクリックしま

す。

基本設定をインストールのデ
フォルトにリセットするには ...  をクリックします。
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12 バックアップを管理する

バックアップメディアの種類

システムにより、テープ、CD-ROM およびインターネットベースのサービスなど、多くの種類の

バックアップメディアが使用できます。

ハードウェアベンダと協力して、診療に一番適したメディアの種類を選択することを推奨します。

バックアップメディアを保管する

バックアップを安全な場所に保管していることを確認します。すべての種類のメディアに対し、

過剰な熱または湿気を避ける必要があります。あらゆる種類の磁気を避けます。データを消去す

る可能性があります。製造元のバックアップ、保管および交換ガイドラインに常に従います。

データのバックアップ

データ バックアップはコンピュータベースのシステムにとって必要不可欠な部分です。

これは定期的に重要なデータをコピーし、安全な場所に保存することにより、予測されなかった

コンピュータの故障による中断を最小限にするためのプロセスです。

Trophy 3D Imaging はソフトウェアアプリケーションの Trophy Imaging Suite のコンポーネント

であるため、Trophy 3D Imaging のデータは Trophy Imaging バックアッププロセスの一部とし

てバックアップされます。

これについて技術的支援を必要とする場合、代理店に連絡してください。

バックアップシステムをテストする

バックアップシステムをインストールする場合、システムをテストして、システムが正しく運用

され必要なデータがすべて保存されていることを確認する必要があります。バックアップシステ

ムを検証する方法を理解していることを確実にします。

貴クリニックのための特別な手順を提供するようにハードウェア技術者に相談します。

バックアップ装置を保守する

バックアップ装置は定期的にメンテナンスが必要なことがあります。

バックアップ機器の製造元は、システムのサービス要件を提供する必要があります。

バックアップシステムのパフォーマンスの信頼性を最高に保つには、推奨されるサービススケ

ジュールに従います。

注記：１ つまたはそれ以上のバックアップをサイト外で保管することを推奨しま
す。これは最新のバックアップで、毎日繰り返す必要があります。

注記：必ず製造元のメンテナンス指示に従ってください。
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バックアップメディアを交換する

バックアップメディアを常用すると、やがてメディアの品質が劣化します。バックアップを頻繁

に使用すればするほど、メディア品質は早く劣化します。

メディアがもはや機能しないことを知る唯一の方法は、メディアからデータをリストアしてみる

ことです。定期的にメディアを交換することにより、劣化問題を回避することができます。

メディア製造元により推奨されている交換スケジュールに従います。

交換日を追跡できるようにするには、容易に参照できるようにディスクまたはテープのラベルに

日付の印を付けます。
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13 お問い合わせ先

製造元の住所

認定代理店

欧州連合認定代理店

TROPHY
4, Rue F. Pelloutier, Croissy-Beaubourg

77435 Marne-la-Vallée Cedex 2, France

英国の責任者

Carestream Dental Ltd
Samantha Bush
Wiltron House, Rutherford CI.、Stevenage
SG1 2EF, United Kingdom

ブラジルの認定代理店

CARESTREAM DENTAL BRASIL EIRELI
Rua Romualdo Davoli, 65 
1º Andar, Sala 01 - São José dos Campos
São Paulo - Brazil
CEP（郵便番号）：12238-577

EC REP
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Carestream Dental France SAS
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CARESTREAM DENTAL GERMANY GmbH

Hedelfinger Str.60、70327 Stuttgart, Germany

CARESTREAM DENTAL SPAIN
S.L.U.Paseo de la Castellana, 79 Madrid 28046, España

CARESTREAM DENTAL Italy S.r.l.
Via Mario Idiojmi 3/3, Assago 20090 (MI), Italia

スイス輸入業者のリスト

CURADEN AG
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CH-8953 Dietikon

Switzerland

Dema dent AG

Furtbachstrasse 16

CH-8107 Dietikon

Switzerland

Jordi Röntgentechnik AG

Dammstrasse 70

CH-4142 Dietikon

Switzerland

E. Schweizer AG

Bernerstrasse Nord 182

CH-8064 Zürich

Switzerland
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